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「大変ーっ！　翡ひ翠すい様が置き手紙をしていなくなってますっ！」

　バタバタと立場に相応ふさわしくない様子で執しつ務む室しつに飛び込んできたのは、翡翠の身の回りの一切を担になう侍じ女じよの紅こう玉ぎよくだ。

「……またか」

「紅玉、お前がついていながら何ゆえだ」

「ごっ、ごめんなさい……！　お茶を用意しに行った僅わずかな隙すきに、抜け出されちゃって……っ！　しかも、使用人の服がなくなってますっ！」

　動どう揺ようしている紅玉とは対照的に、碧へき玉ぎよくと黒こく玉ぎよくは冷静だ。見目がまったく同じの二人が、同じタイミングで溜ため息いきをつく。

「さて、何が原因でしょうね。朝食前に菓か子しを食べるのを禁止したから、不満によるものとか？」

「まさか、外に出た？　……さて、どうやって翡翠様を捕ほ獲かくしよう」

「駄だ目めですよっ、翡翠様はペットじゃないから武器で威い嚇かくしちゃ」

　目の前の仕事から目を逸そらさず返答をする碧玉は、ヘリオドールの頭脳と称される秀才だ。その横では、剣を手に取る『剣聖』・黒玉がいる。大おお慌あわてで、紅玉は黒玉を止めた。

「その通り、翡翠様がペットのように従順なら苦労しませんね」

「ちなみに剣を使うわけがない。たまたまメンテをしようとしただけだ」

「…………」

　の割には目が本気だ。血を分けた兄だし、信じるしかないけれど。

「僕も黒玉も、翡翠様と琥こ珀はく様の近きん侍じであり親衛隊長だ。何かあったら困りますし──捜さがしましょう」

　そしてぶ厚い本を閉じに向いた碧玉が手を差し出した。

「とりあえず、置き手紙を見せて」

「あ、はい……」

　差し出した手紙を、碧玉だけでなく黒玉も覗のぞき込んだ。

「城内を散歩♡　とあるな……いつもと同じ、悪びれていない」

「なるほど、無謀をしでかす可能性が高いですね。放置は危険です」

　頷うなずき合い、碧玉と黒玉は扉とびらに向かう。

「こ、琥珀様にお知らせした方が……いい？」

「いや、琥珀様は国王として、諸国からの賓ひん客きやくのもてなしで大変ご多た忙ぼうだ。とりあえず、我われらのみで捜さがすぞ」

　そして扉を開ける時に、オロオロするばかりの紅玉を黒玉が告げた。

「紅玉は、部屋で待て。必ずや翡翠様を捕ほ縛ばくしてくる」

「……保護って言って、黒兄様」

　紅玉、物ぶつ騒そうな言葉の訂てい正せいを求める。

「いや、今日こそ捕縛ですね」

「え？」

　しかし碧玉まで呟つぶやくように、黒玉とともに扉の向こうへ去ってしまった。

　数秒ほど、紅玉は兄たちが言い放った言葉を脳内で繰り返し──まさか、と気づく。

「本気？　黒兄様の物騒は冗談じゃなく、真面目な碧兄様までも捕縛って……っ！」

　妹だからわかる。あの双ふた子ごの兄たちは手段を選ばない。けれど、応援するしかない。

「このまま、翡翠様を放置できないし……!!　何かあったら世界を震撼させてしまう……っつ、どうしよう……っ」

　翡翠に万が一があれば、自分たち兄妹に償える程度の事件じゃなくなる。

「……っ！　どうかご無事でいて……！　翡翠様……っ！」

　紅玉は聖域に暮らす時のように、ただひたすら神に祈るだけである。
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「あのー。ここ、お城のどのあたりですか？」

　翡ひ翠すいが想像していた以上に、城は大きかった。しかも、霊的能力はある方だと思っているので勘かんを信じてつき進み、ますます深みにはまった。

　しかも服も髪かみも顔まで泥どろまみれだ。衛えい兵へいに見つかったら城から追い出されそうでシャレにならない。

　もっとも、このまま帰れば（いや迷まい子ごになっていて帰れないけど）黒こく玉ぎよくと碧へき玉ぎよくの雷かみなりが落ち、紅こう玉ぎよくを泣かせてしまう。どうしようと悩んだ末、ひとまず通りすがりの皆さんに甘あまえようと思った。







　翡翠がこうなったのは、ちょっとした事故だ。

　兄でありこのスフェーン王国の国王でもある琥こ珀はくの部屋に向かったつもりが、なぜか庭に出てしまった。そしてその庭が問題だったのだ。

　あんまり綺き麗れいすぎて浮かれてしまい、翡翠は勢いよく花に寄り、段差に蹴つまずすっ転んだ。さらに。

『くおら！　花を折ったら怒るぞ！』

『きゃああ！　大丈夫です花はご健けん勝しようなままです！』

　一本として潰つぶさなかった自分グッジョブだけど、昨日きのうの雨で濡ぬれた土に顔面から飛び込んでしまった。

『だ、大丈夫かの……？　怪け我がはないか？』

　怒っていた老人（多分庭師）が、途と端たんに心配顔で翡翠に駆かけ寄ってくれる。

『このすぐ先に、厨ちゆう房ぼうがあるから、助けてもらおう。……！　ああ、この風ふう体ていじゃ怪あやしまれるの。わしも一緒に行ってやろう』

『あ、ありがとう……！　とっても大変助かります……！』

　そして到達したのが、中から賑にぎやかな声がする扉とびらの前だった。

　──そして、案内してもらって冒頭の翡翠の一言である。










「ここ？　城の北側だよ……って、あら、あんた泥だらけ!?」

「あらウパ爺じいさん、さっきは美お味いしそうなキノコをありが……あら、まあ。なんと汚れた女の子を連れて!?　一体、何があったんだい!?」

　扉のすぐ横で籠かごの山菜をより分けていた中年女性たちが驚き、声を上げる。

「わあ、ごめんなさい！　やっぱり汚いから駄だ目めですかっ」

「いやいや、そういうのじゃないよ、怪我はないかい？」

「城内だから、獣けものに襲おそわれたとかじゃないだろうけど……どうしたんだい？　大丈夫？」

　ここで追い出されたら本当にピンチだ、と慌あわてていたら、安あん堵どしたような息が周囲から漏もれた。

「じゃあ、わしは仕事に戻る。花か壇だんの上に転んだのだが花を庇かばい一本も傷つけない代わりに、こんな泥だらけになったんじゃ」

「まあ……それは。優しいんだねえ」

　タオルを持ってきてくれた老女が感心するのに手を振り、ウパは扉の向こうへ消えた。

「あ、いえ。花が可か哀わい想そうだし……っ」

「そうかい、なら汚れても仕方ないよ。待ってな、替えの服も用意してやる」

「い、忙しいところ、本当に申し訳な……っ、うわっぷっ」

　厨房の中は忙しそうで、礼を言おうとするが、ごしごし顔を拭ふいてもらっている最中で声にならない。

「えらい方々のお食事を調理するので厨房の奥には入れてあげられないけど、土間なら泥がついた根菜を置いてあるくらいだし入っていいよ」

「竈かまどの側においで、暖かいよ」

「あ、ありがとう。うん、嬉うれしい……っ」

　貫かん禄ろくのある女性が声をかけてくれる横で、小さい子供がガタゴトと木の椅い子すを火の前に準備してくれた。

「ここにある服に着替えたら？　みんなに見えないように隠かくしてやるから」

「うん……っ。ありがとう、とても助かった」

「男が、女の子に親切にするのは当然だから」

　これが男か。初めて見た。

「お、名前、なんていうの？」

「アゲット。……じゃあ、ゆっくり。俺は仕事あるから」

　アゲットという名の少年が去るのに、翡翠は手をぶんぶんと振って見送る。すごい、翡翠よりも年下だろうにあんなにしっかり働いてるなんて。

「あの少年はつい先日、ウパじいが連れてきた子供なんだよ……ああ、何か食べるかい？」

「そうなの？　あ、うん……！　ありがとうっ」

「元気で明るいねえ……素性不明だけど、よく働くから歓かん迎げいしとる」

　すぐにシチューと、パンとホットミルクを木製トレーに載せてさっきの少年が持ってきてくれたので、すぐに意識は食べ物に向いてしまう。

　ああ、チーズたっぷりのミルクシチューの美味しいことといったら。ホットミルクは甘くて優しい味だし──不安だった心も、たちまち温かくなった。

「見かけない顔だよねえ……なんて名前だい？」

「あ、うん。翡……ヒシィっていうの」

　うっかり真ま名なを伝えそうになって、慌てて誤ご魔ま化かす。

　東洋から伝わった真名は、心を許す者以外に教えてはいけないと、常つね日ひ頃ごろから厳重注意を受けていた。

　しかも、王おう侯こう貴族しか持っていないのだ。ここで翡翠の素性を知られてしまうのは、気まずい。お忍しのびで散策をしているのだし。

「ヒシィ？　可か愛わいい名前だねえ」

　厨房のみんなは無事に、納なつ得とくしてくれたようだ。

「どんな仕事をしているのかい？　見かけたことないし、スフェーン城に来たばかり？」

「あら、汚れが落ちかけて、だんだん見えてきたら……、ずいぶんと綺き麗れいな髪してるんだねえ。しかも、よく見ると顔もかなり可愛いし。……上級使用人かい？」

「え？　いや、上級使用人じゃあ……っ」

　泥まみれな翡翠＝ヒシィをタオルで拭いてくれていた女性が感心した声を上げるブンブンと手を振って違う違う、とアピールをする。

「違うとなると、ヒシィはもしや外国の王侯貴族のお付きで来た侍じ女じよか何かとか？」

「え？　侍女……」

「『聖乙女』の降臨祭カーニヴアルで、諸外国の王様や貴族がたくさんいらっしゃってるからねえ……。なら、城内で迷子になっても仕方ないか」

「え？　あ？　え？」

　それも違うのだが、どう説明していいかわからず、さらにおかわりのシチューが届いたのでそちらに意識が向いてしまい完全に話題に乗り遅れた。

　そんな翡翠を気にしていない料理人たちは、誇ほこらしげに次々と語りかけてくる。

「このスフェーンは本当にいい国だろう？　広大で豊ほう穣じようで潤じゆん沢たくな資源に恵まれ、国王様は民たみにとてもお優しい」

「しかも、すごいイケメンの王様だねぇ」

「そうなの？」

　その評価は嬉しい、さっそく琥珀に教えてあげたい。

「どうしてこのスフェーン王国がこんなに豊かなのは、世界を創つくった神の生まれ変わりが降臨する【聖せい国こく】だからなんだよ」

　それは、翡翠も知っていた。

　すると、ザルの中の野菜を洗っていた中年女性たちがさらに話しかける。

「現在の神の生まれ変わりが、王様の妹姫様なんだよ。【聖せい乙女おとめ】だ」

「げほ」

　うっかりむせた。パンが美味しすぎて、口に詰め込み容量がマックスを超えたのだ。

　翡翠の背中をトントンと軽く叩たたいてくれている中年女性が、翡翠の顔を覗のぞき込む。

「母国はどこだい？　スフェーン王国から遠い？」

「あ、うん……っ。私が、住んでるトコロは、あっち……げほっ」

「聖せい域いきがある方向だから東？　まだむせる？　ミルクをお飲み」

「うん、ありがとう……っ。このお城の人たち、みんな優しい……っ」

　ミルクのおかわりをありがたく頂ちよう戴だいして飲むと、老女が満足そうに微笑ほほえむ。

「苦しいなら、薬をやろう。この国は、平民が通える無料の医い療りよう施設がきちんと揃そろっているんだ」

「先代の王様もお妃きさき様も、いつも私たち国民のことを考えてくださっていたよ」

「妹姫様も、まさしく神の生まれ変わりの【聖乙女】として神こう々ごうしくも聖なる力で我われ々われ信しん仰こう者しやを護まもってくださっている……女神様だ」

「こ、こう……けほこほ……っ」

　今度はデザートにもらったケーキにむせた。

「ヒシィ、【グロッシュラーの戦いくさ】は知っているかい？」

　誇らしげに告げる肉切り番が、翡翠を振り返って尋たずねる。

「え？　クロスカウンター？」

「違う。外国の子だから知らないかなあ」

　いえ先祖代々建国からずっとスフェーンです、とは言いにくいので黙だまっている。今のは碧玉と黒玉に『苛いらつく……』と、年中冷たくあしらわれている勘違いだ。

「百五十年ほと前の話だが、グロッシュラー王国という軍事大国がスフェーンを領地にしようと攻めてきたんだ」

「しかし、スフェーンの地に一歩足を踏ふみ入れた途端、大災害がグロッシュラーの軍勢に降りかかり、王様や将軍らが倒れ、あっという間に全ぜん滅めつしてしまったんだよ」

「グロッシュラーは滅亡。神の降臨した地を汚そうとして怒らせた天てん罰ばつさ」

　タマネギを切っていた料理人も、得意げに口を開いた。

「こんな昔話は多た々たある。神々は、世界平和はもちろん、何よりスフェーンを堅けん強きように護ってくださっているんだ」

「不老不死の魂たましいでね。だから生まれ変わりを繰り返されてずっと生き続けていらっしゃる」

「そ、それって……魂のゾ……」

　ンビ化、と言ったらいけない空気を察したので口を噤つぐんだ。

「ヒシィも知るように【聖乙女】はご加護と祝福を与えてくださるから、諸外国の王侯貴族も信仰が厚い」

「せっかく【聖乙女】の膝ひざ元もとに来たのだから、大聖堂へ拝はい礼れいをしておくといいよ」

「この世における唯一の絶対神だ。世界の支配者である王帝ですら、跪ひざまずく存在なのだし」

　翡翠を振り返った大おお柄がらな料理人が、鉄鍋を暖だん炉ろの上に載せながら仲間と話をする。

「【聖乙女】である妹姫様は、大聖堂の奥から出てこないって本当かい？」

「そうだよ、大聖堂最奥の聖域にて休むことなく祈り続けていらっしゃるからね。ウワサだと、聖職者以外には会わないって」

「そう、なの……？」

　ただただ、翡翠は感心するばかりだ。

「ヒシィ、さっきから感心ばかりしてて何も知らないんだね。外国から来たとしても、もうちょっと勉強しな」

「あ、私、知らなすぎかな？」

　棚たなの中から調味料を取りながら、恰かつ幅ぷくのいい女性に溜ため息いきをつかれた。

「そうだよ、【聖乙女】はこの世を平和に導く世界中の信仰の頂点でもあらせられるんだ。ちゃんと覚えておきなさい」

　大きな鍋に油を注そそぐ料理人も心配そうに頷いた。なんだか申し訳ない。

「ねえねえ、さっきから気になっていたんだけど訊きいていい？」

　鍋を運んでいた女性が、反省する翡翠を覗き込んできた。

「そのピアスとネックレス、三点お揃いですごく可愛いよね。故郷のもの？　スフェーンの市場でも探したいから、よく見せてくれる？」

「あっ、これは……！」

　はっとして、慌てて耳を左右の手で押さえてピアスを隠す。だがしまった、ネックレスは隠せていない、腕の数が足りなかった。

「細さい工くも細かくて綺麗。……あら？　この装そう飾しよく、何の模様だろう？」

「紋もん章しよう？　もしかして、ヒシィのおうちの……？」

「え？　あ？　え？　ええ!?」

　ネックレスのヘッド部分を、前に座って野菜を選んで女性が掌てのひらに載せて凝ぎよう視ししている。

「ってことはないか。紋章があるなんて、王侯貴族じゃあるまいし」

「そそそ、おうちの紋章ない！　そんなのないないないないない！」

　心臓が、口から出そうで翡翠の胸中はドキドキだ。

「うーん、見たことあるけどなんだっけ……？　私、記憶力悪くて……。ヒシィの故郷の模様？」

「うううううん！　伝統！　伝統の模様！　すっごく模様！　ただの模様！」

「けど、どこかで見たことあるわ……スフェーンの市場で買ったやつ？」

「うんうんうんうんうん！　市場で買った！　市場！　市場市場市場！」

「どれどれ……騒さわがしいのう……」

　言われたことに、コクコク頷うなずくしかない万ばん事じ休きゆうすな状況の中、老女が杖つえをついてゆっくり近づいてきた。

「ネックレスの石の装飾？　ほっほ……見せてみなさい」

「あ、おばば様」

（オババサマ!?）

　周囲の反応に翡翠は息を吞のむ──厨房の主ぬしっぽい。その存在感は異い彩さいを放っている。一番高さのあるコック帽ぼうを被かぶっている料理長みたいな人だって、一いち目もく置おいているような態度取っているし。

「どれどれ、私はスフェーン城の厨房で六十年働いているんだ、世界中の王侯諸国の要人が集まる晩ばん餐さん会かいのディナーを扱ってきたからね、大たい概がいの国の文化はわかるよ。どれ、どんなものだか見てやろう」

（え!?　そういうものなの!?　厨房関係者すごい！）

　これは窮きゆう地ちだ、素性が明かされる待ったなしの危機である。

　老女は人生経験の深さ重さがわかる皺しわだらけの手で、ペンダントトップを摑つかむ。

「ほう……これは、これは……」

　老女は石をジロジロと眺めると、難しそうな表情で小さく呟つぶやいた。

　そして怪け訝げんそうに表情を曇くもらせ、

「これは……」

　ドキドキの目の前で老女が、真剣な口調で言った。

「わからない」

「そう、わからな……え？」

「老ろう眼がんだからよく見えないのぅ」

　老女は、皺だらけの顔にさらなる皺をつくって眉み間けんを寄せていた。よし、乗り切れた。

　──と。安堵した翡翠だったが。

「スフェーン王家の紋章だよ」

「「「「え？」」」」

　会話に入っていなかった者も含め、翡翠の周囲にいた全員が一いつ斉せいに声のした方を見る。

　そこには、先ほど翡翠に椅子を勧すすめてくれた子供が、大きな瓶びんに入れたミルクを運んできたところだった。

「城内の溢あふれる紋章と同じ。間違いない」

（……神様の意地悪……）

　万事休すだ。思わぬ伏ふく兵へいが潜ひそんでいた。

　全員の視線は、疑念とともに翡翠へ集中している。

「スフェーン王家の紋章の入った……え？　どういう……？　ヒシィ……一体」

「あ……あは？」

　どうしよう、ピアスとネックレスを飲み込んで、証拠隠いん滅めつしてしまおうか。

【聖乙女】の守護だから怒られるなんてもんじゃないが、このまま厨房で翡翠の正体がばれて大おお騒そう動どうになるのとどっちの方がマシか。

「あんた、一体──」

「お忙しいところ、申し訳ありません。尋ねたいことが」

　そんな緊迫の中、扉をコンコンとノックしながら声がかかった。

「はい！！！！！　どうぞ！！！！！！」

　冷たく張り詰めた空気の中に、救世主が訪れた。翡翠は、これ以上ない大きな声で返事をして扉へ突っ走る。

「なんでしょう……！　私がご用件を承うけたまります……！」

　しかし、入ってきた二人の姿を見て、翡翠の時が止まる。

「城内警備隊です」

「取り締まりに参上しました」

「城内警備隊!?」

　厨房の中が、どよめいた。

　翡翠としては、天を見上げるしかできないが──にしても。




　黒玉と碧玉はいつ、城内警備隊に就職したのだろう。
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「……人を騙だまし私し利り私し欲よくに走った国王を処分して、何が悪い？」

「容よう赦しやすることも少しは知るべき、と言っているんですよ」

　はーと溜ため息いきをついて上から目線な琥こ珀はくに、王帝・白しろ金かねは眉まゆを顰ひそめた。しかし、そんな様子も気にせず琥珀はさらに文句を言い続けている。

「即位して間もないから、気合い入っているのはわかりますけど。ベクトル間違ってるんですよ」

「貴様ごときの説教を聞くために、私はスフェーン王国まで来たのではないが」

　先月即位をしたのは事実だが、だからと死罪を申しわたしたわけではない。

「知っていますよ。年に一度の【聖せい乙女おとめ】降臨祭カーニヴアルですので、それでいらっしゃったことくらい。何せ、世界中の王おう侯こう貴族がスフェーンに集まっていますし」

「……。現王おう帝ていの、承認式もあるだろう」

　もちろん【聖乙女】の降臨祭もあるが、白金にとって重要なのは神に王帝として認められることだろう。

　しかし琥珀は、ああ、とわざとらしく忘れていたかのような態度を見せた。

「そうでした。王帝が【聖乙女】王帝として認めてもらうという式典もありましたよね。ついでに」

「……重要だろう」

　ついでのわけがない。

　なのに、それはともかく、と琥珀は王帝の承認式の話を面倒くさそうに打ち切った。

「死罪にした国王ですけれど……。確かにあのの罪は重いと僕も思います。しかし、温情がなさすぎるのもどうかと。例えば一生、民に奉ほう仕しをさせて罪を償つぐなわせるとか……やりようもあったのでは？」

「あんな愚ぐ者しやの延命など民の気持ちを考えれば万ばん死しに値あたいする大罪だ」

「まあ、それは同意しますよ」

　背もたれに寄りかかり、白金は顎あごに肘ひじをついてうんざりをアピールしながら答える。

「けれど、その思想が残ざん酷こくだって言ってるんですって」

（面倒くさい）

　非難される理由がわからない。白金は各国の王を束たばねる世界の頂点として当たり前のことをしただけだ、こんな些さ細さいなことで文句を言う琥珀の神経がわからない。

「いつでも国を腐くさらせるのは、愚おろかなくせに地位と権力を持つ連中だ」

「国を支える軸じくが腐れば、間違いなく国は傾きますけどね」

　わかっているなら、文句を言うな。

「けど先日も、小国とはいえ王族の誰だれかを死罪にしてませんでした？　白金」

　琥珀が思い出したようにさらに訊きいてくる。白金はうんざりしつつ、飲み物を口に運んだ。

「民を圧政で苦しめた愚おろか者のことか？」

「善意と慈愛の欠片かけらもない政まつりごとをしまくっていましたけど」

「なら死罪は妥だ当とうだな。害虫駆く除じよは必要悪だ」

「民の支えがあって国が存続できるのに、その感謝もない国主など不必要だ。けど……」

　はーと琥珀は溜息をついた。

「あんまり冷れい酷こくな処しよ罰ばつすると、民も怯おびえますって。突つっ走ぱしりすぎですよ、白金、すでに一体何人の王侯貴族に極きよつ刑けいを科しています？」

「お前は、自分が殺した害虫の数を覚えているのか？」

「いいえ。悪人だらけの王族は滅亡していいんですけど」

　にしても、学生時代から続く王帝・白金への、琥珀の無礼な言動はいかがなものか。咎めても無駄なことはわかっているが。

「各国の王は民の見本でなくてはならない。違うか？　大国スフェーンの王・琥珀」

「いいえええ、違いませんよぉぉ。そーんな世界中の王国を支配しまくっている、世界の頂点の王帝様に先月即位された、偉えらい偉い白金様様王帝様様様」

（嫌いや味みだな）

　心にもない卑ひ屈くつな言い方だ、気色悪い。

「……基本的に、国内であった犯罪は国内の司法にゆだねますが」

　王帝専用の迎げい賓ひん室しつであるのに、机の上には未処理の書類が積まれている。それを手伝うわけでもなく、暇ひまそうに眺ながめながら琥珀が独ひとり言ごとのように言う。

「重要事件のみ、王帝と王帝の司法が判決を下すのは、昔からの決まりですけどねえ。まあ、世界の最高機関には逆らえませんよね」

「謙けん遜そんだな、お前は十分、王帝である私に逆らいまくっている」

　前スフェーン国王には、礼儀正しかったと前王帝から聞いているが。

「国同士の戦争の休戦決議とか歴史に残りそうな大事件ならともかく、賄わい賂ろとか情なさけない内容が王帝に裁かれまくるなんて、本当にショボくて情なさけないったら」

　白金の指摘は見事に無視された。この態度が問題なんだ、と思うのだが。

「ショボい方が世界が平和な証拠だ」

「平和だったら、世界の頂点が死罪をバンバン出しまくる状況は問題じゃありませんかね、即位一ヶ月目でまだまだ新米の王帝様」

「…………」

　自分が十年前からすでにスフェーン王であるからと、琥珀がどうにも先輩風を吹かしているのが気にくわない。

　さらに不愉快なほどの饒じよう舌ぜつな喋しやべりは止まらなかった。

「本当に面倒ったら……世界の王帝白金様様が即位した途と端たんにアクセル全開で馬ば鹿かの一つ覚えみたいな残忍非道な処罰をしまくってるから止めてくれ、と世界中の王侯貴族聖職者らが僕に泣きついてくるんですよね、で、仕方なく式典カーニヴアルやその他でくそ忙しい中、馬の耳に念ねん仏ぶつな白金様様に説教をしているんですよ……ああもう、王帝に次つぐ権力者はスフェーンの王って苦労が絶たえませんよ……」

（今度は自じ慢まんか）

　そして、どさくさ紛まぎれの暴言もあった。馬鹿の一つ覚えとはなんだ。

　王国は数あれど、その中でもっとも大国で強大なのは、琥珀が王として君くん臨りんしているこのスフェーン王国だ。なので王帝たる白金に地位がもっとも近く、各国の王族よりも格が上なのは間違いない。

　肩を竦すくめた琥珀は、シニカルな表情を向ける。

「僕は王帝の白金様様様に次いで、実質ナンバー２ツーと自他ともに認められていますけどね。世界を支配している王帝様に比べれば力は月とすっぽん、遙はるかに弱者でご尊そん顔がんを拝すことすら許されないほど下したっ端ぱなんですよ」

「その通りだな、たかが一国の王が」

「ルーキー王帝様の評価、恐きよう縮しゆく至し極ごくです」

　頷うなずいたら嫌味で返された。

「私を新米とかルーキーとか馬鹿にして不敬罪で捕まえていないのは貴様だけだ」

「馬鹿になんかしてませんよ。まがうかたなき事実を口にしてるだけで」

　この度ど胸きよう、死罪にしてやろうか。

「学生時代の当初から、私に対して今と変わらぬ無ぶ礼れい千せん万ばんな態度だったな、琥珀は」

　世界の王侯貴族のみが通う、帝立の学校でともに学んだ知ち己きだ。

　王帝を継つぐことはすでに決まっていた白金へは誰もが仰ぎよう々ぎようしく接していたのに、琥珀だけは気にする様子はなかった。威い張ばっていたとかではなく、他の者たちと変わらぬ【ただの同級生】として接してきたのである。それは、なかなかに驚いたのだが。

「いえいえいえいえ、そんなあ……僕は今と変わらず遠えん慮りよ深く礼儀を重んじていたので。白金や先生、先輩に対してはもちろん、同級生下級生相手にも丁てい寧ねいに接していたはずです」

「寮りようの私専用の特別室の合い鍵かぎを勝手に作り、私が留る守すでも入り込んで茶を飲んでいたろう、礼儀を重んじる遠慮深いスフェーン国王は」

「王帝白金様の部屋からの景色けしきが、一番よかったんですよねえ」

　しれっと答えるこの態度が、つまりは本性だ。本当に、昔から最悪である。

　その無礼さに最初は呆あきれたものの、琥珀は他の誰よりも白金に近い存在だった。血筋の良さや地位だけでなく、成績の優秀さや校内での立ち位置などの評価はほぼ同等で、教科によっては白金が負けることすらあったほどだ。

「貴様は本当に狡ずる賢がしこいな。周囲に第三者がいる時は本性を隠し、優等生の善人を演じきっていた。今も、世界で一番心優しい王はスフェーン王だと世界中を騙だましている」

「いやですねえ、人聞きの悪い」

　琥珀が、くすり、と笑う。

「大多数が思うことこそ常識であり正義ですよ。つまり僕が正義です」

「…………」

　本当に口の減らない男だ。

「……ならば琥珀」

「ああ、はいはい」

　白金の眼がん前ぜんに積まれた書類を覗のぞき込みながらの、いい加減な返事だ。この男の、白金に対する真の心が窺うかがえる。

「賢けん王おうとして名高いお前なら、私が過去死罪を下した連中へ、どのような刑を科せた？」

「寿じゆ命みようをまっとうさせますね」

　書類から視線を外さず、琥珀はまるで天気の話でもするかのように続けた。

「一いつ生しよう涯がい、民のために無む償しよう労働をさせます。生きられるギリギリの食料と睡すい眠みんを与え、正体も隠かくさず、守護もしない。死なないように監視はしますが」

「自死すら許さないまま、生き地じ獄ごくを与えるのか」

　穏おだやかな笑顔のまま、平然と残酷な処罰を口にする。これこそ、琥珀の真しんの姿だ。

　日頃から善人ぶった優しさで周囲と接しているようだが、根本的な善悪の基準や感性は白金に限りなく近い。いや、もっと残酷で容よう赦しやないと認識していた。

「無理やり美しくしようとしても無駄だし、必要もない。私は琥珀の本性を知っているが、お前は間違いなく私と同等かもっと残酷な嗜し好こうの持ち主ぬしだ」

「人聞きが悪いですねえ、僕にあるのは、溢れんばかりの愛のみですよ。愛こそ真理。罪人は愛に飢うえているから罪を犯おかすんだし……愛を与え、この世から罪を断絶です」

（気持ち悪い）

　いきなりなんだ。この、優しさアピールは。

　本心と思うわけがないが、不気味だ。

「本気で言っているのか」

「可か愛わいい可愛い妹が、城に戻ってきているんで」

（シスコンか）

　思うが納得だ。そういえば、昔から妹妹妹と、ことあるごとに妹自慢をしていたイタい兄だったことを思い出す。

「【聖乙女】の口寄せもどきが、たしか琥珀の妹だったな」

「口寄せじゃないですよ。神の生まれ変わりです」

　即行で指摘されるが、白金はあえて無視をした。到底信じられるはずがない。

「……琥珀の妹姫……いや【聖乙女】に、一度くらい直接の挨拶をしたいのだが」

　脚を組み直した時に窓の外に目をやると、日が差して大聖堂が輝いているように見えた。

　あの最さい奥おうの聖域で祈り続ける【聖乙女】は、世界の至宝と崇あがめ奉たてまつられている。

　神の生まれ変わりである【聖乙女】に選ばれたからこそ、スフェーン王国は大国として世界中に権力を及ぼせているのだ。

　それほどまでに、あの聖女の存在は大きい。

　──世界中の者は王帝である白金の権力と畏い怖ふに傅かしずいているが、心を捧げ愛を向ける絶対的な信頼は【聖乙女】に向けられている。

　どちらが真の権力者であるかなぞ、子供でもわかっている状態だ。

「王帝といえど人の子ですし、神に近寄ろうとするのはおこがましいのでは？」

　同じく窓の外を眺めながら、琥珀が言う。王帝へ、こんな発言を平然とできるのは、【聖乙女】が暮らすスフェーンの国王という強みがあるからか。

「豪ごう華か絢けん爛らんな供く物もつを【聖乙女】や大聖堂へ寄き付ふしているんだ。そのお返しとして姿を現し私を祝福しても、罰ばちは当たらないと思うが」

「どうせ即位承認式で会えますので」

　非難するように冷ややかな視線を白金に向けてくる琥珀だが、世界中からの信仰によりこの国は潤うるおっているのだ。【聖乙女】が民の前に出るように説得をしてくれてもいいのではないか、と白金は思う。

「──まあ、本当に会いたいというわけではないがな。……琥珀の妹が本物か知りたいだけだ」

「はあ？」

　白金は、持っていた書類を机の上に落としながら答える。

「本当に、【聖乙女】の生まれ変わりなのか。それなら、何かしらの超常現象でも起こせるのでないか」

「その言い方、なんとかなりませんかね。遺い体たいを安置して聖せい遺い骨こつとして祀まつっている、くらいの丁寧な表現を」

　不ふ愉ゆ快かいそうに眉を顰めて怒る琥珀のことは無視をしてさらに言う。

「……代々適当に姫を選び【聖乙女】とやらに設定しこじつけ、評判になり世界中が信しん仰こうするようになっただけの、ただのスフェーン王国のエセだろう」

「さすが、信仰心の欠片かけらもないと世界的に大評判の王帝様ですねえ」

　爽さわやかな笑顔を作り、琥珀は嫌味を言う。

「必要に応じて祈りを捧げることはしているぞ。建たて前まえだけとはいえ」

　──実際に、神や超常現象や奇き跡せきなどは一切信じていない。

「じゃあ、僕の可愛い可愛い妹が苦労して頑張って【聖乙女】として預よ言げん、極悪非道が【聖乙女】やスフェーンに不幸をもたらそうとするとたちまち天罰が下っているという事実は、どう説明します？」

「琥珀おまえが裏で画策しているんだろう」

「僕、何者ですか」

　失礼だ、と言わんばかりの視線を向けてくるが、手段を選ばない行動力が琥珀にあることは知っている。

「──まあけど、そうでもなければ【聖乙女】の教えを守らず、小こ狡ずるい程度な小物王すら容赦なく死罪にしたりとかできませんよねえ」

　机き上じようの書類に一通り目を通しながら琥珀はわざとらしい溜息をついた。

「……気づいていないかもしれないから一応の忠告はするが、その書類は王帝以外の閲えつ覧らんは禁止だと、表紙に大きく書かれている」

「それが？」

　平然と琥珀は答える。清すが々すがしいほど爽やかな笑顔だ。

「だから読んだんですよ、スフェーン王国関連の事項がないかと思い」

「……お前、本当に図太い神経をしているな」

「いえいえ、、白金に比べたらまだか細くて」

　このふてぶてしさがあるからこそ、王帝たる白金を呼び捨てにして不敵な態度を取れるのだろう。しかし、実際に白金が認めるほどには優秀な王であるので、許容はしている。

「【聖乙女】が何であろうが、琥珀の平へい凡ぼんなであろうが、私は何であっても構かまわない。それが、絶対的な信仰対象である事実は揺ゆるがないからな」

「そうですか」

　忠告した矢先なのに、再び琥珀はまだ読んでいない書類を読み始めている。白金は、書類に視線を向けたまま適当な相づちを打つ琥珀へさらに続ける。

「だからこそ、利用しない手はない」

「へえ、利用」

「王帝が【聖乙女】と密接に繫つながれば、王帝の力はより強大となる。世界を強固にまとめられると思うのだが」

「何が言いたいんですか」

　挑戦的な態度だ──白金を見み据すえている。

「うちの可愛い妹姫が【聖乙女】であることを、ご不満とでも？」

「【聖乙女】の居住を帝都へ移したい」

　結構な驚きの内容を伝えたはずなのに、琥珀はまったく動どう揺ようする様子もなく、ただ書類を眺めるだけだ。

「図ずう々ずうしいですね」

「世界の中心部へ、信仰の心臓部を移転させたいと思うのは当然と思うが」

「白金の野心は大変わかりやすいので、その思想は呆れるほど納得しますよ。しかしもしそのようなことをしたら、権力が王帝にますます一極化しますが」

　ようやく書類から顔を上げて、琥珀は白金を見た。

「世界のヒエラルキーは王帝を頂点にし、その下に大国や小国が連なっています。各国王は現状でも王帝にまったく逆らえないのに、さらに格差は広がりましょう。僕のような弱い国王にとってこれ以上の危機はありません」

「弱い国王？　誰が」

「繊せん細さいな僕です」

「……」

　冗談か本気かわからないので、突っ込むのはやめた。

　琥珀がわざとらしい大仰な溜息をつき、首を横に振る。

「何より世界中がスフェーン王国に一いち目もく置おくのは、【神に選ばれ、神が住む特別な国】だからですよ。世界の支配者である王帝が、【聖乙女】の前では赤子のようにただ素直になるしかない、という大変美お味いしい状況を手放すような案に、賛成すると思います？」

「思わないな」

　即答して頷いた。

「わかってくださってるのなら、話は早いですね。何より、王帝は根本から大変な間違いをしていますし」

「間違い？　なんだ？」

「僕の可愛い可愛い超美少女な妹姫が【聖乙女】である事実は、神が選んだからです。妹が世界で一番可愛いから」

「……ほう？」

　まがうかたなく琥珀が、大聖堂へ視線を向けながら妄もう言げんを吐はく。

「ぶっちゃけ可愛げの欠片かけらもない白金は、思いきり選外ですし立りつ候こう補ほなんか論外です。スフェーン王家の出身でもないし」

「信じていない神などという存在を言い訳にされても困る」

　スフェーン王家が代々、どうやってへリオドールを選んでいるのかはいつものようにはぐらかされ、王帝の白金にすら明かされない謎なぞだ。

　しかし、【聖乙女】を奉る聖職者たち──ヘリオドールが何かしらの手段で選んでいるのだろうとは推すい測そくしている。

「あと、私にもスフェーン王家の血は流れているぞ。私の母はスフェーン王家出身だ」

「……ああ、そうでした」

　白金の母は、琥珀の父で前スフェーン王の従い姉と妹こだったのだ。世界一の美女とうたわれ、当時の王帝だった白金の父へ嫁とついだのである。

「なるほど、世界で一番美形揃ぞろいなスフェーン王家ですか。納得しました」

「……自慢か？」

「いいええ、天下の王帝様は、頭脳明めい晰せきなだけでなく眉び目もく秀しゆう麗れいでもあると称しよう賛さんしただけですぅ」

　この琥珀の言い方は腹が立つが、怒ったトコロで反省するタマではない。無視だ。

「……。なるほど、【聖乙女】を帝都へは渡せない、と？」

「ええ、無理ですね」

「なるほど、わかった」

　もとより、琥珀が了承するとは思ってもいなかったので、すぐに引き下がる。

　──本題は、これではないのだ。

「では、琥珀にもう一つ提案をしたいのだが」

　ゆったりと椅い子すに座り直し、白金は正面から琥珀と対たい峙じする。

　表情から本音が読むために、じっと凝視しながら告げた。

「私は王帝としての地位をより強固にするために、【聖乙女】という信仰の最高位の存在が欲しい。移転が無理なら、明確な結びつきを得たいのだが」

「？　……は？　結び……？」

　琥珀が首を傾かしげた。

　頭脳明晰な琥珀らしくない、予想もできない内容なのだろう。

　なので、はっきりと誰でもわかる、ストレートな物言いにした。

「【聖乙女】と王帝を、結婚させろ」
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「だ、だから……っ、城内の見学も、学びだし……！」

　厨ちゆう房ぼうを出てからの、一生懸けん命めいな翡ひ翠すいの言い訳だ。

「翡翠様は、まず、迷まい子ごにならない方法を学んでください」

「幼よう児じが読む絵本のタイトルだな、『迷子にならない』。翡翠様はさらに『人に迷惑をかけない』　も学ぶように」

「……かなり怒ってる？」

　上うわ目め遣づかいで表情を覗のぞき込むと、二人同時に睨にらまれた。

「呆あきれてるんですよ」

「毎度毎度飽あきもせず。無む謀ぼうに出歩いて」

　碧へき玉ぎよくと黒こく玉ぎよくは翡翠を挟はさんで立ち、まるで犯罪者を連行するようにカツカツと廊ろう下かをつき進む。

「貴女あなた、ご自身の立場をわかっています？」

「うん。わかってるつもりだけど……」

　だから、厨房でも正体は明かさず偽ぎ名めいで通したし。

「わかっていたら、一人で出歩くなんてできないな。普通の神経なら」

「しかもなんですか、服を泥どろだらけにしていて……。結局、下級使用人の服を借りることになってしまったし」

「うん、厨房にね、私と同じくらいの女の子がいて、貸してくれたの」

　似合う？　と訊きこうと思ったのだが、睨にらまれたので黙だまる。

「翡翠様は、奇き跡せきのように上品さの欠片かけらもなく自由奔ほん放ぽうに育ってしまったので、ますます大国スフェーンの国王陛へい下かの妹姫としての説得力が薄まりましたが」

「どう見ても、完かん璧ぺきなる村娘だな。我われらも紅こう玉ぎよくも、翡翠様を世界最高位の聖女として淑しゆく女じよたらんと育てたつもりなのに、なぜ、完成したのが庶しよ民みんと何ら変わらない所しよ作さをしまくる自由人だったのか……」

　碧玉と黒玉は、魂たましいが抜けそうなほどの深い溜ため息いきをついた。

「わかっていますか？　ご自身が【聖せい乙女おとめ】であることを」

「神の生まれ変わりとして、気け高だかさを持つように」

　双子が一刀両断だ。迷惑をかけた自覚があるので、翡翠はただ首を竦すくめているしかできない。

「何かあってからでは遅いんですよ？　この城は自分の実家だから安全、などという甘あまったれた思考は金こん輪りん際ざい、棄すててください」

「うん」

「貴女は代わりのいない絶対的な立場に就ついているのですから」

「……すみませんでした……」

　駄だ目めだ、本気で怒っている。頭を下げて、謝るしかない。







　──城内警備隊と、転職したかのように現れたのは、翡翠の近きん習じゆうでもある黒玉と碧玉だった。

『警備隊!?　あんた……！　何をしたんだい!?』

　どよめく厨房の状況をものともせず、黒玉と碧玉は翡翠の手に縄なわをかけた。

『もしこの犯罪者がまた現れたら、その場で確保し、すぐに我らに連絡を』

『その少女は少女のフリをしたおっさんです。超極ごく悪あく非道なので、お気をつけて』

　十分、無理がありすぎるのに、碧玉は平然と言ってのける。そして、翡翠を扉とびらの外に連行した。

『おおおっさん？　どう見ても、華きや奢しやで可か愛わいい女の子なのに……？』

『変装するのが得意なんです。実は、背中にファスナーがついていて、中に中年男性が入っているのです』

『えええええ!?　そうなの!?』

『なんで貴女まで驚いているんですか』

　大ニュースに驚きよう愕がくしただけなのに、なぜか碧玉に怒られた。

　そして何が起きたのか状況を理解できていない、厨房のみんなも呆ぼう然ぜんとしている。

　──のだが。

『バイバイ、ヒシィ。またね』

　アゲットと名前を教えてくれた少年だけは、まるで何も気にしていないかのように手を振った。

　黒玉と碧玉がちらり、とアゲットを見てから扉を閉めた。

　ああ、せっかく友達になった（と翡翠は思っている）アゲットへ手を振り返したいのに、お縄にされている。仕方ないので、そのまま両腕を持ち上げ、ブンブンと振ってみせた。

『もっと、上品になさい』

　縄をかけた張本人の碧玉に、一いつ喝かつされた。







「おっさんの件ですけど、なるワケないでしょう、貴女は一応仮にも可か憐れんな美少女ですよ」

「迷子になった程度で極悪非道ならば、世界中で親の手から離れ警備隊に世話になっている幼児は皆、極悪非道になるな」

「そ、そうか……」

　よかった。司祭や宗教学者すら一目置く頭脳明晰な碧玉が言うならアリかと思って心配してたのだ。

「碧玉が冗談言うなんて珍めずらしー……」

「翡翠様、用心するとか疑うということを覚えるよう。貴女の無防備っぷりは危険すぎて犯罪に巻き込まれる可能性がある」

　城内の、豪ごう華かな廊下を歩きながら黒玉が冷静に告げる。

「確かに貴女は他の王女たちとは違う、特別な環境で育っているゆえ世間を知らずとも当然だが。しかし天然が酷ひどすぎる」

「恐おそれ知らずの無む謀ぼうは、勇気ではありません、貴女の行いは、ライオンの口に頭を突つっ込こむとか、冬眠から覚めたばかりのヒグマに抱きつくことと同じです。やめてください」

　黒玉と碧玉が交互に説教をしてくるが、翡翠にだって言い分はあった。

「だ、だけど、少しは自分一人でできるようにって思って。ほら、黒玉も碧玉も紅玉も忙しそうだったし、迷惑かけられないから……」

「ああ、なるほど。それで私と碧玉に余計な手間を何倍もかけさせることになったと？」

「うう……」

　碧玉の笑顔が怖いが、横で無表情の黒玉はもっと怖い。

「我々に迷惑をかけたくないと仰おつしやるのなら、一人で出かけないように」

「貴女が行う数々の無謀な行動のお陰で、どれだけ迷惑を被こうむってきたか」

　またもや一刀両断だ、とりつくシマもない。

　しかし昔から、二人に迷惑をかけないようにと思って行動して、結果的に何倍も迷惑をかけているのは事実だ。本当に申し訳ない。

「すごい、豪華な廊下……」

　こんな芸術的な装そう飾しよくに囲まれたエリアは、出かける時にはまったく見なかった。

「ここらはもう、王おう侯こう貴族でなくては通れない廊下ですね。というか翡翠様も通ったでしょう？　お部屋に繫つながっている廊下ですし」

「ううん、全然。初めて見たの」

「……むしろ、どうやって逃亡したのか……」

　碧玉が確認を取ってくる内容へ正直に答えると、黒玉が、はーっと溜息をついた。

「どんなルートを通ったのかは後で訊ききます。……あの扉とびらから向こうは、王族専用です」

　なるほど、豪華な廊下の先にこれまた立派な扉が行く手を塞ふさいでいた。

「出歩くなら、この扉の向こうまで。一歩でも扉の外に出たら、野や生せいダヌキを捕獲する要領で捕つかまえ縄をかける」

「えええ」

「国王……琥こ珀はく様から与えられた翡翠様の専用の敷地内だけ、散歩していてください」

　二人が説明をしながら扉に近寄ると、扉の目前に立っていた衛えい兵へいらが最敬礼をする。

「お疲れ様です！」

「ただいま、扉を開放します！」

　衛兵らの応対は黒玉と碧玉に向かってのものだ。

　翡翠のことはちらり、と見ただけである。なんだろう、顔を知らないからだろうか。まあ、翡翠も城内に働く人たちをほとんど知らないけれど。

「下級使用人の服を着ているから、怪あやしまれているな」

「上級使用人でも、王族直属の使用人しか入れないエリアなのです。我々が迎えに行かなかったら、翡翠様お一人では戻れません」

「うーん」

　黒玉と碧玉が呆れるので、翡翠は自分の姿を見た──うん、納なつ得とくだ。

「まあ、普段の格かつ好こうでも、不思議に思われるだろうが」

「翡翠様のお顔を知っているのは城内でも王族と、直属の部下たちだけですので」

「あ、そうか……私は五つの時にお城を出てしまったものね」

　何から何まで納得だ。しかし、碧玉がそっと眉まゆを顰ひそめた。

「本当に気をつけてください。貴女に媚こびを売りたい人間は世界中にいるのですから」

（コビ？）

　ふんふん、と神しん妙みような表情で頷いてみせたが、真意はよくわからない。

「まあ、天然で脳天気さ驀ばく進しん中の翡翠様には、わからない話だろうが」

　バレてた。えへへと笑って誤ご魔ま化かす。

「あれ？　こっち？」

「はい、国王──琥珀様がお呼びですので」

　そのまままっすぐ翡翠の私殿へ向かうのかと思ったのだが、黒玉と碧玉は琥珀の私的な部屋へ向かうようだ。

　しかし部屋に兄の姿はどこにもない。まだ公務から戻ってきていないのかと、キョロキョロ見回してしまう。

　そんな翡翠へ、碧玉が豪ごう奢しやな長なが椅い子すを勧すすめてくる。なのでちょこんと座った。

「──さて」

　テーブルを挟み、一人掛けの椅子に黒玉と碧玉が座る。同じ顔が揃そろって真剣だ。

「これからが、本番の説教タイムです」

「うっそぉ……」

　もう、お腹なかいっぱいだ。

　黒玉と碧玉は乳ちき兄よう弟だいで、翡翠とともに聖域で暮らし始めた聖職──へリオドールだが、国王の琥珀の腹心でもある。

　だから養育者のように特に厳しいのは仕方ないかもしれないけれど、仮にも（いや本当だが）翡翠は女の子なのだし、もう少し優しくしてくれてもバチは当たらないと思う。

「今の城内は、危険が溢あふれているんですからね。翡翠様、一体どうして聖域で暮らす貴女が実家に戻ってきているか、その理由がわかっています？」

「うん。【聖乙女】の降臨祭カーニヴアルに参加するためでしょう？」

「参加というか、主役です」

　なるほど、碧玉が正しい。

【聖乙女】が地上に降こう臨りんした日を祝う一年に一度の大切な式典だ。

「ちゃんと理解しているのに、天然炸さく裂れつな冒険心から脱走、そして迷子という、我らにとって犯罪にも等しい迷惑行為をしたと」

「人を救う【聖乙女】なのに他人に迷惑をかけるとは、悪人よりタチが悪いですよね」

「……黒玉も碧玉も、容よう赦しやない……」

　こんなに怒っていても、翡翠のために茶の用意をしてくれる碧玉の所作は優ゆう雅がだ。

「容赦してほしいのなら、二度と我らに迷惑かけないように」

「今度迷惑被れば、野に放って野犬に追わせてやる」

　碧玉の忠告はともかく、黒玉の脅きよう迫はくが怖すぎる。これは本気だ──剣を握りながらで迫力満点だし。

　いっそ反省文でも書いたら許されるかな、と翡翠が思っていると、扉が勢いよく開いた。

「っ翡翠様ー！　よくご無事で……！！！」

「あ、紅玉。お疲れ様ー」

　たたたたた、と駆かけ足の音とともに飛び込んできたのは、黒玉や碧玉と同じく乳姉妹で翡翠の侍じ女じよの、紅玉だ。

「ああもう、もし翡翠様に何かあったら私、死んじゃいますぅぅぅ！」

「ごめん、スフェーン城に戻ってきたのは一年ぶりで、懐なつかしくってお散歩したら迷子になっちゃっただけで……あ、でも出会った人たちはみんな親切だったよ？」

「偶然ですよ偶然！　極悪非道な人間だって城内にいるんですよ!?　必ず私をお連れくださいいい！　翡翠様を命に代えてもお守りいたしますぅぅ！」

　わああああ、と翡翠の足元に崩くずれ落ちて泣く紅玉は、兄の黒玉や碧玉とはまったく違ってとても感情豊かで優しい（というと、黒玉と碧玉に怒られそうだが）。

　生まれてからずっと姉し妹まいのように育っている。大人しくて心配性だから、なんでも興味を持って突つっ走ぱしる翡翠のことを背後からいつも見守ってくれていた。

「今は特に、世界中から王侯貴族やその従者が大勢いらっしゃってるんですよ！　超可愛いスーパーウルトラ美少女の翡翠様が見つかってしまったら、誘ゆう拐かい待ったなしです！」

「え!?　世界の王侯貴族って、誘拐が合法なの!?」

「はい！」

　紅玉が大きく頷いた。そうなのか。

「紅玉、人聞きが悪い誤解を、翡翠様に植えつけないように」

「いや、誤解とも断言できまい。用心を兼ねあのくらい言うべきだ」

　碧玉と黒玉が、足元で泣き続ける紅玉へハンカチを渡しつつ話し合っている。

「その通り。人格者の王侯貴族もいることはいるけど、翡翠に近寄ろうとするような王侯貴族はみな、間違いなく害虫だから」

「え？」
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「あれ？」

　背はい後ごから声をかけられたので振り返ろうとしたが、その前に、がばっと抱きつかれた。

「翡ひ翠すい……！　僕の可か愛わいい妹！　今け朝さぶりだね！　可愛い顔を五時間ぶりに見られて本当に嬉うれしいよ！　使用人の格かつ好こうをしているけど、可愛さ満点何着ても似合うのはさすが翡翠だ！」

「琥こ珀はく、ご公務お疲れ様ー」

　兄は、翡翠をぬいぐるみか何かと勘かん違ちがいしているのか、と思うほどにぎゅうううう、と抱きしめてくる。

「くるしい」

「琥珀様、翡翠様が窒ちつ息そく死しします」

　即行の力ちから業わざで、黒こく玉ぎよくが翡翠を締めつけ地じ獄ごくから救出してくれる。しかし、琥珀は諦あきらめない、（しつこく）腕うでを伸ばしている。

「たった今、紅こう玉ぎよくから聞いたよ！　迷まい子ごになっていたんだって？　あんまり心配させないでおくれ……！　ああもう、二度と帰れなくなったらどうするんだよ!?　心配しすぎて僕の繊せん細さいな心臓が張り裂さけてしまうよ!?」

「そうよね……っ、琥珀は、病弱なのにゴメンなさい……！」

　そうだった、この兄は繊細でデリケートで、翡翠が転んだくらいでも顔がん面めん蒼そう白はくになって動どう揺ようする優しい性格をしているのだ。

「寒いな」

「慣れなさい」

　黒玉と碧玉が、何か囁ささやき合っている。

「琥珀、こんなに気が弱いのに国王を頑がん張ばってやってるなんて……すごい」

「そうだよ、だから絶対に心配かけないでおくれ！　もし万が一にでも翡翠に危険が及べば、ナイーヴな僕はどうなってしまうかわからないよ……っ！」

　再び翡翠をぎゅううううう、と抱きしめた。

「相変わらず、ありえない自己評価が横行していますね」

「どうなってしまうかわからない、は当たっているな。関係者全員が拷ごう問もんの末死罪だ」

　ぼそぼそと碧へき玉ぎよくと黒玉が何やら話をしているが、翡翠にはなんのことかわからない。

「碧玉、黒玉、君たち無む駄だ口ぐちが多すぎるよ」

　しかし琥珀は軽く睨にらんで注意をしてきた。しかしすぐ、翡翠に向き直る。

「で、一体どこに行ってたんだい!?　変なことなかったかい!?　怖こわくなかった!?　何か辛つらいことがあったら僕に言うんだよ？　注告するくらいはできるから……っ！」

「首をはねる、という注告か」

「物は言いようですね……」

「だから、さっきからうるさいってば」

　小声で話し合う双子ふたごの側近へ、琥珀が嫌いやそうに眉まゆを顰ひそめた。

　そうしてから、琥珀はやれやれ、と溜ため息いきをついて再び翡翠を見つめる。

「ああ……本当に可愛い。で、翡翠に怪け我がは？」

「ないようです」

「実際、迎えに行った時も可愛がられているように見えましたし」

　碧玉の答えに満足したように、琥珀は頷うなずく。

「よかった。僕の可愛い翡翠に掠かすり傷一つでもつけた輩やからがいたら、注告くらいじゃ済まなかったよ。どうしていたことか……」

「首はねる以上のことって何だ？」

「死体を非人道的に扱うのではないでしょうか？」

「だから、うるさいっつの」

　黒玉と碧玉へ、さらに琥珀が文句を言う。なんのことか翡翠にはわからないが、物ぶつ騒そうな単語が揃そろっているのはよろしくない。

　注意しようとしたら、その前に碧玉が畏かしこまって琥珀へ向かって言った。

「翡翠様を無む体たいにする者がありましたら、琥珀様が動くより早く、我われ々われ聖職者ヘリオドールが厳しく罰ばつしますので」

「それは期待しているよ。君たちの、翡翠への忠義は僕も高く評価している。だからこそ、翡翠が聖せい域いきに僕から離れて暮らすことも許しているんだし」

「それは、翡翠様が【聖せい乙女おとめ】なので仕方ありません」

　黒玉が抑よく揚ようもなく答えるのを聞きつつ、翡翠はあることを思い出した。

「そうだ。迷子になった私を保護してくれた厨ちゆう房ぼうで、【男】に遭そう遇ぐうしたわ」

「男？　誰だれです……？」

　紅玉が首を傾かしげる。翡翠は得意げに元気よく答えた。

「なんと。まだ子供だったけど、世せ俗ぞくに【男】って本当にいたのね。生まれて初めて見たわ……！」

「はい？」

（あれ？）

　なんだろう、碧玉が額ひたいに手を当て、黒玉が天を仰あおいでいる。

　そんな中で、紅玉が驚きよう愕がくそのまま碧玉と黒玉を凝ぎよう視しする。

「琥珀様や碧兄様と黒兄様は、男ですよね……？」

「紅玉、そんな恐おそる恐おそる訊きかずとも、我々は男だ」

「ええええええ!?　そうなの!?」

　翡翠はそんなの初耳だ。

「琥珀様や我々はもちろん、迷子の最中に遭遇する兵や馬番、庭師などはなんだと思っていたのですか？」

「琥珀は私の兄で、碧玉と黒玉は、紅玉の兄……あとは兵隊さん、馬番さん、庭師さん」

　碧玉の質問には驚きのまま答える。

「えええ……」

　碧玉と黒玉と紅玉が呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。それぞれ顔を見合わせ──まさか、というように琥珀のことを三人揃って怪け訝げんそうに見た。

　琥珀がわざとらしい溜息をつく。

「ね？　僕が片時も離さず側に置いて、過保護にし続けていたくなるのわかるだろう？」

「というか、琥珀様が過保護にしすぎたからの結果では……」

「それは仕方ないだろう？　可愛すぎるんだから」

「諸しよ悪あくの根こん源げんじゃないですか」

　碧玉の指摘に琥珀がしれっと返すと、黒玉が冷たく言い放つ。

「【聖乙女】として聖域の奥で過ごしてますので、どれだけ城内散歩しようが所詮は本物の世間知らずですけど、正しいことを教えるべきと思わなかったのですか？」

「思わないよ」

「なぜ」

　即答する琥珀へ碧玉が食い下がる。

「翡翠は、好こう奇き心しんの塊かたまりで恐れ知らずな子だから、下へ手たに世間を教えたらどこへ突つっ走ぱしるかわからないよ。今でもコレなのに、どのくらい苦労すると思う？」

「「──ああ……」」

「失礼しました。大変、納なつ得とくです」

　琥珀の返答に、黒玉と紅玉が碧玉が項垂うなだれた。

「可愛くて仕方ないけど、この問題は別。心配なんだよねえ……」

「お気持ちはわかります」

「いつも神経が休まりませんし」

「何度、捕ほ獲かくして檻おりに入れようと思ったことか」

（なんの話だろう？　何かペット？　珍ちん獣じゆうみたいなの飼かってるの？）

　琥珀がしみじみ告げるのに、紅玉と碧玉と黒玉が疲れたように溜息をつく。

「ということで、ねえ翡翠」

　琥珀が、さて、と呟いてから翡翠に向き直る。

「もう二度と、城に滞在する間は、僕専用のエリアから出ないって約束してくれるかい、翡翠！　もう聖域に戻らないでお兄ちゃんとお城で暮らそう!?」

「どうしてその結論が」

「お気持ちは大変わかりますが」

　琥珀が翡翠の頰ほおに頰をすり寄せる。それを黒玉と碧玉がとてつもなく冷たい視線で見下ろすが、琥珀は気にした様子もない。

「本当は片時も離れず仕事の時も常つねに愛めでていたい！　ああもう本当に可愛いよね翡翠ったら！」

「無視しないように」

「くるしい」

「琥珀様、翡翠様が本気で死にます」

　ぐりぐりと頰をすりつける琥珀を、黒玉が実力行使で翡翠から引きはがした。

「国王様が人目も憚はばからず密着していますと、害虫的な王おう侯こう貴族に狙ねらわれますが」

「ちょ、黒兄様、言いすぎでは……っ！」

　慌あわてて紅玉が止める。碧玉がその横で、淡たん々たんと続けた。

「翡翠様は、式典が終わりましたら聖域へお戻りになられることが、決まりですので」

「翡翠様が【聖乙女】でなくなるか──俗ぞく人じんと結婚すれば、戻らずにすみます」

「……君たち、無ぶ粋すいだよね……現実を突つきつけないでくれる？」

　名残なごり惜おしそうに手を伸ばそうとする琥珀の手から、黒玉と碧玉は連係プレーで翡翠を遠ざけ紅玉に預けた。

「も、申し訳ありません……！　お兄様方はお役目に忠実なので……！」

「ああ、紅玉。君は翡翠の侍じ女じよとして姉し妹まいのように常に寄り添ってくれているし、君にだけは、感謝しているから」

　慌てて謝罪をする紅玉へ、琥珀は、いいから、と苦笑を漏もらす。ちなみに、未いまだ紅玉は床に座ったままなので、翡翠も一緒になって座ってしまって、まるで猫ねこが密着するかのように抱きつき合っていた。
















「我々はスフェーン王国の貴族出身にて、琥珀様にも仕えさせてもらってますが、【聖乙女】に傅かしずいています」

　すると、碧玉が淡々と告げた。

「琥珀様もご存知のように、王帝を頂点とする各国王の権力は、我ら【聖乙女】にかしづく聖職者ヘリオドールには一切、通用しません。いわば、王おう帝てい支配のない治外法権に棲すむ者ゆえ」

「……可愛くないね」

　さすがの琥珀も溜息をつくしかない。

「ま、そのくらい徹底して翡翠を護まもってくれるのはありがたいけど。信頼はしているよ」

「ありがとうございます──ああ穢けがれるので、翡翠様に触ふれないでください琥珀様」

「きゃああああ黒玉、それはーっ！」

　琥珀が翡翠に手を伸ばすのを、まるでハエを叩たたくかのごとく、黒玉が叩き落とす。紅玉が顔面蒼白で悲鳴を上げるが、翡翠は逆に感心した。

「さすが、国一の剣士、素早い叩きっぷり……」

「……大好きなお兄ちゃんが、意地悪な近きん習じゆうに虐いじめられてるのに、それ？」

　琥珀が嫌そうに眉を顰めた。

「スフェーン王国は、東と西の文化が入り混ざる、昔から世界中との貿易が盛さかんな国だからか、武術も他国より強い者が多いけど。そんな中でトップだっけ？　黒玉は」

「知識も世界中から集まるので、学問の発達も世界一ですよ」

「優秀な聖職者ヘリオドールだねえ」

「自負しています」

　琥珀と碧玉の話を聞いて、翡翠は、ああそうか、と思う。

「【聖乙女】の祝福で与えられる真ま名なだけは、日常の言葉とは異なって東洋の文字であるのも、そんな影響か……？」

　スフェーン王国はいわゆる西洋の国だが、真名だけは違う。

「初代【聖乙女】を支えた聖職者の中でも、学問を司つかさどる者が東洋人だったって説もあるけどね」

「うーん、真名は王族かそれと同等な力を持つ者でなくば得られない決まりも、その時に決まったのかなあ……？」

「翡翠様、いつも納得いかないって仰おつしやっていますよね」

　だって、と考えてしまう。真名は【聖乙女】の祝福によって与えられるものだ。地位に関係なく、全員が平等に祝福をされるべきと思う。

　真剣に訴うつたえると、じっと眺ながめていた碧玉が呟くように言った。

「……翡翠様は、普段はとんでもないほど迷惑な迷子癖があり、【聖乙女】らしい気品もなくて姫らしくもなく、せめて普通の十六歳の少女レベルに大人しくなってくれないかと本気で祈っていますが」

「う」

「余計なお世話だよ」

　ぐさっと胸に刺さった翡翠を抱きしめて琥珀が文句を言う。

「──しかし、そうして世界中の民のことを真剣に憂うれう純粋でいて愛情深き様子は、さすが【聖乙女】であると思います」

「【聖乙女】たる時は神秘的で気高さすら感じるのに、普段は普通の女の子であらせられるのが、翡翠様の一番の魅力だと……っ！」

　睨む琥珀を無視して黒玉が続け、紅玉も力説をする。

「──そうだ」

　いきなり名案が浮かんだ。ぱっと琥珀を見る。

「現王帝に、直じき訴そして変更するってどうかなあ？」

「「「は？」」」

　三兄妹きようだいが声をハモらせた。

「真名を誰にでも与えられるようにって。王帝がスフェーン国内にいらっしゃるから、いいタイミングだと思う。ほら、王帝承認式の時とか、終わってからとか……」

「お兄ちゃんは絶対反対だよ」

　ウキウキと続ける翡翠へ、琥珀が眉を顰めたまま即座に否定をした。

「翡翠は可愛い上に優しいから、とてもよくその気持ちはわかるけど、世界中の民に祝福をしていたら【聖乙女】の負ふ担たんがどのくらい増えるんだい？」

「はあ」

「今でも超多忙な翡翠がますます多忙になって、僕に会えな……いや体を壊してしまう。だから、絶対に駄目。論外」

　そして琥珀ははーと深い溜息をつき、首を軽く横に振った。

「論外は、琥珀様のシスコン度合いですけど」

　黒玉の指摘に、碧玉も口を開く。

「そういえば日頃から琥珀様は、【聖乙女】が現在、王侯へ与える真名……祝福数だって多すぎるから抽ちゆう選せん制にしろ、と仰っていましたね」

「抽選」

　呆あきれた声は碧玉でも翡翠でもなく、紅玉だった。

「真名が貴重になって、ありがたみが増えるじゃないか」

「本気で仰ってますね、それ」

「僕は真ま面じ目めだから、こんなセンスない冗じよう談だんなんか絶対に言わないよ」

　琥珀が頷くのに、駄目だこいつ、と黒玉が呟いたように聞こえた。

「……！　で、その王帝の話なんだけど」

「え？」

　琥珀が、いきなり真剣な様子で翡翠の華きや奢しやな肩を摑つかんだ。そのまま抱きしめようとしてきたが、ばっと碧玉が翡翠を離す。

「なんですか？　王帝との公務時間ですか？　さあ行ってらっしゃい国王様」

「ご多忙でしょうし翡翠様に顔を見せなくていいですよ邪魔だから」

「へっ碧兄様！　黒兄様！」

　紅玉が碧玉と黒玉の口を手で塞ふさいだ──見事なタイミングだ。いつも思うが、この三兄妹は息が合っていると思う。ちょっと羨うらやましい。

　琥珀は、そんな三人を眺めながらも胸を張る。

「何言ってるんだよ、公務はとっくに時間過ぎてるよ、遅刻だよ。そんなのわかってるから翡翠をもう一回抱きしめてから行くよ」

「お戯たわむれを」

「世界一の大国・スフェーンの現国王は大変優秀、という世界の評価を大事になさるよう。琥珀様、早急に公務へどうぞ」

　黒玉と碧玉の目つきが鋭くなっている。

「──公務に行かれる前に。琥珀様、王帝の話とは？　訊いた方がいいなら、まず翡翠様の近習である我々が聞きますが」

「そして、翡翠様へ伝えるべきかどうかは、その後で判断します」

「……。兄妹の間に入ってくるんじゃないよ。──まあ、いい。今はそんなことを言ってる場合じゃない」

　なんだろう、と翡翠も心配になった。今までと、まるで雰ふん囲い気きが違うのだ。

「……とりあえず、君たちに相談したい。碧玉と黒玉は聖職者ヘリオドールでありながら、スフェーンの政務にも顔を出しているしね」

　焦あせりが見えなくもない──どうしたのだろう。事情を聞いてみたいが、それも憚られる気がしたので翡翠は言葉を待ってじっと顔を見つめる。

「翡翠」

「？　うん……」

　琥珀は真剣だ──というか、危機感すら感じられる？

「君へは後で話すから、自分の部屋に戻っていてくれるかい？　この二人と打ち合わせするから」

「う、うん……。琥珀、大丈夫？　私に、何かできるなら……」

「そうだね、王帝から逃げてくれ」

「え？」

「とにかくそれだけはお願いだ。その間に、僕たちはこれから悪と闘たたかう準備をするから」

（逃げる？　悪!?）

　目を丸くしてしまう。なんだろう、とんでもないことになっている。
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「一体、何があったのでしょう……？」

　言われた通り、翡ひ翠すいは紅こう玉ぎよくと一緒に自室へ戻るために、王族専用の廊ろう下かを歩いていた。

　紅玉の呟つぶやきは、翡翠もずっと心配でいることなのだ。

「悪と闘たたかうとか……。琥こ珀はくが変な人たちにイジめられたら、私が助けなくちゃ……！」

「いやそれ無理です」

　紅玉はとても困り顔だ。

「翡翠様、お祈りしましょう。私たちには神のご加護という最後の武器があります」

　黒こく玉ぎよくは右に出る者がいないほど強いし、碧へき玉ぎよくも頭脳労働だけでなく、実は武術にもすぐれている。

　なので彼らは心配していないのだ。

　豪ごう華かな装そう飾しよくの廊下に二人の声が響ひびく。それは二人の足音も含め、反響のせいでまるで誰だれかがいるかのような不思議な感じだ。まあ、大聖堂の中はもっと響くので比較してしまえば気にならないけれども。

「ああ、けれど……大国スフェーンの国王様で、王おう帝ていに次つぐ権力を持たれている琥珀様ですし、大丈夫と思いますわ」

「けれど今晩は祝しゆく宴えんがあるのでしょう？　それも心配だわ」

　城では来らい賓ひんがあると祝宴を行うらしいのだが、翡翠は一度も出たことがないから実はどんなものかわからないけれど。なんだろう、ミサみたいなものか。

「お城の大広間で、どんなことをするのかしら……。琥珀も黒玉も碧玉も、聖書は持っていくのかな」

「聖書は使いませんよ、祝宴には」

「そうなの？　じゃあ集まって何をするの？」

　ここからは遠いので音も声も聞こえないけれど、賛さん美び歌かでも歌っているのだろうか、それとも洗礼みたいなことをするのか。

　悪との対決手段の打ち合わせをするようだから、もしかしたら戦闘準備をしているのかもしれない、それは物ぶつ騒そうだから止めに入らないといけないだろう。

　ちょうど庭に続く外廊下に出たので、翡翠は大広間のある方向をじっと見ながら想像を巡めぐらしていると、紅玉も同じ方向を眺めた。

「翡翠様はずっと、聖域に暮らしていらっしゃいますものね。今夜の祝宴は、【聖せい乙女おとめ】の式典のために集まった世界中の王侯貴族をもてなすものですわ。女性が美しく着飾り、殿との方がたとダンスをしたり、仲良くなったりするのです」

「仲良く……？」

　──とは、なんだろう？　やはり世界平和を祈るミサな気がする。

（……動物？）

　ふと、庭の向こうで何かが動く気配がした。昼間ではないのでよく見えない──翡翠はそこにあったベンチに座っり、じっと凝ぎよう視しする。

　もちろんここは王族専用のエリアなので、人はいない。もしかして、翡翠が毎日餌えさを与えている動物かもしれない、と期待をこめる。

「──仲良くなら、【ブレイコウ】というフリータイムとは関係ないのかしら？　それは、地位や権力が無関係になる不思議な術って聞いてるけど」

「あー、無礼講は術ですか……」

　意識を話に戻したのだが、紅玉がうーんうーん、と悩んでいる。何か忘れ物でもしたのだろうか？

「……誰から聞いたのですか？」

「琥珀」

　幼おさない時に【聖乙女】の生まれ変わりとして聖域で暮らすようになった翡翠とは違い、琥珀はスフェーン王の跡あと継つぎとして昔からたくさん勉強をしていた。そして翡翠の知らないことをなんでも知っていて、質問をすればすぐにわかりやすく教えてくれる。

　碧玉や世界中の賢者と対等に話し合い、常に学び精神の向上に勤いそしんでいる兄から教わることの、何に疑問を持てようか。

「あー……碧玉と黒玉へ報告すべきか悩む……琥珀様の所業が……」

「？」

　なぜか、紅玉が頭を抱かかえて柱と仲良くなってしまった。

「……あと、さっきから気になっていたのですが、琥珀様がイジめられる、とか……どうして思われたのですか？」

「琥珀がいつもそう言ってるから」

「あああああ……」

「お父様とお母様が亡なくなったから私を大事に育ててくれた大好きな兄だもの、何かあったら心配に決まってるわ」

「……何かする方ですけどね……恐おそれ知らずですし……」

　紅玉が何やら呟いた。

（……あっ！）

　がさっと木々が揺ゆらめいたトコロに、何かの影が見えた。思ったよりも大きい、キツネかもしれない。ヒグマだったら逃げよう。

「ところで翡翠様はなぜ、下級使用人の服を着ていらっしゃるのですか？」

「泥どろだらけになったから、避難場所の厨ちゆう房ぼうで借りたの」

　だから、お礼かたがた明日にでも返しに行きたい。ちなみに、着き心地ごこちはかなりいい。木登りもできそうだし。

「厨房に助けられたのですか!?　ここからかなり離れていますけれど……!?　というか、身分ある者はまず行かない場所ですよ!?」

「しかも、服だけじゃなくて食べ物も恵めぐんでくれて、みんな優しかった」

「……翡翠様……世界でもっとも崇すう拝はいされるべき、【聖乙女】なのに……」

　紅玉が哀かなしそうに俯うつむいたまま、へたり込んだ。しかし、私ファイト、と独ひとり言ごとを呟いてから復活する。

「──わかりました。だからその服なのですね……けれど」

　紅玉は話しながら、気まずそうにキョロキョロと周囲を見回した。

「ね、翡翠様……。早くお部屋に戻って着替えましょう？　侍じ女じよの私の方が上等な服を身につけている現状は、精神的によろしくないです……」

「え、そうなの？　気にしなくていいのに」

「気にしますぅ」

　泣きそうだ。縋すがるように翡翠を凝視している。

「そっか。仕方ないかな……」

　紅玉が可か哀わい想そうなので、今すぐ部屋に戻るべきだ。

「しばらく庭を見ていても、動物は出てきてくれそうもないし」

　残念に思いつつベンチから立ち上がると、紅玉がホッと安あん堵どした。

「そうね、紅玉って貴族のお姫様の格かつ好こうだものね。今の私たちが並んでいると、明らかに私の方が侍女だわ」

「やめてください……っ！　畏おそれ多くて精神的に追いつめられます」

「どうして？　けれど、正体わかりにくくていい、と琥珀は納なつ得とくしてくれてたわ」

「え、まあ……」

　今、スフェーン城に集まっている世界各国の王侯貴族の多くは【聖乙女】に繫つながりたいと強く望んでいるのだという。

『そんな野心を抱いだく彼らに可か愛わいい翡翠の正体が知られれば、誘ゆう拐かいされてしまうよ？　ああ、それに、紅玉も指折りな名門貴族のお姫様だし危険かな……碧玉や黒玉は近寄るなオーラハンパないし、そもそも僕によく同行しているから正体バレてるし構かまわないけど』

　なので、紅玉（や碧玉や黒玉も一応）は実家である公こう爵しやく家の服装を身につけ、聖職者ヘリオドールであることの一切を隠かくした。

　ただ紅玉は普段から髪を結ゆってメガネをかけとても地味にしているので、貴族の華か美びさはない。華やかで綺き麗れいな碧玉や黒玉の妹なのに、見ただけでそうわかる者は誰もいないほどに雰ふん囲い気きは対照的だった。

「お化け粧しようしたりオシャレすれば、絶対にみんなの注目を浴あびるくらい綺麗なお姫様のにっていつも思ってるの。もったいないなあ」

「いいえ……っ、私は一いつ生しよう涯がいを翡翠様に捧ささげる心づもりなので……っ、地味が一番なんです……あ」

　俯いて耳元の髪をかき上げる仕草をした時に、どこに触ふれたのかメガネが落ちてしまう。それを翡翠が拾った。

「いいことを思いついた」

「え？」

　メガネのない顔をじっと見て、翡翠は怪け訝げんそうな紅玉に笑顔で告げる。

「ねえ、この格好で大広間に行ってみない？」

「はあ!?」

　紅玉が悲ひ鳴めいのような声を上げる。

　あまりに動どう揺ようしているので、翡翠は両手を摑つかんで、まあまあ、と慰なぐさめた。

「正体が知られなければ、人前も平気でしょ？　こんなに美人なんだもの、祝宴とやらに参加しないと」

「理由になってません、ワケわからないですー!!」

「……紅玉、顎あごが外れない？」

　連続して大きな口を開けて叫ぶ侍女が、心配になった。

「どのくらい、紅玉が注目浴びるのか見てみたいし……」

「なんですかその好こう奇き心しんだけの迷惑なーっ！」

　よほど困こん惑わくしているのか、紅玉の本ほん音ねが漏もれた。

「それだけじゃなくて。えーと、私、王帝に会って、話をしてみたいの」

「ままままままま真ま名なの件ですか!?」

「うーんそれもあるけど」

　紅玉の髪に手を伸ばし、翡翠は束ねていたピンを外してしまう。すると、ぱさり、と長い巻毛がほどけた。

「今の王帝になってから、とても刑けい罰ばつが厳しくなっているって、大聖堂で司祭から聞いたことがあるの。前王帝は穏おだやかな人柄だったのに、慈じ悲ひの欠片かけらもない残ざん虐ぎやくさだって。それが気になったの……」

「……確かにそれは、各所から、最近とみに聞く話ですが……」

「ね、深刻だと思わない？」

「それは……まあ……」

　祝宴を覗のぞきたくなったきっかけは紅玉だったが愛情のない王帝が気になっているのは事実だ。

　──罪は罰しても人を罰してはいけない。これが翡翠の信条だ。

「……あら？　というか、わざわざ俗ぞく人じんが祈りに来ている大聖堂で司祭とお話しせずとも。なぜ、聖域にお越しいただかなかったのですか？」

「え？　だって私も俗人のフリをして司祭の説話を聞いてた時の話だから……」

「────」

　正直に告げたら、紅玉が黙だまった。しまった、これは碧玉や黒玉だけでなく、紅玉にも内緒にすべきだったかもしれない。

「……よくもまあ、私の見ていない一瞬のスキをついて……」

「うん……けど、社会勉強……」

　はーと大おお仰ぎような溜息をつく紅玉には、普段以上の説得力がある。髪を下ろしてメガネもしていない、美少女の謎なぞの効果だろうか。

「しかし、確かに私も王帝が非情だという話はよく聞きます」

「それを止めるためにも、大広間に行きたいの」

　これはまがうかたなき本気の気持ちだ。しかし、紅玉は困惑したように首を横に振った。

「危険です。碧玉と黒玉の意見も訊きかなくては」

「ええー」

　あの鬼の近きん習じゆうが、許してくれるわけがない。

「──あと翡翠様、メガネは私の顔の一部です。どうかお返しを」

「あ？　これ」

　手を伸ばしてくる紅玉に、少し考えてから一いつ旦たん保留する。

「翡翠様。意地悪は……」

「違うの」

　紅玉は視力がいいのだし、ただ顔を隠したいという理由だけでメガネをしているのは、せっかくの美少女が善だとやっぱり思う。

「今は、公爵家のお姫様として振るまいましょう？」

「ええー……」

「大広間に行くんだし」

「本当に、行くんですか……!?」

　琥珀様と碧玉や黒玉に怒られる、と小さく呟くが、聞こえないふりだ。

「紅玉は本来の公爵家令れい嬢じようとして、私はそのお付きの侍女として大広間に行くの。ね？　大丈夫だから」

「翡翠様が大丈夫と言って大丈夫だったためしはないです」

　紅玉は、動揺すると心に正直になりすぎる。

　情なさけない声を出す紅玉の手を握にぎり、翡翠は庭に出て大広間のある方向へ歩きだす。

「ひ、翡翠様、大広間の場所を理解されているのですか!?　城内の見取り図を暗記したとか……っ？」

「ううん、全然わからない」

「わからない!?」

「勘かんで」

「勘!?　危険すぎますーっ！」

　紅玉は思わずといったような悲鳴を上げたが、翡翠には自信があるのだ。いつも自信満々突つき進んで、なぜか迷まい子ごになってしまっているのだが。

「いざとなったら訊けばいいわ。紅玉の姿を見れば、貴族のお姫様だからって納得するだろうし」

「いやいやいや！　翡翠様ほどの圧倒的に可か憐れんな美少女こそがドレスアップすべき……って、ああそれをしたらいけないんですよね!?　ああもう、どうしましょう、琥珀様に見つかったら怒られますし、後で碧兄様や黒兄様の説教があります」

「大丈夫、私は【聖乙女】として王帝に会うため、大広間へ行くんだもの」

「それは後日、即位承認式の後にでもーっ！」

　困りながらも結局は翡翠についてきてくれる紅玉とともに、庭を進む。

　いつの間にか知らない光景が広がっている。

　ここも城内であることはわかるのだが、果たして琥珀専用のエリアなのか、違うのか判断がつかなかった。

　なんとかはなるかな、生まれた城だし、勘が発動するはずだし……

　まあ、出会う人を片っ端から信用するのだけはやめてくれ、と兄がいつも心配しているけれども。

「何事も経験よ。何より、すごいご馳ち走そうが並んでると思うし。厨房でたくさんのご馳走を作っていたから」

「食い意地ですかここで！　翡翠様、駄だ目めですってば、そっちは王族専用フロアの敷地から出てしまうので……っ！　危険です！」

「あ。そうなのね、そういえば木々で遮さえぎってるけど、その向こうは何か雰囲気が……紅玉？」

　紅玉が息を吞のんだように一点を凝視している。翡翠も、なんだろうと思って視線を追った──そして驚く。

　人影が、木々の向こうに佇たたずんでいたのだ。

　近寄って、さらに確信をした。

「あれ？　確か……」

「へえ、スフェーン王の専用敷地から出てきた……ってことは、ヒシィは上級使用人？　侍女か何か？」

「アゲット？　どうしてここにいるの？」

　まさか、厨房で出会った子供とこんなところで遭そう遇ぐうするとは思わなかったので驚いた。

「え？　この少年は一体……？　知っているのですか？」

「うん、厨房で会った少年」

「ああ……」

　紅玉は、先ほど翡翠が【初めて会った男】として話に上げたことを思い出したのか、納得をしたようだ。

「この美女、ヒシィが侍女をしているお姫様？」

「あ？　え？」

　アゲットもそんな紅玉のことをちらり、と見てから翡翠へ視線を向け直した。そうだ、翡翠は他国の貴族に仕えてスフェーン城に来たことになっていたのだ。

「俺は今、大広間へ料理を運んできたんだけど。ほら、すぐそこが大広間だから」

「え!?　本当!?　大広間にちゃんと来られた!?　しかも結構近く!?」

　まさかのミラクルだ。勘だけで目的地に着いた稀け有うな成功例である。

「もうとっくに祝宴は始まってるし、早くお姫様を連れて行ってあげなよ」

「あ、うん……！」

　返事をして、ぐるり、と見回す──困った、どの部屋の灯あかりが大広間か。

「えーと、お、大広間ってどこだろう……？　お城が広すぎて……わかりにくい……」

　庭に面した窓のほとんどは明るく灯が点ともっていて、何カ所かの窓では紳しん士しと貴婦人が談笑しているのが見える。

　翡翠たちからは彼らがよく見えるが、彼らからは見えないだろう──すっかり日が落ちて夜となった庭の灯りだけでは見えにくいから。

「談話室やプレイルームも、来賓に宛あてがわれた部屋すらもここに集まっていますし。どのテラスが大広間のものか、一見するとわかりにくいですね。帰りましょう」

「紅玉、城内見取り図とか暗記してない？」

「────」

　知らないふりだ、これはきっと知っている。大広間特攻反対派は冷たい。

「場所がわからないの？　……んーそうか」

　困惑している翡翠に気づいたらしいアゲットは、考える素そ振ぶりをしつつ頭を搔かく。

「案内してやる時間ないんだ。料理は次から次へと運ばないといけないし」

「いえ、案内なんて絶対何があってもいりません」

　アゲットへ即答する紅玉からは、黙らせようとしている努力が窺うかがえる。

　そんな様子を見て、さらにアゲットが考える。そうしてから、一点を指差した。

「あそこに来賓らしい紳士がいるから、訊いてみれば？」

「え？」

「いえいえ!!　そんな人、いりません！」

　紅玉の反対を無視し、アゲットにつられて指差す方を振り返る。

（あ、男の人……？　誰……？）

　今気づいた──確かに、少し離れた噴水の前に長身の紳士が本当にいる。

　背格好が琥珀に似ている気がしたのだが、髪が輝いている──違うとはすぐにわかった。

　さらにじっと見つめていると、ゆっくりとその影は翡翠へ寄ってきて──

「え……」

　近づいて、息を吞んだ。視線を離さず、ただ黙ってしまう。

「大広間がわからないのなら、連れて行くが？」

「あ、あの……っ」

　疑問符を飛ばされたけれど、答えることも失念してしまった。

　──それほどに、目が離せない。
















（琥珀より、綺麗な人……）

　それどころか、聖域にあるどの聖人画の中の天上人よりも美しい。




　──一体、誰？
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（大広間では、見なかったが……今から夜会に出席するのか）

　──王おう帝てい・白しろ金かねは、心の底から驚いていた。

　挨あい拶さつをしようとする、順番待ちの列があるかのような状況に嫌いや気けがさして大広間を出たのだ。近きん習じゆうもすべて捨て置き、白金は庭を通り自室に戻ろうと思っていたのである。

　スフェーン王の私有地の方に誰だれかの気配を感じ、しばらく様子を窺うかがっていた。するとほどなくして若い女性の声が聞こえたのである。

　何を話しているのかは聞き取れなかったのだが、困った感じだった。

　もしかして迷まよったのか落とし物か？　と推すい察さつしさらに待っていると、がさがさと花や木々をかき分け二人の少女が現れた。

（……婦人、という年齢ではないな。まだ少女か……にしても）

　一人はいかにも上級階級の姫で上等なドレスを着ているのに、獣けもの道みちから現れたことに驚いた。まあ、下級使用人らしき少女はいかにも慣れた感じだったので、誘導で通行できたのだろうが。

　しばらく、白金の存在には気づかなかった彼女たちだったが、途中で現れた少年に指摘され気づいたようだ。白金を見た時に、姫が明らかな警けい戒かいをしたのがわかったので、怖こわがらせないようにゆっくりと近づいたつもりである。

　そして、月明かりや外がい灯とうなどの少ないトコロでも顔が見えるほどに近寄り──

　白金は、少女に目を奪われたのだ。

「姫君は、祝しゆく宴えんに出席することに不本意なようだが……それでも行くか？」

　尋たずねると、ぴょん、と跳ねるようにして下級使用人の背が伸びた。

「え!?　あ、はい……！　ええええと！」

（ものすごく動どう揺ようしている）

　視線が合うと、さらに挙きよ動どう不ふ審しんになる。大きな目をよりまるくして、ものすごく焦あせり始めた。なんだか、話しかけたら申し訳ないほどだ。

　ずっと見つめていたいとは思うけれど。

「……失礼ですが、どなたですか？　知らぬ殿との方がたとの接触は固かたく禁じられておりますので、どうか離れていただきますよう」

「──それは、失礼」

　姫の方がよほど度ど胸きようがある。白金へ不信感を隠かくさない視線で、威い嚇かくしてくる。下級使用人の少女はというと、そんな姫の態度に驚いているようだが。

（この態度からして、間違いなく私が王帝であることはわかっていない）

　夜で顔が見えにくいからではない。実際に、灯りの下にいるのだし。白金もこの姫君を見たことがないので、初見なのだろう。

「──じゃ。俺は仕事があるから」

「あ……！」

　軽く手を振って離れる小さな背中へ下級使用人が声をかけようとするが、もう姿は見えない。

　下級使用人──少女は、明らかに残念そうだ。なぜか白金の胸の奥がちくり、と痛む。

「えーと……」

「さて、案内しよう──姫でなくば触ふれても問題はないだろう」

「え？　あ……っ」

　下級使用人の方へ手を差し出せば、一瞬ぽかん、としてから激しく動揺し始めた。初うい々ういしさを感じる態度は、薄っぺらい気位や媚こびを売る玉の輿こし狙ねらいの女とは違って、素直そのものだ。

　しかし。

「お構いなく。私たちは大広間に行くつもりはありませんので。第一、見ず知らずの殿方の迷惑になってはいけません。どうか私たちのことは放っておいてくださいませ」

（ほう？）

　なんと姫が、下級使用人と白金の間に割って入ってきた。

「ここまで来て、大広間に行かないなんて……！　そんな」

「駄だ目めったら駄目です」

（下級使用人の方が、パーティに出たいのか？）

　姫が下級使用人を窘たしなめる様子を眺ながめる。身なりは対極的で、どう見ても姫の側にいられるような地位には見えないのだが、かなり仲が良いようだ。

（大聖堂でのミサなどは、地位も権力も関係なく同じに列席する……そのような場所で出会い、そのまま気が合ったとか……）

　ありえなくはない。白金も、父が王帝だった頃に大聖堂でのミサで知り合った孤こ児じを、今では腹心としているし。

「……では、姫君だけ部屋に戻られてはどうだ？　少女……使用人はパーティに行きたいようだし、連れて行ってやろう」

「本当？」

「駄目です！」

　白金の提案には、キョトンとする下級使用人を明らかな嫌けん悪おを見せた姫が、ばっと自分の背中に隠した。

　所有物扱いか？　不愉快だ。

「……そこまで警戒せずとも、心配は無用。私の使用人として連れて行くだけだ。なんの問題もあるまい」

「問題ばかりですわ。信用できません」

「なぜ？」

「そうなの？」

「そうなんです」

　まるで姫が庇かばっているようだ。白金としては、姫ではなく後ろの少女に尋ねたいのだが、姫が白金を牽けん制せいするように睨にらみ続けている。

「……掟おきてにより、婚こん姻いんするまでは身内以外の異性に近寄らないという決まりがありますゆえ」

「え？　掟？　なんの？　そうなの？」

（食いついている）

　少女が興味津しん々しんに尋ねると、きっと姫が使用人を見た。

「そうなんです」

「え？　でも聞いたこと……」

「そ・う・な・ん・で・す！」

（大人しい顔をしているのに、強い断言で無理やりねじ伏せた）

　この姫は、まだ十五、六歳くらいのように見えるが、大層美しい造作で、怒られると妙みような迫はく力りよくがあった。

　しかも、姫の方は使用人へ、駄目です、とか、我が慢まんしてください、などぼそぼそと小さく注意を促うながし続けている。

（──今ここで、私の正体を明かしたところで信用してもらえそうもないな……。この姫は、私が何を言っても信じてくれなさそうだ）

　少女の方はどんなことでも簡単に信じてくれそうなのだが、それだからこそ白金の正体には驚いてしまうだろう。それは可か哀わい想そうだし、びっくりして逃げられたら困る。

　姫はいらないが、この少女には最大限の気き遣づかいをしたい。

（……表情を見ているだけで、飽あきない）

　ころころと変わる、感情豊かな少女だ。見つめていて、無意識に笑えんでいたかもしれない──ああ、姫に見られた。変質者を見るような目だ。別に眺めるくらいはいいではないか、と言ってやりたいが。

（いや、笑みを浮かべつつ年頃の少女を凝ぎよう視ししする男は十分、怪あやしいな……）

　気づくだけの冷静さは、まだ残っている。

　姫と使用人は耳打ちの相談を始めたので、会話はまるで聞こえなくなってしまった。しかし、大広間へ行けないことの説明をしているだろうことは予想できる。すごく哀かなしそうな顔をして、一生懸けん命めい行きたいと訴うつたえているようだが──ああ、やはり駄目なようだ。

（あと、私の悪口も少女に言ってる気がする……）

　気のせいだろうか。この姫からは、白金への嫌悪のオーラを感じる。

　近寄るなと言わんばかりなので静観していれば、姫がちらり、と白金を振り返った──想像以上に剣けん吞のんだった。

（──かなりの美人だが、惜おしいとはまったく思わない）

　遭そう遇ぐうした瞬間から、まったく興味は湧わかなかった。

（しかし、あの少女に私の悪口を吹ふい聴ちようしているとしたら、迷惑この上ないが）

　会ったばかりだが、あの愛あい嬌きようのある少女には悪印象を抱かれたくない。とにかく、目が離せない──とても興味がある。

　──自分でも驚くほど気に入っているし。

「──姫はいらないから、使用人だけと喋しやべることはできないのか？」

「は？」

　──つい、話しかけていた。

　姫が、まるで痴ち漢かんを見るかのような侮ぶ蔑べつの視線を白金へ向けてくる。

「無理。できません」

「貴女あなたに訊きいているのではないので。黙だまっていてもらおうか」

「────」

（しまった）

　自分が正直に暴言を吐いてしまったことに、姫の表情が凍こおりついた。驚いている、というより、怒りで無表情になった、という様子だ──さて、どうするべきか。

（普段は、見ず知らずの相手に対して、故意ではない失言はしないのだが……）

　どうも調子が狂くるっている──それだけ、冷静さを欠いているのかもしれない。

「あ、あの……」

　防御壁と化した姫の向こう側から、使用人が白金へ尋ねてきた──姫はあからさまに眉み間けんに皺しわを寄せて不本意な表情をしたが、止めることはない。

「【聖せい乙女おとめ】や他の式典に出席されるためにいらっしゃった、他国の王おう侯こう貴族の方ですか？」

「──そうだが」

　まさか、《他の》扱いにされた。この少女だからこそ許すが。

「……どこの、国……？」

　下級使用人が貴族に話しかけるというのはありえないことなのに、この少女だとむしろ嬉うれしい。なので、笑顔で答えた。

「私のことを教えれば、貴女のことも、教えてくれるか？」

「え……っ？」

「変質者」

（おい）

　使用人の少女が驚くのに被かぶせるように、即行で姫に断言された。

「何か、さっきから悪意に満ちた言動をされているが、私は──」

「あっ！　出てきた！」

「────」

　白金の言葉を遮さえぎり、少女が白金の後ろを勢いよく指差す。

　つられて後ろを見れば、城の中から誰かが出てきてこちらに向かってくるところだった。この連中と何かあったのか、と推すい測そくし見ていたら、少女たちが動く気配に気づく。

「あ……っ」

「ごきげんよう……っ!!」

　見事に逃げてしまう──一体何があったのか。予想していなかったので、さすがの白金も後を追うタイミングを逸いつしてしまった。

（いや、琥こ珀はくへ訊けば問題ないか……！）

　少女二人が消えた方向は、先ほど彼女らが現れた方向──国王のプライベートな敷地だ。うっかり失念していたが、これは彼女らが王族縁ゆかりであるという証あかしでもある。

「……ん？　王族で、十五、六の少女……？」

　ふと気づいた。そして考える──スフェーン王家の血筋はどのくらいいたか、そしてあのくらいの年齢の少女、となると──

「……まさか……？」

　思わず息を吞のむ。

　──もしかしなくても、あの姫の素す性じようがわかった気がした。

「白金？　今逃げていった二人は何？　君は何をしているんです？」

「琥珀か」

　城から出てきたのは琥珀と、何度か琥珀の腹心として白金との会談の際にも立ち会ったことのある双ふた子ごだ。

　剣を持っている黒い服の方が、少女二人が逃げた草むらへ走り寄る。そして、まるで犯罪者を捜さがすかのように周囲を見回していた。

　しばらく様子を窺っていたが、諦あきらめたのか口惜しそうに琥珀を振り返る。

「琥珀様、逃げられました。しかし、間違いないかと」

「……やっぱり……！　興味持つと思ったから警戒していてよかった……！」

「嫌な予感はしましたが、やはりという感じですね……」

　溜ため息いきをつく琥珀へ、碧あお服ふくの方が呟くように言う。一体なんだろうか、この様子は。

「無む謀ぼうな好こう奇き心しんと無む駄だな行動力があるゆえ。いっそ柱に縛しばりつけておいた方がよかったか」

「黒こく玉ぎよく、君は有言実行だから怖いです」

　双子が話し合っている。

「……あの少女らは、犯罪者か？」

「いやあの子たちは……」

「犯罪者みたいなものです」

　琥珀が大おお仰ぎような溜息をついて答えかけたものに、黒服が即答をねじ込んだ。碧服も頷うなずく。

「常に監視をしておかないと、どんな重大事件を起こすかわかりません。その危険性を考こう慮りよすると、この程度の表現をであっても不適切ではないかと」

「放っておくと周囲に多大な迷惑をかけることなど、まさに極ごく悪あく犯はんに類るい似じしてるしな」

　容よう赦しやのない言い分だが、琥珀が視線を逸そらして黙っている──ということは、事実か。

「──というか。もしかして……白金、彼女らが誰か……」

「しばらく会話をしていたが」

　琥珀が恐おそる恐おそる尋ねてきたので、正直に答えてやった。すると琥珀は頭を抱かかえ始める。

「何も、一番会ってほしくない白金に遭遇するとは……なんだコレ」

「どういう意味だ」

　失礼ではないか、世界の頂点に向かって。

「あの少女たちは、琥珀の妹姫と使用人ではないのか？」

「う」

　濁にごしても仕方ないのではっきり尋ねれば、琥珀がぎくっとした。

　そして、すぐに後ろを向いて腹心の双子たちと話し合いを始める。白熱しているようなので、白金がどさくさ紛まぎれに少女たちが逃げていった方へ足を向ければ、途と端たんに黒服が剣に手を添え白金の方へ向いた。

「いい度胸だな、王帝に対して」

「【聖乙女】は世界の至し宝ほう。いかに王帝とはいえ、無む闇やみに近寄る者に容赦いたしません」

「やはり、【聖乙女】だったか」

　納なつ得とくだ。

　琥珀は溜息をついてから、しぶしぶというように口を開いた。

「……そうですよ、さっき逃げていったのは、僕の妹──【聖乙女】と、その侍じ女じよの聖職者ヘリオドールです」

「なるほどな」

　予想通りだったので、別に驚きもしない。

「で、白金はどんな話をしました？　ナンパだったら怒りますけど」

「──自己紹介する前にいなくなってしまったから、会話に何の膨ふくらみも持たせられなかった」

「よかった……毒どく牙がにかからなくて……」

（どういう意味だ）

　正直に告げれば、あからさまに琥珀が安あん堵どの息を漏もらした。王帝に対し失礼だろう。

　内緒だが、本当はもうちょっと親密になりたかった──もちろん、【聖乙女】の方ではない。姫は美人だったが興味は持てなかった。そんな思いのまま正直に告げる。

「毒牙も何も。【聖乙女】に私はかなり、嫌われていたようだからな」

「えっ？」

「ものすごい美び姫きとは思うが、興味は失ったな」

「あ、そうなんです？」

　ぱっと表情が明るくなる。琥珀はいきなり笑顔になって白金を見た。

「何だ、先に言ってくださいよ……いやあ残念だなあ、ほら、興味あったみたいだから顔を合わせるくらいはしようかと思っていたんですが──」

「琥珀様は、何があっても王帝に聖女を会わせない、と誓ちかっていたかと」

「黙っていていいよ、黒玉」

　心にもない発言には、やはり心がこもっていなかったかと腹心の指摘に理解する。

「いやあ……そうですかあ、どうにかして一度挨拶させなきゃなあとか思い、面会させるかをこの二人……ああ、妹と一緒にいた侍女の身内なんですが──話し合っていまして、そうかあ、じゃあ会わない方がいいですねっ」

「いいえ琥珀様、我われ々われと今まで真剣に話し合っていたのは、いかにして王帝に【聖乙女】を諦めさせるかという内容だったと……」

「いやだから碧へき玉ぎよく、気を利かせなよ」

　満面の笑みで、琥珀が流りゆう暢ちように話す内容が明らかな噓うそであることは確定だ。

「【聖乙女】の地位と権力はとても魅力的だが、今後は式典など公務で会うだけで十分だろう」

「ああそう、いやあ、なるほどねえ」

　琥珀はよほど、白金と自分の妹の相性が悪かったことが嬉しかったのか、長い付き合いの中で一番の笑顔を見せている。

「けれど、【聖乙女】……うちの妹はかなり可か愛わいいでしょう？　見目だけでなく心も本当に美しいんですけどね。それは白金も会ってみてわかってますか？」

「……そうだな、造作の美しさのみは。心の美び醜しゆうは不明だが」

　嫌われたと言っているのに、何を尋ねてくるのだこの妹馬ば鹿かは。

　可愛いというより大人びた美人であったが、それは兄ゆえの見方だろうと理解した。

「私のことを警戒するあまり、一緒にいた少女──使用人のことを護まもるようにして立ちはだかっていたぞ。自分の方こそ護られるべき姫なのに」

「ああ、一緒にいた子は大人しいですからね、純粋で一生懸命で、【聖乙女】の世話役として常に寄り添ってくれてるんですよ」

「ああ、そんな感じだったな……」

　琥珀の妹が白金へ嫌悪を見せていたから、あえての気遣いで大広間へ行こうと必死に言ってくれていたように思えた。

「うちの妹、特に笑顔が可愛いと思いません？」

「……笑顔はまったく見られなかったな。睨んだり警戒したりの表情は、かなり見せてもらったが。……まあ、造作がよすぎて迫力あったぞ」

　思い出そうとするが、実は薄ぼんやりとしか覚えていない。ひとえに、使用人の少女のことばかり見ていたからかもしれないが。

「へえ、ほう、ふーん？　そうですかあ？　僕に対してはいつもいつも笑顔だからてっきりい。ほら白金って、王帝で世界で一番偉えらいですしい。まあ僕の妹姫は信仰の頂点である【聖乙女】ですどお？」

「あの姫が【聖乙女】であるのは、イメージ通りでだったな……神秘的な美人だったし」

　もちろん、使用人の少女の一挙一動は細かく覚えているのだが、とは胸中でつけ足した。

　琥珀が、上から目線でさらに言う。

「残念、【聖乙女】を狙ねらうとか嫁よめにするとか野心的かつ不ふ穏おん極きわまりない発言してたから神の逆げき鱗りんに触れたんですかねえ？」

（殴なぐってやろうか）

　このドヤ顔を。

（使用人の少女からの笑顔なら、是ぜ非ひとも見せていただきたいが）

　というか、独占したい。

　きっと、魅力的に違いないし。白金の心を癒いやして幸福にしてくれるに違いない──想像するだけで、とても心が温かくなるほどなのだから。

「申し訳ありません。うちの妹、普段は相手を毛嫌いしたりはしないんですがぁ」

　さらに無神経な琥珀が嬉しそうに緩ゆるむ口元をぎゅっと締め、笑顔を堪こらえて困った素そ振ぶりを大根演技のまま見せてきた。

「どちらかというと、相手が誰でもまったく気にしないで付き合うのに」

　下級使用人の少女と対等に接していたから、それはわかる。

「そうでもありません。城に到着してすぐ、庭に現れたサルに大好きな菓か子しを盗とられたと本気で怒ってましたし」

（私は野や猿えんと同じレベルか）

　やはり、気は合わないだろう。

（……あの使用人の少女は、この双子の身内らしいが……。どういうことだ？）

　明らかに身分が違うだろう。しかし、いくつか推測はできた。

（先祖代々忠誠を誓い、勤きん勉べんに働いてきた使用人のことは、下級上級構かまわず【身内】と称しようする者もいる）

　信頼ができる使用人は家族同様に扱うらしい。

　琥珀の腹心であるこの双子たちがどんな家いえ柄がらかは不明だが、とりあえず、深入りすべきでないと納得をする。

「ということで、結婚は撤回をする。残念だが、王帝としてより強固な力を得るには他の手法を考えよう」

「それがいいと思いますよ。白金は頭脳明めい晰せきで行動力もあり、王帝としての素質は申し分ないのですから。【聖乙女】が一身に集める信仰心を掌しよう握あくしなくとも、立りつ派ぱな王帝になれますよ」

　心にもないくせに、満面の笑みのまま称しよう賛さんまでしてきた。一国の王が王帝へ上から目線か。さすが琥珀である。

「ところで──」

「ところで？」

「……なんでもない」

　侍女のことを詳しく知りたい、と言おうとしたがやめた。

　ここにいる腹心二人との正しい関係がまだよくわからないないのだ。血の繫がりがない上に、密接するほど親しくしていたら、と思うだけでイラついてしまう。

（【聖乙女】の言葉を信じるべきだが……）

　異性とは親しくしない、近寄らない、と。身内にもそうあってほしい。

（琥珀に告げず──内緒で近寄るのが、一番だな）

　多少卑ひ怯きようだが、手段なんか選んでいられない。何がなんでも近づきたい。

（問題は、【聖乙女】の使用人であるということか……）

　式典が終われば【聖乙女】とともに聖域へ帰ってしまい、聖職者ヘリオドールでない白金はおいそれと会えなくなる。）

（とりあえず、どんな手段を使っても、式典までに親しくなっておく）

　少女もこのスフェーン城に滞在するだろうし。

（どうするのが最善の手段か……）

　琥珀は、妹姫が狙われている、と大間違いをして邪魔してくるかもしれないし、さらに双子の腹心にも警戒は必要だ。

（……どんな些さ細さいなことでもいいから、あの子のことを知りたいのに……）

　愚おろかなことに、白金は少女の名前すら聞いていないことに気づいた。

　自分がこんなに情なさけないとは知らなかった、もっとそつなく、なんでもできると思っていたのに──本気になると、この程度か。

（……情けない）

　思わず自じ嘲ちようしてしまう。

　こんなに必死になっている自分がおかしい。しかし、仕方がない。

（──こんなに、気になる存在に出逢ったのは初めてなのだから）

　恋愛感情に心を支配されてしまえば、王帝であろうがこの程度の男に成なり下がる。

　それを今、思い知っていた。
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「紅こう玉ぎよくが、あんなにキツく人を拒絶するとは、思っていなかった……」

「すみません、どうしても怪あやしさしか感じなかったので……っ」

　紅玉が困こん惑わくを隠かくさず、しかし反省はしているのか頭を下げる。

「翡ひ翠すい様が無防備すぎて、心配だったのもあります」

「だって……。大広間に行けるチャンスと思ったから……」

　──あの、知らない人から離れてすぐに自室に戻った翡翠と紅玉だ。即そつ行こうで下級使用人の服を脱いで沐もく浴よくをして、【聖せい乙女おとめ】のお勤つとめをしてからようやく落ち着いた。

「怪しさっていうけど……。大広間まで案内をしてくれようとしていた、優しい人だったのに。どうして？」

「……直感と言いますか。普通の青年ではないな、と思いました。なんというか、翡翠様のことをじっと見続ける様子も、何か裏がありそうで……警けい戒かい心しんがどうしても」

　紅玉が翡翠の髪かみを梳すきながら、申し訳なさそうに告げる。

「もしかしたら、翡翠様が【聖乙女】であることが、知られていたのかな、と思いまして」

「どうして？　【聖乙女】の顔を知っている俗ぞく人じんは琥こ珀はくたちだけよ？」

　基本的に、【聖乙女】が俗人と会う時は聖せい域いきとの境界線である齊垣いがき越しなので、たとえ王おう帝ていや国王であろうとも【聖乙女】の姿を見られることはない。見ようとする無法者も過去にはいたようだが、人はもちろん神によっても厳しく罰ばつせられてしまうのだ。

　俗人は亡なき両親や兄の琥珀くらいしか【聖乙女】の顔は知らないが、スフェーン城の使用人の中には何名か翡翠と顔見知りの者もいる。ただ、翡翠が国王の妹で【聖乙女】であることは知らない。

「そうなんですよねえ、翡翠様の正体を知らないだろうに、なぜ凝ぎよう視ししていたのだろうと。不気味です……」

「凝視されてた??　全然、気づかなかった……」

「翡翠様、【聖乙女】なのに……空気が読めない、というか鈍どん感かんですよね……」

「う」

　溜ため息いき交まじりに言われ、ちょっと傷ついた──しかし反論はできない。結構な頻ひん度どで黒こく玉ぎよくや碧へき玉ぎよくにも指摘されていることだから。

「けど……納なつ得とくはしたから」

　優しくて内気な紅玉が、あんなにあの青年を拒絶していた理由がわかってホッとした。

（私には、すごく綺き麗れいで、良い人のようにも見えたけどな……）

　そんなに怪しいとは思えなかったし、むしろ好感が持てたくらいだ。なんでこんなに紅玉と受け取ったイメージが違うのだろうとも考えるが、わからない。

「……紅玉の、思い過ごしとかじゃなく？　……あっ！　サル！」

「え!?」

　話の途中だが、窓の外の動く影に気づいた。髪を梳いてもらっている最中だったが、ばっと飛び出す──姿は見えないが、そこそこ大きいサイズの影が去っていったようなので、間違いない──いつも来ているサルだ。

「……大広間のご馳ち走そうでも、奪った帰りかしら……！」

「来た方向からして、ありえますね」

　紅玉も翡翠の後ろから、テラスを覗のぞき込んで頷うなずいた。

「あいつが現れると、リスや鳥のゴハンも全部なくなるんですもの。独ひとり占じめしないでみんなで仲よく分けて食べれば、私だって怒らないのに」

　おそらく城の裏の森に棲すみついている野や猿えんだろうが、翡翠とは不仲だ。

　ふと、翡翠は思いつく。

「サルの毛色とさっきの青年の服の色が似ていたから、悪意を抱いだいたとか？」

「さすがの私でも、そこまで狭きよう量りようではないです。色なんてあまり明るいところでもなかったので、はっきりわかりませんでしたし」

　紅玉の答えは、ちょっと意外だ。翡翠は彼の髪型から何から、全部覚えているのに。明るい場所ではなかったが、なぜか見えた気がした。不思議だけど。

「……というか、あのサルって、翡翠様がいる時にだけ現れるんですよね。好きなんでしょうか？」

「好き？」

「ええ、なついているというか……」

「そうかなあ……？」

　なぜか『好き』という単語の時に、先ほど大広間前で会った彼のことを思い出してしままった。

　紅玉は嫌っているので、内緒にしておくけれど。

　さらに紅玉は、もう野ザルの気配のしない窓にカーテンを引きながら言う。

「人ですら、聖職者ヘリオドールでなくば会えない翡翠様に会えているなんて、幸運なサルですよね。私は姿をはっきり見たことがないのですが、どのような野ザルなのでしょう？」

「私も、姿を見たことないからわからないの」

「は？」

　紅玉の質問に答えると、かなり怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめられた。

「姿を見たことが……鳴き声は？」

「ううん、一度も」

「──ホントにサルですか？　もしやそれって……」

「あ、またサル!?」

　カーテンを引いていない窓の外に、動く影のがあったのだ。だから確認しに窓へ寄ろうとしたのだが。

「翡翠、起きているかい？」

「あれ？　琥珀？　──あっ」

　トントン、と扉とびらをノックする音とともに、兄の声が聞こえた。

　それに意識が逸それた隙すきに、テラスの影がぱっと消えた──サルが逃げたらしい。

「ああ、もう寝るのかい？　申し訳ないね、そんな遅い時間に来てしまって」

「大丈夫、ご苦労様。祝しゆく宴えんは終わったの？」

「一応ね。……それで、ちょっと訊ききたいことがあって」

　琥珀は大広間から直行で来たのではなく、一度部屋に戻ったらしい。正せい装そうではなく、日常着に着替えているようだった。背はい後ごに従えた黒玉と碧玉はきっちり正装のままだが。

　一直線に翡翠の元に寄り、むぎゅ、と抱きしめながら琥珀が溜息交じりに言う。

「穢けがれなき【聖乙女】に寄るんだ、大広間でこびりついた負ふのオーラなんか付ふ着ちやくさせたまま、会いには来られないよ。禊みそぎ代わりの入にゆう浴よくをして身を清めてからでないと」

「琥珀様、王帝や各国の王おう侯こう貴族などの国こく賓ひんが揃そろっていた祝宴をかなり明確にディスっていますが」

「確かに、【聖乙女】を紹介してもらいたいと、欲を隠さず媚こびを売りまくる連中ばかりではあったが……」

　碧玉と黒玉がそんな琥珀の背後から指摘をしてきた。

「それで、私に訊きたいことって、何？　琥珀」

「うん、とても心配になったことの確認を取りたいんだよ」

　少し体を離してから、琥珀は翡翠の頰ほおを撫なでる。

「……前から思っていたが、琥珀様の翡翠様の愛めで方は、猫ねこにデレデレする愛あい猫びよう家かにやたらと酷こく似じしていないか？」

「年の離れた妹姫です、しかも幼おさない頃にご両親である前国王と前王おう妃ひも亡くなられているし……愛まな娘むすめを愛でる父親の心境、くらいに例えるべきですね黒玉、仮にも琥珀様は国王なのですから」

「仮じゃなくて、本当に国王だよ」

　黒玉と碧玉の会話に琥珀が口を挟はさむ。内緒話ではない、結構大きな声で喋しやべっていたので筒抜けは当然だった。

「あと、僕は翡翠と八歳しか違わないから。まだ二十四歳で若いんだ、今年十六歳の翡翠とは、そんなに歳が離れていないよ」

「けど、私を育ててくれたのは琥珀でしょ？　兄であり親だと思っているもの」

「八歳離れていれば、十分に歳が離れていると言えます」

　翡翠の言葉に碧玉の指摘が重なったが、翡翠の意見を優先して碧玉の意見は黙もく殺さつしたらしい。

「そっか、翡翠の唯ゆい一いつの肉親だから僕は特別扱いだしね……！　嬉うれしいよ本当に！　父上も早く死んでくれてよかったよ！」

「暴言です」

　本当だ、とんだ問題発言だ。悪気はなかったんだろうけれど。

「──というか翡翠！　君、さっき大広間の近くまで来ただろう？　逃げる後ろ姿を見たよ!?」

「ぎく」

　いきなり指摘されて、翡翠は挙きよ動どう不ふ審しんになってしまう。

「あ……っ、ほら、せっかくお城に帰っているのだし……っ！　やっぱり、俗ぞく世せの勉強はこんな時にしかできないから……っ！　だから、学びの心で……っ！」

「翡翠様、大広間に行くのは、王帝に懇こん願がんをするためって仰おつしやっていたような……」

「あわわ！」

　紅玉が口に人差し指を当てて、思い出すように指摘してきた。ギクっとしてしまう。それは琥珀に言ってはいけない。

「はあ!?　王帝に懇願って何!?　お兄ちゃんは反対って言ったろう!?　僕に内緒で会うつもりだったのかい!?　危険極きわまりないじゃないか！」

「あ、うん、琥珀は反対してたけど、やっぱり気になったから……。内緒じゃなくて、後で報告しようと思っていて……」

「駄だ目めだよ！　僕はその王帝の件で頭を抱かかえていたってのに！」

　そういえば、琥珀は真剣に何かを悩んで黒玉と碧玉と話し合っていたことを思い出した。それは王帝のことだったのか。

「ああもう……！　翡翠ったら！　君は王帝の人でなしぶりを知らないから！　容よう赦しやなくて自己中心的で利己的で人間として最悪な性格なんだからね！　近づいたら駄目だよ！」

「琥珀様、旧きゆう知ちの相手へその暴言は」

「いいんだよ、まったく間違っていないから」

　意見をした碧玉に琥珀は即答だ。

「それは、私も聞いたことあるけど……。そんな問題のある王帝と、琥珀は一番長く親しく付き合ってると教えてもらったことがあるような……。似てるところとかはないの？」

「────」

　何気ない質問をしたつもりだったのだが、琥珀が黙だまった。どうしたのだろう、何か問題があることを訊いたのだろうか？　紅玉が慌あわてふためき、黒玉と碧玉は笑いを堪こらえているが。

「……その王帝で、思い出したけど」

　しばらくしてから、こほん、と琥珀は咳せきを一つした。

「翡翠、さっき、とても気に入らないヤツと遭そう遇ぐうしたんだろう？　第一印象からよろしくなかったらしく、相性が最悪だったみたいに聞いたけど？」

「え？」

　キョトン、とする。一瞬、大広間前の庭で遭遇した彼が脳のう裏りを過よぎったが、翡翠が気に入らないわけもなく、第一印象も相性も悪かったとは思っていないので違うだろう。では誰だれのことか──首を傾かしげてしまう。

「さっき、翡翠が牽けん制せいした相手のことだよ」

「翡翠様が……？」

「……あ！」

　さらに続いた琥珀の言葉に、翡翠はもしかして、と思い当たった。

　慌てつつも確信を持って紅玉に顔を寄せ、耳打ちで伝える。

「ねえ、もしかしてさっきのサル？」

「え!?　野ザルですか!?　しかし琥珀様の仰り方ですと、王帝に関係がある相手のようですが……っ!?」

「ペットとか……？　どうだろう。ありえないかな」

　もしかして、王帝がスフェーンに連れてきているのかもしれない。そして城内を散歩させているとか──アリだと思う。

「な、なるほど……ペット……」

　翡翠と紅玉の会話を知らない琥珀は、さらに説明を続ける。

「彼は態度が悪かったろう？　どうやら一人大広間から抜け出して、翡翠に近づくための策を練ねっていたらしいんだ。もしかして翡翠の部屋に、窓からでも侵しん入にゆうしようとか、考えていた可能性すらある」

「え……っ!?　そうなんだ!?」

　これは驚いた。あのサルは大広間から食べ物を盗んできた後だったらしいし、翡翠の部屋の外を移動していたのだ。琥珀の忠告に思い当たることが多すぎる。

「そ、そういえば……！　テラスによじ登っていた影は見えたけど……！　あれは私の部屋に入ろうとしていたの……!?」

「な、なるほど……。だから、一度立ち去ってからまた来たのですね」

　紅玉も驚いて翡翠の顔を見た。

「え!?　本当!?」

　しかし、思わず声が大きくなってしまったその呟つぶやきは、琥珀に届いてしまったようだ。しまった、と翡翠が思うより前に、琥珀が前のめりになって肩を摑つかんできた。

「また来たって……!?　この部屋まで来たのかい!?」

「え？　う、うん……。さっき、テラスのところにいたみたいなんだけど……」

「おお、なんという……」

　こくこくと頷けば、琥珀が立ちくらみを起こしたように倒れそうになった──すぐに復活したけれど。

「いつの間に……！　どんな変態だよ！　翡翠の部屋にまで押しかけるなんて！　欲深き変質者！　ドスケベ！　ああもう、とんでもない狼おおかみだ！　獣けものだ！　こんな純粋無む垢くで真っ白で清らかで美しくて可か愛わいくて可憐な世界の至し宝ほうたる【聖乙女】に対して、そんな不ふ埒らちな行動を起こすなんて……！」

「琥珀様、さすがに言いすぎでは……」

「いいんだよ、事実だし」

　琥珀は冷静な碧玉の指摘をさらりと流してしまう。

「狼じゃなくて、サルだと思うんだけど……」

「そうサル！　エロザルだよ！　ドエロザル！　さすが翡翠！　うまいことを言うねえ！」

　こちらは流すことなく真っ向から受け止め抱きついてきた。

「こんな暴言をかまして、いいんでしょうか？」

「ともかく！　アレが要注意であることは確定したので、絶対に近寄ったら駄目だよ！　可愛い可愛い僕の翡翠！　世界中の信しん仰こうを集める【聖乙女】が、あんな穢れた魂たましいに近寄ったら大変だ！」

「う、うん……。私もいろいろと思うところはあるし、現状の、あの自分だけよければいいって考えている態度は許せないから……わかった」

　こっくり頷いた。

「絶対だよ！！！」

「くるしい」

「離れてください」

　さらにぎゅううううう、と抱きしめてくる琥珀だが、しかし翡翠が苦しむとすぐに黒玉が救出してくれた。

「あ、あのサルと会っちゃいけないのはわかったけど、その前に会った人はどうだろう？」

「って、誰のことだい？」

　一応、琥珀を心配させないために確認を取ろうと思う。なので正直に訊けば、琥珀は誰のことを言っているのかわからないらしく、碧玉と黒玉と顔を見合わせた。

　大広間前の庭で翡翠と紅玉が逃げるところを見ていただろうに、あの綺麗な彼には気づかなかったのだろうか？

　──翡翠なんて、真っ先に思い浮かべてしまうほどとても気になっている紳しん士しなのに。

「ほら、とても親切だった……」

「ああ。そういえば、翡翠様は厨ちゆう房ぼうにいた少年にお世話になっていましたね」

「出る時にも、挨あい拶さつの声をかけられていたしな」

　碧玉と黒玉が思い出したように頷く。

「あ、それは、もしかしてお庭で会った少年のことですか？　翡翠様。親切にしてくれましたね」

　紅玉もそれに同意してしまう。

「あ、それはちが……」

「子供かい？　ああ、まあ、恩おんがあるならお礼くらいはいいよ」

「────」

　アゲットじゃなくて大人の、と翡翠は言おうとしたが、タイミングよく琥珀が納得したように口を開いて翡翠の言葉を遮さえぎってしまった。

「ただ、あんまり接近はしないように。君は【聖乙女】なんだから。ちゃんと結ばれるべき相手以外の異性に、必要以上に近づくのは許されないよ」

「……うん」

　違うとか言いにくいし、説明もしにくい。

　なので、黙って頷いておくことにした。まあ、いいかと思う──別に、庭で会ったあの彼にだって、会っても問題はないだろうし。

（名前、聞きたいなあ……）

　何も知らないままだから、余計に気になる。

　だから──明日にでも、城の中を巡めぐって彼を探したいと思う。

（また、会えるといいな……）

　彼の姿と声こわ音ねを思い出すだけで、心があったかくなるのが不思議だった。

　彼のことをいろいろと知りたいと思う。名前や、何をしているのか、とか。

　考えるだけでとても心が満たされる気がして、自然と頰が緩ゆるんでしまう──気持ちがホワホワとする。なんだろう。

　とても、翡翠を幸せにしてくれる不思議な感覚で。




　──こんなこと、生まれて初めてだ。
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「こんにちは。先日はありがとうございましたー」

　借りていた服は自分で洗せん濯たくをして、無事に乾いたから礼をかねて返へん却きやくをするために、翡ひ翠すいは厨ちゆう房ぼうへ向かう。

　自分の服を着ていると素す性じようがばれてしまうかもしれないので、翡翠は昨日きのうに引き続き使用人の服を着ている──とはいえ、上級使用人のドレスではあるけれど。

　ひょこ、と顔を出せば、中で働いていたみんなが一いつ斉せいに翡翠を見た。

「おやヒシィ、大丈夫だったのかい!?　逮たい捕ほされたから心配したよ!?」

「ヒシィ、生きていてよかった！　即刻死罪になったって聞いていたから！」

「城内警備隊に捕つかまった後、国外追放されたって私は訊きいたよ!?」

「えええええ」

　なんだか、とんでもないことになっていた。慌あわてて違う違う、と説明をする。

「だ、大丈夫だから……！　ただ、私を迎えに来ただけだし……あの二人は」

「なんと！　城内警備隊がわざわざ捕ほ獲かくに来るって何をしたんだい！　こんな可か愛わいい顔をして……！」

「えーと……勝手に抜け出したから、怒られただけだから……っ！」

「牢ろう屋やを抜け出した!?」

　駄だ目めだ、どう説明しても翡翠が犯罪者という前ぜん提ていになってしまってる。

「城内警備隊ってスフェーン城には存在しないよ、彼らはそう言ってたけど、まあ、それもウソっぽいね」

「え？」

　翡翠を取り囲んで驚きよう愕がくしている厨房の大人おとなたちから離れたところで、溜ため息いき交まじりの声が聞こえる。見ると、アゲットがジャガイモの皮を剝むいていた。

「あ、アゲット。昨夜ゆうべはありがとう」

「困った時は、お互い様だから」

　クールな返答だが、アゲットの呟つぶやきで大おお騒さわぎしていた厨房のみんなが、ああ、と少し落ち着いた。さすがというか、本当にありがたい少年だ。

「あの後、大広間には行けた？」

「ううん、すぐに部屋へ戻ったの」

　答えつつ、はい、と包みを渡す──これは今け朝さ、紅こう玉ぎよくと一緒に焼いたクッキーだ。【聖乙女】らしくない、と碧へき玉ぎよくや黒こく玉ぎよくは言うが、翡翠は菓か子しを食べるのも作るのも好きである。

「……どうも」

　受け取ったクッキーの包みを凝ぎよう視ししている、そんなアゲットに昨日からずっと気になっていたことを尋たずねようと翡翠は思う。

「でね、アゲット。昨夜、庭にいた彼が誰だれか知ってる？」

「なんで？」

「あ、えーと。……私、ろくにお礼が言えないまま別れてしまったから……気になって」

「──俺も、あまりわからない」

　勇気を出して尋ねたけれど、アゲットの返答は翡翠の期待していたものと違う。

「そっか……」

「あー……」

　しゅん、となった翡翠の様子をじっと見ていたアゲットが、溜息をついた。

「ちょっと、席を外すよ」

「アゲット？」

　そうしてから、ジャガイモの入った籠かごをテーブルに置いて椅い子すから立ち上がる。どこに行くのだろう、と思って目で追っていれば、背中越しに声をかけられた。

「……庭に出ないか？　いい天気だし、少し気分転換をしよう」

「あ、うん」

　頷うなずく。そしてアゲットについて翡翠は入ってきた扉とびらとは違う──昨日、ウパに連れられて入った扉から出た。

　裏庭に出たのだが、綺き麗れいに整えられていて使用人たちの憩いこいの場になっているのがわかる。そんな庭の向こう──芝しば生ふの上に、長身の影を見つけて翡翠は思わず立ち止まった。

「──あ……」

「──やはり、厨房で待っていてよかった」

　驚いた──そこに立っていたのは、翡翠が昨晩出会った青年──また会いたいと思っていた、彼だ。

「どうして……？」

「どこで働いている者なのかは、服装である程度は予想がつくからな。昨夜、出逢った時の服を調べたところ、厨房で働く下級使用人たちが着る服だとわかったゆえ」

　ゆっくりと近づく彼の姿をじっと見つめる──ああ、月と外がい灯とうの灯あかりの下で見るよりもとても鮮あざやかな髪かみと目の色をしている。眉び目もく秀しゆう麗れいとは彼のような人を言うのだろう、女の翡翠よりもよほど綺麗だと思った。

　翡翠を眺ながめてから、彼は苦笑を漏もらす。

「厨房で働く使用人……と思ったが、今日の服からして違うようだな。上級使用人だったのか？　なぜ、昨日は下級使用人の服を着ていた？」

「あ……っ、昨日の服は、いろいろあって厨房から借りただけなの……」

「庭の花か壇だんで転んで、泥どろだらけになったからね」

（あわわ）

　アゲットがぼそっと呟いたことに、翡翠は焦あせる──かっこわるいから、内ない緒しよにしていたかったのに。

　アゲットはそんな翡翠の気持ちを知らずさらに続けた。

「花を護まもったんだ、それで、ヒシィ自身は顔まで泥だらけになった」

「優しいんだな」

　しかし彼は感心したように呟いた──よかった、マヌケと呆あきれられなかった。

「じゃあ俺は、用事があるから」

「あ……っ、アゲット？」

　しばらく黙だまっていたら、アゲットは踵きびすを返したので、慌てて声をかける。

「あ、ありがとう」

「────」

　礼を口にすれば、振り向かず黙って手を上げて答えてくれる。そしてそのまま、建物の角を曲がってしまったのでアゲットの姿は見えなくなった。

「あ、あの……」

　どうしよう。二人きりになってしまうと、どうしていいかわからない。

「昨夜は……、ありがとう、ございました」

「ああ、それか」

　彼の目元が和やわらぐ。ホッとした──すごい、彼の笑顔一つで、翡翠の体の硬かたさが途端に消えた。魔法のようだ。

　彼は首を横に振って、翡翠に謝しや罪ざいしてきた。

「いや、大広間に案内できず残念だったが……。あの後は、部屋に戻ったのか？」

「あ、はい……っ」

　一生懸けん命めいに頷けば、彼が再び笑った。

　ホッとした──そんな自分に、翡翠はどれだけ硬くなっていたのか、と自問自答する。

「わ、え？　え？」

　するといきなり、手をぎゅっと握りしめられた。

「向こうに、ゆっくりできる場所がある。行こう」

「ふわ、はいい……っ」

　びっくりだ、大きい手だとか、しなやかそうに見えるのに実は硬いとか、思っていたより温かいとか──ぐるぐると考えてしまう。

　そうしているうちに、緑の木々の中に少しだけ開けた場所に出た。

「あそこへ行こう」

「はははい……っ！」

　誘導されるまま、芝生の方へ歩くと、小さな噴水がある。こんなところがあったのか、と感心して眺めていると彼が石のヘリに座った。とても古いけれど蔦つたが生はえていたり雰ふん囲い気きがよくて、まるで一枚の絵のように似合っている。そう思いつつ眺めていれば、彼が自分の横に座るように翡翠を促うながした。

「で、では失礼しまして……」

「遠えん慮りよなく」

　ペコリと頭を下げて座ると、彼が答えてくれる。

　そして、真横から翡翠の顔を覗のぞき込むようにして彼が訊いてきた。

「同行されていた姫の機き嫌げんは？」

「はい、平気です」

「あの後は、大丈夫だっただろうか」

「はい、ご心配なくっ」

「よほど、私のことを嫌きらっていた様子だったゆえ、少し心配になったが」

「いいえ、大丈夫ですっ」

　気づけば、俯うつむいてしまってただ返事をするだけになっている。

（こ、これじゃない気がする……!!）

　なぜだろう、一生懸命に会話らしいものを頑がん張ばっているつもりなのに。こんなに素そっ気けない返事ばかりだと、嫌われやしないだろうか。

（どうしよう……っ。言葉が、すっごく下へ手たすぎる……）

　もっと気の利きいたこととか、楽しいこととか言えるつもりだったのに。

　実は翡翠は、昨日からずっと考えていたのだ。

　もし会えたらこんな話を、こんなふうに接して、とたくさんシュミレーションをしていたのに、その何一つ実じつ践せんできない自分がもどかしい。

　二人でいるのはすごく嬉うれしい。嬉しすぎてはしゃぎだしそうだ。しかし、それは迷惑だろうと思ってしまって、どう動いていいかわからない。

　混乱していると、彼が眉まゆを顰ひそめて翡翠に少しだけ寄った。

「はわわ」

　ばっと離れる──しまった、彼が目を丸くしている。

「……私との会話は、面おも白しろくないか？」

「そそそそんなことないです！」

　傷ついたように表情を曇くもらせる彼へ、ブンブンと首を横に振って否いな、と答えた。すると、安あん堵どしたような笑みが送られる──綺麗すぎて、視線が奪われた。

「よかった。私は、ずっと会って話したかったから」

「────っ」

　そう言ってもらえて、とても嬉しい。頰ほおが緩ゆるみそうだ。

　そんな翡翠に、さらに彼が尋ねてきた。

「──名前を聞いていなかったのだが、先ほどの少年が言っていたヒシィであっているか？　私もそう呼んでいいだろうか？　私の名は、白しろ金かねという」

「あ、白金……さん？」

　ヒシィではなく本当の名前を言おうと思ったのだが、彼が名乗ってくれたことに意識が向いてしまって訂てい正せいし損そこなった。

「白金、と呼び捨てでいい。その代わり、私も君の名前をヒシィと情を込めて呼ばせてもらおう」

「あ……はい」

　なんだろう、彼──白金からの提案はとても翡翠の心をとても弾はずませてくれるものだ。嬉しかったし、ここで『名前は翡翠です』なんて注意するのもタイミングが違うと思ったので、ヒシィでいいか、と思ってしまう。

（けど、白金って名前……聞いたことがある？　んー、どこでだろう……？）

　もちろん、ウキウキする心の隅ではちゃんと冷静な自分もいて、疑問を投げかけてきていた。

　首を傾かしげて考える──普段ならぱっと思い浮かぶほど『わかっている』気がするのだが、ずっと頭がホワホワしているせいか、どうも思考がまとまらない。

「ヒシィ」

　そんな翡翠をじっと見つめながら、彼──白金が口を開く。

「私が誰か、わからないか？　【聖乙女】に近しい者なら、大たい概がいがわかるかと思うのだが」

「え……っ、【聖乙女】にって……。もしかして、私が誰かわかるの？　白金さん……？」

「白金、と呼んでくれ。他人行ぎよう儀ぎは本意ではない」

「あ、はい」

　優しく咎とがめられ、翡翠は首を竦すくめた。なんだろう、こんなふうに言われると妙にくすぐったい。

「実は昨夜、ヒシィたちが離れてすぐに琥こ珀はくが現れたのだが、その時に話をしたんだ」

「えっ!?　白金さ……白金って、琥珀と知り合い!?」

「ああ、旧きゆう知ちの仲だ」

「ええー……」

　びっくりで予想外だが、しかし白金は大広間での祝しゆく宴えんに参加していたのだから当然かもしれない、と思い直す。何せ主しゆ催さい者しやは、琥珀なのだから。

　翡翠は納得をしたが、白金は不思議そうに翡翠を見つめてきた。

「……琥珀は、このスフェーンの国王だろう？　呼び捨てにしていいのか？」

「あ、それは……あんまり私との差を感じたくないからって。琥珀の方から言ってきたから……」

　年齢差を感じたくないから、【お兄様】とは言わないでくれ、とお願いされていたのである。

「あれ？　白金も琥珀を呼び捨て？　他の国の王様たちとは違う？」

「私も、お互いに差を感じたくないから呼び捨てにし合うことにしたんだ」

「さすが、旧知の友……」

　思わず呟けば、『友？』と口が動いたが特に否定はない。どうしたのか。

「なので、実はヒシィの素性はわかっている。そもそも、琥珀の私有地から現れた段階で、大体の予想はついていたのだがな……思った通りだったので驚きはない」

「そうなんだ……」

　翡翠の方は驚いたけれど。

　琥珀と旧知だし白金は以前から翡翠が【聖乙女】であることを知っていたかもしれない。

（まあけど、その方が安心できるかも）

　素性を隠かくさなくてもいいのはありがたい。白金には噓うそは言いたくなかったのだ──そんなことをして嫌われたら哀かなしすぎるし。

「ところで、王おう帝ていについてどのくらいヒシィは知ってる？」

「え？　政まつりごとや世界の統治に関しては、今までの王帝の誰より優れていると、琥珀からも聞いているけれど……」

「そうか」

　怪け訝げんそうに訊いてきた白金の声こわ音ねに、安堵の色が混ざる。

「けれど、冷れい酷こくで残ざん虐ぎやくで、命を軽く見ていて加減というものを知らない嗜しぎ虐やく性せい高い征服者、とも言っていたわ」

「…………」

　なぜだろう、白金が黙った。

「……琥珀め、あとで問いつめてやる……」

　剣けん吞のんな声音の意味がわからない。

　心配になってじっと見つめていたら、白金と視線が合う。すぐに、表情を和らげてから苦笑を漏らした。

「そんな話より」

　白金が、そっと翡翠の手に自分の手を重ねた。

「式典のために、スフェーン城へ来ているのか？　【聖乙女】のご一行は」

「うんそう、だから式典が終わったら、また聖せい域いきに戻らなきゃ」

「……ヒシィも？」

　白金は何者なのか尋ねるタイミングかな、と思った時に、低い声音で尋ねられる。とても胸に響ひびく綺麗な声音だ──さらに、澄すんだ双そう眸ぼうでじっと見つめられてしまうと困こん惑わくするしかない。

　──なんだろう、ずっとドキドキしている。

　聖域に飾られた神の御み姿すがたみたいに白金は美しいのだ──いや、もっと生命力に溢あふれているから少し違う。

　けれど、他に称しよう賛さんの例えが見つからない。

「私の住む場所は、聖域だから戻るわ」

「──そうか、聖域へ戻るのか……」

「うん、そう」

　正直にこっくり頷く。答えるまでもない、翡翠は【聖乙女】なのだから。

「……寂さびしいな」

「え……？」

「とても、哀かなしい」

「なぜ？」

　柳りゆう眉びを顰めて、小さく呟かれた言葉へ疑問を投げる。すると、白金は何も言わず、翡翠の手に添えた手に力を込めた。

「白金、何……？」

「……そうか」

　考える素振りを見せるのに尋ねると、白金は己おのれの掌てのひらで包み込んでいた翡翠の手をそっと摑つかんで持ち上げる。

　何をするのか、と眺めていたら、ゆっくりと翡翠の手の甲こうへ口を寄せた。

「……白金？」

「私にとっての女神は、ヒシィだ」

　まるで誓ちかいをたてるように、白金は恭うやうやしく手の甲へ口づけた。

　その姿はまるで、父なる神に跪ひざまずく聖人のようだ。

　永遠に揺ゆるがない、固い決心と絶対的な信しん仰こうを胸に秘めているような──そんな強さすら感じる。
















（──女神……ああ、私は【聖乙女】だから？）

【聖乙女】でいて、神の生まれ変わりなのだ。

　神の御み霊たまに寄り添う翡翠──【聖乙女】を神と崇あがめる信者は世界中にいる。白金の誓いも、そのようなものの一つだろうとはわかっているけれど。

　なぜだろう。その言葉は賛さん美び歌かよりも、心を清らかにしてくれる旋せん律りつに聞こえた。

　白金の心が、翡翠に寄り添ってくれたように感じる。

　──嬉しい、と本当に思う。
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「【聖せい乙女おとめ】降臨祭カーニヴアルの後、すぐに即位承認式をしたい？　翌日にでも？　なんでです？」

「いろいろと、滞たい在ざい期間中にやりたいことができたから」

　──【聖乙女】降臨祭の当日だ。【聖乙女】を信しん仰こうする世界中の王おう侯こう貴族が集まり、厳おごそかな式典は大聖堂で行われる。

　その準備に勤いそしんでいた時、琥こ珀はくは親友でいて[image: 〓][image: 〓][image: 〓][image: 〓][image: 〓]、尊そん崇すうする王おう帝ていに呼ばれ王帝専用の貴き賓ひん室しつへ顔を出した。

　室内の中央にある玉ぎよく座ざのような椅い子すにもたれかかる白しろ金かねは、さすがの品格と迫はく力りよくだ。なまじハンパなく美しい男だし、生まれ落ちた瞬間から世界の頂点に立つことを決められていた王者だ。血筋も権力も美しさも自じ負ふしている琥珀ですら、圧倒されてしまう。

「どうでもいいが、なぜ、【聖乙女】降臨祭は大聖堂で行うのに、わざわざ【聖乙女】や聖職者ヘリオドールを一度、世せ俗ぞくにまみれたスフェーン城に招くんだ？」

「創世時代より、そういう決まりなもんで」

　呼び出しておいてどんな話だよ、と思いつつの返答だ。【聖乙女】は普段、【神】の居住区である聖せい域いきにいるが、降臨祭の時だけは俗ぞく界かいに戻り、俗ぞく人じんたちに近寄るべし、という決まりがあるからだ、とは教えてやらない。面倒くさいので。

（まあ、【聖乙女】に興味ないみたいだから、詳しく教えてやってもいいけど）

　あんなに可か愛わいい翡ひ翠すいに興味ないとか琥珀の価か値ち観かんでは正気の沙さ汰たではないので何度か鎌をかけてみたのだが、やはり反応は薄かった──ので、よしとしている。

（けど、なーんか……引っかかってるしねえ……）

　どうにも腑ふに落ちないこともあるのだ。ただ、それが何かわからない──虫の知らせ、というものなのか。

「即位承認式の件以外にももう一つ。式典がすべて終わってからでいいのだが、頼みがある」

「なんでしょう？　これ以上僕のストレスにならないように。かつスフェーン王国に有ゆう益えきとまではいかなくとも、せめて迷惑をかけない程度のお願いにしていただきたいんですけど」

　白金の前に置かれた椅子に座り、使用人が運んできた茶を飲んで言う。

「……お前、王帝に対してのその最悪な態度は、本当に改善する気がまったくないんだな……」

「いやいや、実質ナンバー２の実力者として、ナンバー１の王帝閣かつ下かへ、僕なりの尊崇の意思を見せてるつもりですが。ほら、一応敬語使ってますし」

　言えば、なぜか睨にらまれた。

「ただ尊敬していないので、素直に態度に出てるかもしれませんねえ」

「そうだな」

　即答の上、溜ため息いきまでつかれる。各式典の準備で死ぬほど忙しいところに、ワケのわからない呼び出しをしてきた暇ひま人じん王帝に対して、琥珀の方こそが呆あきれてやりたいのに。

「琥珀、お前の妹……【聖乙女】には、侍じ女じよがいたな」

「ええ、かなり仲良しで姉し妹まいのように育った子がいますよ。庭で白金が妹とばったり出くわした時に一緒にいた少女のことですけどね」

「彼女が欲しい」

「は？」

　いきなり告げられた内容に、琥珀は優秀な自分らしくないとぼけた声を上げてしまう。

「えーと。……侍女？　君、男なんだから従じゆう僕ぼくの方がいいんじゃないの？」

「違う、そうじゃない」

　わかりにくかったので確認を取ったのだが、否定された。異性の使用人を側そば仕えにすることは、色気を含む役目があると思われても仕方ない。その指摘をはっきりするのも憚はばかられたので言葉を濁にごした上品な琥珀だったのだが。

「惚ほれたんだ」

「え？」

　一瞬、聞き間違えたと思った。

「私の妻にする」

「……なんの冗じよう談だんです？」

　冷れい酷こくで無慈悲で、他人へ愛情どころか気き遣づかうことすらできないであろう感情欠落人間が、どんな妄もう言げんを吐いているのか。

　椅子の背もたれに寄りかかり、不ふ遜そんな態度のまま断言されても怪あやしいし、誠意が感じられない。まあ王帝だから謙へりくだらなくともいいのだが、気持ち的に一応。

「冗談なものか。昨夜、庭で会って一目惚れをし、それからずっと忘れられない、思い続けている」

「はあ？」

「文字通り、夢中だ。彼女のことしか考えられなくなっている──自分でも驚いている、まさか、こんなに他人に夢中になるなんて」

　まさしく同意ですね、とは言ってはいけないのだろう。ただ体は正直なので、無意識に思いきり頷うなずいていたが。

「……一目惚れとか、会ってすぐとか。相手のことも知らないのに、簡単に恋愛感情どころか妻とかってありえないんですけど……」

　ドン引きしている心情をそのまま表情にして言ってやったのに、白金は悪びれず当然のように言う。

「なぜだ？　父の代では生まれた時から結婚相手は決まっていたぞ。初めての出会いが結婚式当日だったらしいが、両親は見事な相そう思し相そう愛あいのままでいた」

「性格に問題がない、人格者だったからでは？」

「お前の暴言には、底がないな」

「それはどうも」

　本気で訴うつたえているのに、称しよう賛さんはやめてほしい。

　とりあえず、大きな深呼吸をして乗り切ろうとする。

「……まあ、確かに第一印象は大切って言いますけどね……。出会った瞬間に恋はきまるって説を唱となえる学者もいるくらいですし」

「そういう意味では、琥珀の妹には初対面から睨まれたからな。【聖乙女】と私は、相性が最悪なんだろう」

「あーそうなんですかぁそれは仕方ないですよねぇ」

「いきなり上じよう機き嫌げんになったな……」

　当たり前だ、もし第一印象が最高とか一目惚れしたとか言うなら、即行でスフェーン王国から出て行ってもらう。当然、大聖堂にも寄らせないから即位承認式も中止でだ。

（にしても……冗談や戯ざれ言ごとを言っている感じでもないんだよねえ……）

　琥珀は、先ほどからずっと白金の表情を窺い見ていた。

　結論としては、『こんなに真しん摯しな白金は初めて見た』である。本気としか思えない──

「本当に、惚れたんですか？　一時の気の迷まよいとか興味本意でなく？」

「ああ、もちろん。私らしくもなく、正直自分でも戸惑いもあるくらいに本気すぎて、どう対処していいかわからない」

「へえええ……」

「苦しいほど想いは募つのっている」

「はあ」

　かなり真剣そのものだが、琥珀はそんなに惚れてしまったのか、とただただ驚くばかりだ。

　──こんなに非道な王帝なのに。

「頼む」

「ちょ……っ」

　──これは、なかなかに衝しよう撃げきだ。

　周囲に誰だれもいなかったのはよかったとはいえ、慌あわててしまう──王帝が（最強国とはいえ）一国の王なだけの琥珀へ頭を下げるなんてやめてほしい。繊せん細さいでナイーヴな心がパニックし始めている。

　こうなってしまうともう、疑う余地はなかった。

「……つまり、本気なんです？」

「ああ」

　躊躇ちゆうちよもなく、すぐに白金が頷く──琥珀はただ、感心するばかりである。

　生まれた時から王帝となることが決まっていた白金は、幼年期にはすでに容よう姿しも頭脳も才能も何もかもが（琥珀視点で）琥珀と張るくらい優秀だったのだ。

　手に入れられないものは何もない、まさしく世界の頂点たる人生を驀ばく進しんしている。

　自分が望まなくとも何もかも手に入るせいか、白金は幼おさない頃から物事に対する執しゆう着ちやくが驚くほど淡たん泊ぱくなのだ。

（そして、人格形成に多大なる問題を引き起こしてしまった、と）

　完かん璧ぺきである者は、完璧でない者の苦労や辛つらさを理解できない。白金はその典型で、感情が欠落しているかのような冷たさだ。執着もないし、去る者は追わずであったのに、なんだろう今回に限ってのこの熱烈さは。

　それなのに。

　黙ってマジマジと顔を眺ながめている琥珀をどう思ったのか、白金は眉まゆを顰ひそめて低い声こわ音ねで呟つぶやくように言った。

「……もし、琥珀やお前の妹──【聖乙女】が許してくれないなら」

「許すのは難しいと思うんですけど……」

　琥珀が困こん惑わくそのまま答えると、白金は意志の強さそのままにはっきり断言した。

「強引に奪ってやる。無理やり、連れて行く」

「はあ？」

「私だけで、独占したいんだ」

（おいおいおい……）

　駄だ目めだ、重じゆう症しようだ。こんな白金は知らない。こんなにはっきり、欲しいと懇こん願がんしてくるなんて──予想を超えた衝撃三ざん昧まいである。

「……わかりました」

　ここまで言われたら、駄目とは言えない。断って誘ゆう拐かいされるか、了承して堂々と奪われるか、二者択たく一いつしかない気がする。

「……ああ。自分の大好きな侍女が汚らしい世界権力に奪われるだなんて……翡翠は哀かなしむだろうなあ……」

「失礼なことを言うな。嫌きらわれているのを無理やり、ということではないぞ。ちゃんと彼女が私に好意を抱いだいてくれているかは先ほどちゃんと確認したつもりだ」

「……って、会ったりしてたんですか……？」

　いつの間に。

　ここ数日は忙しすぎたので、琥珀は白金ごときは頭の隅にも置かなかった。

「お前、私のことをヒシィに、冷酷で残ざん虐ぎやくで、命を軽く見ていて加減というものを知らない嗜しぎ虐やく性せい高い征服者、とも言ったそうだな」

「言ってませんよ」

　ああなるほど、こういう話をしているのか。なかなか色気がない。

「本人が、琥珀から聞いたと断言していたが」

「妹に言っただけです」

「ならば、侍女のヒシィに伝わって当然だろう」

「そうですねえ、横にいましたし」

　事実を告げただけなので、睨まれる筋合いはない。

「ま、ともかく」

　しかし白金がこれ以上機嫌悪くなるのも面倒くさいので、話を変えることにした。

「──まあ、本人たちが幸せなら僕がどうこう言うものでもないですけどね。ただ、黒こく玉ぎよくと碧へき玉ぎよくが許すかどうか。まさか、自分たちの妹が王帝の嫁よめになるとか……うーん、どう思うんだろ」

「──今はいないようだが、ヒシィはあの双子ふたご侍従の本当の妹なのか？」

「ヒシィって愛称？　何君、ニックネームで呼ぶほどの仲にいつの間にかなってるとか？　それとも脳内恋人設定？　うっわイタい」

「いいから答えろ」

　浮かれポンチなバカップルのようで、思わず引いてしまう。しかし、そんな態度も気にせず白金は、どんな時でも偉えらそうで何様だ（王帝様だ）と呆れつつ、とりあえず答えてやる。

「黒玉と碧玉の実の妹ですよ。彼女は紅こう玉ぎよくですし。名前が似てるでしょう」

「……紅玉……。なるほど」

　満足そうに頷いた。白金はやたら綺き麗れいな顔をしているので、無表情のままだと迫力があるのだが、鉄てつ面めん皮ぴゆえいつも不機嫌そうでもある。なのに、今は表情が明るい──それだけ、ヒシィに対して本気ということか。

（にしても、紅玉をニックネームって……。ヒシィって、どういう経けい緯いでつけたんだろう。紅玉にニックネームがあったなんて、今まで聞いたことないし）

　せめてベニィとかではないのか。ヒシィなんて名前は、どちらかというと翡翠の方が関連性がわかりやすい呼び方だ。

（……ん？　なんだろう）

　どうだろう、琥珀の胸に一瞬だけ妙みようなざわつきを感じた。なんだ一体。

「ああ、そうだ琥珀」

「なんです？」

　ふと思い出したように白金が声をかけてくるのに返したら、思った以上に剣吞に睨まれた。

「必要以上に、ヒシィに馴なれ馴なれしくするな。私のものになるんだからな」

「……しませんよ」

　なんの威い嚇かくか。身に覚えがない。

「名前の呼び捨ては、絶対に許すな。明らかに地位に関係なく付き合うという表明になる。そのようなことは、私だけがすればいい」

「はあ」

　今までもこれからも、そんなことをする気持ちはないので、一応返事はしたのだが、白金は何を警戒しているのかさらに続けた。

「今ですら私より近しいところにいることが不ふ愉ゆ快かいなのに、特別扱いなんぞして点数稼かせぎはするなよ、殺すぞ」

「しませんってば」

　初めての恋愛感情に暴走しすぎてどこか故障でもしたのか、この王帝は。

「……一応の確認だが、聖職者も婚こん姻いんはできるんだろうな？　一生神に仕えるゆえ禁止、ということはありえるのか？」

「ええまあ、司祭などの高位な聖職者の許しがあれば……紅玉の場合だと、【聖乙女】の祝福を受けて結婚の許可を得ないと駄目だと記憶していますが」

　琥珀は聖職者でないので詳しくはないが、なんだかそんな話を碧玉から聞いた気がする。

「面倒くさいな、他人から了承を得ないと駄目なのか」

「結婚する相手が同じ聖職者なら何も変わらないですけれど、相手が俗人ならば敍じよ階かいして聖職者となってもらうか、自分が還げん俗ぞくして聖職者を辞めるかしなければ結婚できないのが決まりですから」

「私は王帝ゆえ、敍階は無理だな。還俗してもらうのは仕方ない」

（それだけかい）

　人生を【聖乙女】に、というか翡翠に捧ささげると誓っていた紅玉の人生を曲げるくせに、何を満足そうに笑んでいるのか、この鬼き畜ちく王帝は。

「というか、白金は最初、【聖乙女】を嫁にするとか言ってたのは、結婚しても還俗しないままだと思ったからじゃないですか？　それとも……」

「いや、現【聖乙女】を還俗させてしまい、次の【聖乙女】には私の息がかかった者を立てられればと思っただけだ。元【聖乙女】が妻、というのも権力の象徴の一つになるしな。無駄が何もない」

「……人でなしですねえ」

　忌き憚たんなき意見だ。

　こんな非ひ道どい男には、一人だけ例外の存在がいると教えてやる必要はない。

（……【聖乙女】だけは、特例で【俗人】と結婚ができる場合がある。まあ、条件もあるけど）

　その条件が不ふ穏おんすぎるので、琥珀に説明する気はない。特に、白金には。

「私と最悪の相性だった、琥珀の妹姫の真ま名なは何だ？　代々、【聖乙女】は顔だけでなく真名も明かされないな」

「そう簡単に、教えられるわけないですよね」

　さりげなく問われたが、絶対に教えるものか。

「真名は魂たましいの名前ですし。言こと霊だまが通用するゆえに、呪じゆ術じゆつなどに使われたら困ります。だから、内緒です。白金はうちの妹姫を嫌ってるようですから特に」

「真名を知ったところで、鬱うつ陶とうしい画策なんぞするか。どちらかというと、そういう陰いん湿しつなやり方は琥珀が得意じゃないのか？」

「失礼ですねえ、僕は陰湿なことなんかしませんよ。スマートかつオシャレに、人を何人も介入させての完全犯罪をしますね。僕はずっと味方として接していて、最後の最後にたたき落とし絶望を与える、その程度ですよ」

「……ああ、私の見解が甘あまかったな……」

　なんだろう、白金の軽けい蔑べつする視線は失礼ではないか。

「──ま、ともかく」

　ドアをノックする音とともに、碧玉の呼ぶ声が聞こえた。もうそろそろ、【聖乙女】降臨祭が始まるのだろう。

「妹に、紅玉の件は伝えておきます。とはいえ、【聖乙女】降臨祭カーニヴアルが終わるまでは親兄弟でも俗人は【聖乙女】に会えませんので、話は後になりますが」

【聖乙女】は降臨祭当日の夜明けとともに禊みそぎを行い、その後は聖職者以外との接触は一切できないのだ。寂さびしいけれど仕方ない。

「──ああ、式典だけでもかなり忙しいのに……」

　承認式の日時変更とか、紅玉を嫁にしたいとか。

　一体どれだけの迷惑をかけるつもりなのか、この王帝は。恋愛するのはいいが、琥珀（や翡翠）に迷惑をかけない場所で勝手にやってほしい。

「……なんだ？　その目は」

　玉座から立ち上がる白金が、じっと凝視している琥珀に気づく。

「一度くらい、痛い目を見ればいいのに」

「……誰が」

「独ひとり言ごとです」

　うっかり本音を呟いていた。

　しまったしまった。地位や権力に屈くつしない、素直で正直な自分の長所がつい出てしまった──と、琥珀は少し反省した。
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「……ええ!?　紅こう玉ぎよくが王おう帝ていに!?」

「うん、いきなりで僕も驚いたんだけど……」

　司祭らが中心に集まり【聖せい乙女おとめ】賛さん美びと感謝の歌や祈りを捧ささげると、【聖乙女】自身が父なる神へ感謝を述のべる。その間、世界中の権力者はずっと床ゆかに膝ひざをついたまま、【聖乙女】への永遠の信しん仰こうを誓ちかうのだ。

　そうした、厳おごそかで盛大な祭さい祀しは今年も無事滞とどこおりなく終了した。

　沐もく浴よくをしてから、翡ひ翠すいはようやく正せい装そうを解とく。

　そうして宛あてがわれた部屋に戻ると、困こん惑わくした顔をしながら琥こ珀はくが来た。

　その時に持ちかけられた話に、翡翠は目を丸くしたのだ。

「ええ……私、全然知らなかった……！　一体いつ、王帝と会ったのかなあ……？」

「僕もね、全然気づかなかったんだけど。ほら、【聖乙女】降臨祭と王帝の即位承認式で城内も忙しいから。そんな周囲の気が散漫している間をぬって、急速に愛を芽め生ばえさせたらしいよ」

「紅玉も、なんで私に黙だまっていたんだろう。あ、碧へき玉ぎよくと黒こく玉ぎよくは知ってるの？」

「そんな話は一度も聞いたことないから、多分知らないと思うよ。今は二人とも、世界中から集まっている司祭たちのところへ行ってるから、戻ってきたら確認取るつもりだけど」

　なるほど、さらに紅玉は、急きゆう遽きよ前倒しになった王帝の即位承認式での準備のために翡翠の側にいないから、本人からも事情は聞けない。

「──で、どうする？　紅玉が王帝と婚こん姻いんするとなると、翡翠の……【聖乙女】の元を去ることになるけど。ちゃんと、祝福してあげられるかい？」

「……そうか、私、全然知らなかったから……どうしよう」

　考えてしまう──翡翠の元にずっと居続ける、と誓ってくれていたので、当たり前のように離れないと信じていたのだ。

（──けれど、誰かを好きになってしまったのなら……仕方ないのかな）

　翡翠にはよくわからないけれど、昔から伝わる説話の中で、【聖乙女】が、好きになった俗ぞく人じんと駆かけ落ちをしてしまったと聞いたことがある。何もかもを棄すててまで、唯ただ一人の男性の元へ行く──そんな情熱が愛なんだ、と教えてもらっていた。

（ああ、【聖乙女】に焦こがれて俗界を捨てて聖職者ヘリオドールになる方もいるから、そんな感じかな？）

　翡翠には未知の感情なので──一瞬だけ白しろ金かねが脳のう裏りを過よぎった気がするけれど──まるで想像がつかない。

「王帝って、冷れい酷こくで残ざん虐ぎやくで人を平然と殺すって琥珀から聞いてるけど……。紅玉、大丈夫かな……死罪になったりしたらどうしよう」

「紅玉のことだけは特別みたいだよ。本気で好きなんだなって鬱うつ陶とうしいほどわかる情熱を、嫌いやというほど感じたから、紅玉のことは心配しなくていいんじゃないかな」

　なるほど、そうならいいのだが。

　翡翠はさらに、ふと小首を傾かしげた。

「王帝ってどんな人？」

「【聖乙女】降臨祭を、一番いい場所から見ていた男だけど？」

　琥珀は説明してくれるが、それがよくわからないのだ。翡翠が祈りを捧げていた祭さい壇だんの周囲はシルクのベールによる齊い垣がきによって囲まれており、翡翠は外部が、外部の者たちは中がまるで見えなかったのだから。

「ルックスは極ごく上じようかな、母親がスフェーン出身の美女でそっくりらしい。東西南北すべての国の貿易の中心で、世界中の民族の長所が全部集まった美び男なん美び女じよばかりの国だしねえ」

「じゃあ、年齢は？　若いの？　即位承認式を行うってことは……」

「白金は僕と同じ歳だよ。……というか」

　翡翠が質問をしていると、ふと琥珀が不思議そうな表情を見せた。

「翡翠も会っているよね？　で、険けん悪あくになったって聞いているけど？」

「え？　ええ？　そうなの……!?」

　びっくりだ。翡翠はまるで覚えがないのだけど、どこかで誰かを不快にしていたかもしれない──どうしよう、本気で謝罪したい。

「え？　自覚なかったの？　白金の話だと、かなり翡翠に嫌きらわれているみたいだし、できればもう二度と会いたくないくらいのことも言っていたような……なかったような」

「えええええ!?」

　そんなあからさま状況に、なぜ気づかなかったのか。自分のことながら反省しきりだ。

　──と、重大なことに気づいた。

　動きが一瞬だけだが、止まってしまう。

「……。白金の話だと？　って、琥珀、今、そう言った……？」

「あ、うん。王帝の真ま名なは白金っていうんだ」

「……そうなの……っ!?」

　驚いた。

　びっくりして目を丸くしていれば、さらに教えてくれる。

「あれ？　聞いてない？　まあいいか、【聖乙女】は、王おう侯こう貴族すべての真名を知っているべきだ」

（……え？　白金が王帝……？　本当に!?）

　呆ぼう然ぜんとするしかない。

　ということは──つまり？

「白金……王帝は、……【聖乙女】が苦手って、本当？　琥珀……」

「うん、侍じ女じよには会いたいみたいだけど、【聖乙女】はまったく興味がないし、二度と会いたくないって言ってた。……気がする」

「────」

　琥珀の意気揚よう々ようとした断言に、翡翠は黙ってしまう──視線が、手元に落ちた。無意識にドレスをぎゅっと握にぎってしまっている。

（……白金、私が誰かわかっていたよね？　……私が、【聖乙女】って）

　それなのに、琥珀にはそんなことを言っていたのか。

　つまり。

（……白金は、私のことが嫌い……？）

　どうしよう、と思う。どうしようもできないけれど。

　この結論は、とても胸が痛いものだ。どうしてかわからないけれど、とても哀かなしい──いや、誰だって人に嫌われれば哀しくて寂さびしくなる。きっとその感情だ。しかし──本当にそうなんだろうか。頭が混乱している。

「……そうか、白……王帝は、【聖乙女】が嫌いなんだ……？」

「まあ、好意を持ちにくいとは思うよ？　世界を支配している王帝だけど、信仰という意味での絶対的な世界の頂点は【聖乙女】だし。目の上のたんこぶなのかもしれないね。野心高いし、世界の支配をしたいみたいだから」

「────」

「何せ、【聖乙女】の絶対的権力が欲しいから、自分と結婚して手中に収め、さらに自分の息がかかった新しい【聖乙女】を立てるとか計画してたみたいだし」

「……そうなんだ」

　いつも以上に饒じよう舌ぜつな琥珀の説明は、翡翠にとってはとても辛つらいものだ。

　──そこまで白金に、嫌われていたなんて。

（……全然、わからなかった……）

　翡翠へ微笑ほほえみかけてくれたのも、優しくしてくれたのも、全部が演技──【聖乙女】の地位を奪おうと思っていたからなのだろうか。

「……さすがに、【聖乙女】の立場は渡せないけど……」

　これは翡翠が決めたことではない、神の意思だから。

　しばらく考えてから、これだけを告げる。

「うん、なんだい？　僕にできることならなんでも協力するよ」

「……ありがと」

　琥珀は翡翠の傷心に気づいていないようだ。いつもの柔にゆう和わな笑顔を向けている。

　混乱する頭を無理やり整理して、さらに続けた。

「……紅玉が幸福になるなら、王帝との婚姻……聖職を離れることも認めて、祝福をするわ」

「いいの？　寂しくない？」

「寂しいよ？」

「翡翠……」

　上う手まく笑えない、口元が引きつってしまう──いろいろな感情が、なぜか混乱していた。

　ただひたすら寂しくて胸が苦しくて、息ができないのが辛い。

（……白金、私に親切にしてきたのは、大好きな紅玉に近づくためだったのかな……）

　そういうことが俗人の恋愛ではありえるのだ、とは聞いている。

　だけど。

「それが、二人の幸せなら。白金……王帝と紅玉が幸せになってくれるなら、私も嬉うれしい……すごく」

　静かに、確認を取る琥珀へこっくり頷うなずいた。

「じゃあ、翡翠の許可を得たことを早速紅玉へ知らせる？　ああ、碧玉や黒玉にも伝えた方がいいかな？」

「紅玉は、私を気き遣づかってしまうと思うの。きっと困惑するから、何も言わずに準備だけ進めてあげた方がいいと思う。碧玉と黒玉には、そっと伝えてもいいと思うけど」

「ああ、そうだね。じゃあそうしようか」

「王帝の即位承認式に続けて、紅玉の還げん俗ぞくと婚姻の許可をやるわ……早い方がいいと思うから」

　邪魔してはいけない。翡翠は【聖乙女】なのだ。

　どんなことがあってもすべての人の幸福を祈り続けるべきだろう。

　何より、二人とも翡翠の大好きな人たちだし。

　なのに。

（……なんだろう、胸が苦しい）

　痛い。とても……辛い。
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「【聖せい乙女おとめ】降臨祭カーニヴアルとは異なりますゆえ、聖職者ヘリオドールへの接触を固かたく禁じていることはありませんが、なるべく寄ることはなきようお願いします」

「わかっている」

　降臨祭でも上かみ座ざにいた高位らしき老ろう齢れいの司祭からの説明に、白しろ金かねは鷹おう揚ように頷うなずいた。

　いよいよ、王おう帝てい即位承認式だ。【聖乙女】からの祝福を受け、白金は王おう帝ていとして正式に認められることになる。

　白金は王帝専用の控え室にいるのだが、何かと確認のために様々な者たちが出入りしていて落ち着くことはなかった。

　──というか、気づけばヒシィは現れないか、と注視してしまう。

「ところで【聖乙女】の侍じ女じよ……ではなく、琥こ珀はく……スフェーン国王はどこに？」

「【聖乙女】の控え室におります」

（そこにヒシィもいるんじゃないか？　私を呼べ、気が利きかない）

　なるべく寄るなと注意された直後だが、知ったことではない。

　琥珀はシスコンゆえに【聖乙女】と片時も離れたくないからか、承認式の打ち合わせのためか──後者を名目として、本音は前者だけだろう、立場を利用している。

（即位承認式が終わったら、即行で王帝城に戻ろう……そして婚こん姻いんだ）

　王帝の古参臣しん下かはいろいろ言ってくると思うが、後で正式な式を大々的に行えばいい。とりあえず、既き成せい事実というか独ひとり占じめというか、つまりは自分の妻として迎え入れたい。

　一緒にスフェーンを旅立つつもりなので、いろいろと入り用だ。何を準備すべきか、どう従者に指示をしようかといろいろ模も索さくしていると、偉えらそうな司祭たち数名と黒こく玉ぎよくと碧へき玉ぎよくがやってきた。

　──ああ、やはりヒシィはいない。

「もうすぐ、【聖乙女】からの承認と祝福を授じゆ与よされる式が始まりますので、どうかこちらに」

「ああ」

　誘導されるがまま進む。黒玉と碧玉の服装は司祭らと色彩やデザインが似ている──つまり、聖職者の正せい装そうということか。

（ヒシィも似たような服を着ているのか……？　なんでも似合うと思うが）

　ぜひ、見たい。

　通り過ぎる女性の聖職者を見て想像してしまう。我われながら重じゆう症しようだと自じ嘲ちようするが、好きなのだから仕方ないだろう。

（……賛さん美び歌か隊たいにいるということは、ないか……？）

　大聖堂に続く扉とびらをそっと開けて、厳おごそかな聖せい壇だん前で賛美歌を唄うたう聖職者たちを確認してしまった。残念だ、やはりいない。

【聖乙女】の世話でつきっきりとようやく納なつ得とくする。とはいえ無意識に、聖職者の女性を見てしまうが。

　──そろそろ、【聖乙女】も現れる頃ではないか？　そう気づいて白金は周囲を見た。すると、見知った姿に気づく。

「……王帝様でしたか」

「ええ。実は」

　白金を警けい戒かいしたまま、相変わらず嫌けん悪おを隠かくさない。冷たい視線を向けてきていた。その女性は、琥珀の妹──【聖乙女】だ。

　しかしまだ【聖乙女】としての正装や装そう飾しよくを身につけていないのか、司祭らとあまり変わりのない服を身につけたままだった。

「貴女あなたたちの地位も後で聞き、驚きました」

「それは話が早いです。今後は一切、近寄らないでくださいませ」

　誰だれに、というのは言われなくても納得した。なるほど、琥珀の説明通りにこの【聖乙女】は侍女をかなり大切にしているようだ。

「ああ、本当に二人きりでいる……やっぱり事実だったんだ……」

「え？」

　声がかかり、振り返るとそこには琥珀がいる。なんの話だ、と問おうと思ったのだが、意識がすぐに琥珀の背はい後ごに向いてしまった──当然だ。

（いた）

　──胸が、大きく跳ねる。

　ようやく切望していた可か憐れんな姿を見つけた。琥珀なんぞと一緒にいることが不愉快だったが、ようやく会えた喜びが勝る。嬉しくて、白金は近寄ろうとした──のだが。

（ヒシィ……？）

　様子が変だ。なぜだろう、白金を見つけたのに微笑ほほえみすらしてくれない。しかも、視線も逸そらしたままだ。

　歓喜に急上昇をした心が落ちることはないが、冷静さは取り戻してしまう。

　目前まで来たものの、何も言えず立ち止まってしまった。

　──何があったのか？

「近寄らないでくれます？」

「何？」

　──そんな白金の隙すきに、邪魔な壁が立ちはだかる──病的シスコンだ。

「どけ。私はお前に用はない」

「僕には用事があるんですよ。即位承認式が始まるので、あちらへどうぞ」

　明らかに琥珀が嫌いやそうに顔をしかめ、聖女も険けわしい表情で白金を見み据すえてヒシィを庇かばう。

　しかし、そんなものに構かまっていられない。

「数秒で終わる」

「え……っ!?」

　ヒシィがびっくりして白金を見上げる──ようやく自分を見てくれた、と喜ぶ正直な自分の心に呆あきれつつも、白金は細い手首を摑つかんで数歩歩きだした。

「ちょ……！　何する気ですか!?　王帝！」

「翡ひ翠すい様！」

（翡翠様？）

　それは誰か、驚いて立ち止まった。

　ヒシィを見れば、吸い込まれそうに綺き麗れいなグリーンの大きな双そう眸ぼうが、じっと白金を見つめていた。

「翡翠……？　とは？　まさか、ヒシィの、真ま名な……名前か？」

「あ、うん……」

　困こん惑わくした視線を宙に彷徨さまよわせつつも、ヒシィが頷く。白金は息を吞のんだ。

　大聖堂から漏もれ聞こえる賛美歌の中での会話だ。小声はまず聞こえないだろうはずなのに、なぜか白金にはヒシィ……翡翠の声だけははっきり聞こえる。

（どういうことだ？　……え？　紅こう玉ぎよくではなかったのか？）

　話が違うことに、白金は眉まゆを顰ひそめる──そんな白金の耳に、賛美歌がやんだタイミングで琥珀の声が飛び込んできた。

「紅玉、翡翠の元へ。王帝──白金から、翡翠を離してくれる？」

「はい」

（紅玉!?　紅玉はあの少女の方か!?）

　白金は状況を把は握あくできずに、ただ、二人の少女を見比べてしまう。

「……大丈夫なので」

　状況を把握できず、ただ呆然とするしかない白金へ、静かに翡翠が口を開いた。

「ちゃんと、【聖乙女】の、侍女との……婚姻は、認めます。父なる神に認めていただけるよう、精いっぱいお祈りしますので」

「……ヒシィ……いや、翡翠？」

　視線は落としたままの抑よく揚ようのない哀かなしげな声こわ音ねが、白金の耳をかすめた。

　侍女は翡翠ではなかったのか。なぜそんな、他人のことのように話すのか。

　混乱はさらに混乱を招く。状況を正確に理解するのには時間がかかりそうだ。

「それはありがたいが……。え？　なぜ、ヒシィ……いや翡翠がそれを私に告げるんだ？　……一体、どういう……？」

「大丈夫です。白金の幸福を誰よりも願い、祈らせてもらいます」

　翡翠は、ゆっくりと白金の顔を見上げて微笑んだ──視線が、離せなくなる。

　胸が痛い。

　大きな瞳ひとみは、濡ぬれていた。

「……だって、私は【聖乙女】だから」

「────」

　白金が息を吞む。




　──つまり
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（つまり、誤解が誤解を生み続けた結果の、大間違いということか……!?）

　即位承認式の最中も、司し祭さいらの言葉は頭に入ってこないほどに、ずっと白しろ金かねは考えている。

　必死に考え、そして結論したのは【誤解】ということだ。

（つまり、ヒシィ……翡ひ翠すいが聖せい女じよで、紅こう玉ぎよくが侍じ女じよ。初めて会った時になぜあんな服装をしていたのかは謎なぞだが、この関係で間違いはないだろう……）

　即位承認式が終わったら、その場で琥こ珀はくに説明を求めたい。

（まさか、ヒシィが【聖せい乙女おとめ】……琥珀が溺でき愛あいしてやまない妹姫……か）

　それには妙みように納なつ得とくもしている。あんなに可か愛わいいのだから、夢中になっても仕方ないだろう。

　ただ、妻にする、とはかなり言いにくくなった。間違いなく邪魔をしてくるだろう。それは十分に想定できているので、先手を打つべきかと考える。

（いや──琥珀よりも、一番問題なのは──）

　司祭の祈りが終わり、いよいよ重要な儀式に移る。白金は【聖乙女】の祝福を受けるために、祭壇の前に跪ひざまずき目を閉じ頭を下げた。

　難しい古語の祈き禱とう文ぶんが長々と続き、しばらくして花の芳ほう香こうのようないい香りがしてきた──いよいよ、【聖乙女】が現れる。

（……ああ、本当に翡翠だ……）

　そっと瞼まぶたを開けば、王おう帝ていの証あかしである冠かんむりを持ち、ゆっくりと白金に近づいてくる翡翠の姿があった。

　先ほどは動どう揺ようしていて気づかなかったが、なるほど一人だけ特別に豪ごう奢しやな正せい装そうに装そう飾しよくをつけている。普段は絶対に齊い垣がきの向こうから姿を現せることがなかった【聖乙女】だが、王帝の即位承認式だけは特別に姿を現すものだとは、先ほど司祭からの説明にあった。

「──では、第二八七代目の王帝として、承認します……」

　翡翠の綺き麗れいな声こわ音ねが大聖堂に響ひびく。

　頭を下げたまま待っていると、冠が頭上に置かれた。

（あ……）

　僅わずかに白金の髪かみに指が触ふれたのがわかる。それだけでも、翡翠の感触を得ることができて嬉うれしい自分をつくづく思い知らされるのだ。

　頭上からはさらに翡翠の唄うたうような祈禱が降り注そそぎ、【聖乙女】たる神々しい気すら感じた。

　そうだ、翡翠は間違いなく【聖乙女】……この世で唯ゆい一いつ、白金よりも地位の高いところにいる孤高の存在が、翡翠なのだ。

（……ヒシィ……翡翠が【聖乙女】だからと、私は諦あきらめられるのか？）

　この想いを。

　白金の妻にすることはもう、無理なのだろうか。

（……翡翠は、どうなんだろうか……）

　先ほどは、自分の侍女のことを私が好きであると勘かん違ちがいしている様子だった。その間違いを訂てい正せいすれば──本心を窺うかがうことはできるのだろうか？

（私のことを……好いて、愛してくれているということはあり得るのだろうか……？）

　ほんの僅かでも。

　そういえば、白金は翡翠の気持ちすら訊きいていないことに気づいた──そんな大切なことすらもちゃんと確認していなかったのか。

（恋愛感情を持たれていなかったら、とそれが怖こわかったからだ……）

　自己嫌けん悪おに陥おちいりそうだ。怖いもの知らずの王帝として、各国王族すらも罪つみ人びとならば容よう赦しやなく首をはねていたくせに。

　感情を少しも動かさず、死罪を命じていたくせに。

（自分のことになると、ここまで臆おく病びようか……）

　情なさけなさを通り越し、呆あきれるしかない。

（翡翠は……私が紅玉を好いていると勘違いをした時、どう思ったのだろう）

　それを考えていると、ふと──【聖乙女】は自分だと告げられた時の微笑ほほえみを思い出す。

（翡翠はまるで聖母のように微笑んでくれていたが、大きな瞳ひとみは……濡ぬれていた）

　そうだ、泣いていた。

（どういう意味で？）

　あの時は、どのような感情が翡翠を支配していたのか。

　喜びか、祝福か。

　──哀かなしみとしたら、それはどういう理由のものだろうか。

（……もし、もしもだが）

　僅わずかでも、白金が翡翠以外を見つめている、と誤解したゆえの哀しみだったとしたら。

「……っ！」

　その可能性は、ないだろうか？

「──これで、第二八七代王帝の即位承認式を終えます」

　静かな翡翠の声音に、白金ははっとなる。

　いつのまにか、王帝として大切な承認式が終わっていた。だが正直な話、白金にとってはそんなことよりも、今は翡翠へどう真実を伝えるかが重要である。

「では、引き続き王帝の妻を承認するための儀式を行います」

　しまった、紅玉は間違いだ、と伝えていなかったことを思い出す。

「あ、ちが……っ」

　婚こん姻いんは中止だ、と宣言するために白金が顔を上げると、

【聖乙女】とともに祭壇に立つ司祭が、祈りを捧ささげようとしていた。

　どんなにじっと見つめていても、翡翠は目を伏せたままだ。長い睫まつげが陶器のような綺麗な肌はだに影を作っている。

　──そんな哀しそうな表情の理由を、白金は都合よく解かい釈しやくしていいものだろうか。

　──勇気を、出すべきか。

　静かに響く声音が大聖堂内に響きわたる。

「王帝の妻となる者は、聖職を解とかれ還げん俗ぞくをいたしますが、それには神の許可が必要となり、それは【聖乙女】で──」

「貴女あなたです」

　無意識に、白金は声を上げていた。しかも、翡翠をじっと見つめたまま。

　大聖堂内の誰もが怪訝そうに白金を見た。

「え？　……って、【聖乙女】……？」

「ええ。婚姻を認めてほしい──妻としたいのは【聖乙女】です」

「は!?」

　司祭らが驚きの声を上げて、顔を見合わせた。

　──正直、白金も突飛な所業に驚いたのだが、もう後戻りはできない。

「……え？　何……？　私？　え……？」

　翡翠もキョトンとしている。何が起きたのかわからない様子だったので、白金は翡翠の手首を摑つかんでさらに強く断言した。

「ですから、妻としたいのは貴女だ、翡翠……」

「────」

　大きな目が、さらに大きく丸くなって白金をとらえた──可か愛わいい、と思ってしまったのは不ふ謹きん慎しんか。

「はあああ!?」

　背はい後ごで椅い子すがガッターン！　と大きな音を立てて倒れたのがわかった。振り返らずとも誰だれかわかる。翡翠の小こ舅じゆうとだ。面倒くさい。

「なんの冗じよう談だんを言ってるんですか!?　大聖堂で厳おごそかな儀式の真っ最中に！　王帝だからと許される無ぶ礼れいではありませんけど!?」

「冗談ではない。無礼は謝あやまろう」

　殴なぐりかかりそうな勢いで殺さつ気きを飛ばしてくる琥珀へ、さらに白金は言い捨てる。

「悪いが、本気だ。いろいろ間違えていて申し訳なかった」

「え？　えええ？　間違い!?　ええ!?」

　驚いたまま呆ぼう然ぜんとしている翡翠を捕つかまえる。そしてそのまま抱きかかえ、聖壇の前を飛び出した。

「ちょ……！　どういう!?　間違えていたって!?　何が!?」

「私が愛しているのは、最初から翡翠だったんだ」

「はあああああ!?」

「えええええ!?」

　琥珀の絶叫に翡翠の驚きの声が重なる。動揺を隠かくさない翡翠を、白金は抱きかかえたまま見つめた。

「詳しいことは後で説明をする──今は一緒に来てくれ。頼む」

「え？　あ……っ、ええ？　ええ？」

　状況把は握あくができていないようだが、白金への拒絶や嫌悪する様子はない。それに心から安あん堵どして、白金は全員が混乱している大聖堂を駆かけ抜け外を目指した。

「黒こく玉ぎよく！　王帝を引っ捕とらえろ！　容赦しなくていい！　聖女を誘ゆう拐かいしようとする極ごく悪あく人にんだ！　ただし後で僕もボコにしたいから殺さないように！」

（琥珀、後で殴る）

　本気の命令のようだが、それが幼年期からの付き合いのある相手でしかも地位も上の者に対する扱いか。

「わかりました。では、殺さない程度に遠えん慮りよなく」

（琥珀も琥珀なら、近きん侍じも近侍だ）

　大聖堂の外に出た途と端たん、黒玉が剣を抜き白金へ向かってきた。しかも王帝相手とは思えない本気具合だ。

「鬱うつ陶とうしい……！」

　剣技には自信があるが、翡翠を抱きかかえている状態では闘たたかえない──というか、大聖堂内での承認式の正装をしているのだから、腰に剣はない。

　それを理解している黒玉が、真剣なまま提案してくる。

「剣をお持ちしましょうか。剣豪として有名な王帝とは、一度お手合わせ願いたかったので大変いい機会です」

「ああ、なるほど」

　納得だ。この状況で楽しそうだなんて、本来なら白金好みの壊れ具合な剣士だが。

　しかし白金は闘う気なぞない。今すぐ翡翠と二人きりになって話をしたいのだ。

「後日改めて相手をしてやる、今は嫁取りで忙しいんだ、後にしてくれ」

「嫁……!?　あわわ!?」

（邪魔者がいなければ、ここでキスくらいしたいのに……!!）

　翡翠はまだ動揺しているが、その慌あわてた様子も可愛いと思ってしまうので我われながら重じゆう症しようだ。

「しつこい……！」

　芝しば生ふを駆け林に入っても黒玉は執しつ拗ように追いかけてくる。どれだけ剣術の相手を欲していたのか、熱ねつ烈れつすぎるだろう。

　鬱陶しいし、いい加減どこからか剣を調達して相手して斬きり殺してやろうか、と本気で思ったのだが──

「っ!?」

　白金と黒玉の間に、人影が飛び込んだ。

「ああ……来たか」

　まだ子供であるそれが誰かわかり、白金は安堵する。

「──相手は俺がします」

「ああ、助かった。瑪瑙めのう」

　瑪瑙はコクリ、と頷うなずくと、身長にそぐわない長剣を取り出して黒玉に対たい峙じした。

「え？　子供なのに危険……!?」

　慌てた翡翠が白金の腕の中から叫ぶ。しかし、すぐにキョトンとした。

「……って、あれ？」

「大丈夫、ヒシィは心配しないで」

　瑪瑙が剣を構え、翡翠へ視線を向けないまま答えた

「……アゲット？」

（ああ、翡翠はあれをそう呼んでいたな）

　厨ちゆう房ぼうで遭そう遇ぐうした時に自己紹介をしたらしいことを、白金は思い出す。

　ただ、なんで彼がそこにいるのかわからないらしく、翡翠は瑪瑙──アゲットと翡翠は呼ぶ──と、白金の顔を交互に見ている。

「説明は王帝から聞いて。じゃあ、俺はちょっと仕事があるから」

　翡翠へ告げると、瑪瑙は剣を黒玉に向けた。

「……子供なのに、なかなかいい構えをするな」

「一応、大人相手でも負けない程度には剣に自信あるもんで」

（二人とも楽しそうだな）

　だが、その背を翡翠が心配そうに見つめている。それに気づいたのか、さらに瑪瑙は視線すら向けることなく独ひとり言ごとのように告げた。

「……誤解を解きたいんだけど」

「あ、うん」

　瑪瑙の言葉に、こっくりと翡翠が頷いた。

「ヒシィの部屋を覗のぞいていたわけじゃないから。主人の命令に従って、城内を探っていただけ」

「え」

「テラスを行き来したりしてたのは謝るけど、野ザルと誤解したまま嫌わないでくれると助かるな」

「……え？　……えええええ!?」

　キョトン、としてから、はっと気づいたように翡翠が大きな声を上げた。

「って、もしかして……！　野ザルの正体って、アゲットだったの!?」

　驚いた翡翠が身を乗り出した。白金はバランスを崩くずして腕から落ちないように抱きしめ直す──ぎゅ、と力を込めたら真っ赤になって大人しくなった。可愛い。

　それでも、白金へ照れを隠しつつも翡翠は必死に瑪瑙に尋たずねる。

「……で、でも……っ！　なんで、鳥やリスの餌えさがなくなった……の……？　あ、お腹なか空すいてるなら、今度からアゲットのためにちゃんとしたの置いておくけど……？」

「そうじゃないから。ヒシィが置いてる場所より、もっと鳥やリスが食べやすい場所に移動しただけ」

　その場にいたことはない白金にすら、わかりやすい状況説明だ。

「そ、それはありがとう……っ」

「ちなみに、厨房で働いていたのは、あそこが一番、城内の情報を早く摑めるところだから」

「えええええ?!」

「大広間前の庭で遭遇した時も食事を運ぶ目的のようでいて、実は集まった王侯貴族の情報を摑むためだったし」

「ええええええええ?!」

　瑪瑙が説明をするたびに翡翠は目をまん丸にして驚く──余計なことを言いすぎだ、と瑪瑙を注意しようと一瞬は思ったが、こんな翡翠の表情があんまり可愛すぎるので、つい眺めていて止めそびれた。

「……とりあえずは後だ。今は時間がない」

「は、はわわ……っ」

　子供であろうが白金以外の男と懇こん意いにするのは嬉しくない。しかしそんな狭きよう量りような心を隠して注意をするために、顔を寄せたら翡翠は黙だまった。

　もちろん、長居はやめた方がいいと思ってもいる。黒玉の相手は瑪瑙がしているが、後に続いて琥珀の放った刺し客かくが必ずやってくるだろう。

　琥珀が冗じよう談だん抜きで白金を殺すつもりだろう確信はある。それだけの嗜し虐ぎやく性せいと容赦のなさがあることはよく知っていた。──白金自身と基本的思考は似ている男なので。

「翡翠、申し訳ないが、説明は私ができる範囲で行うので、しばらく黙っていてくれないか？　私を信じてほしい」

「え？　あ……っ、はい……っ」

　懇こん願がんすれば、翡翠が真っ赤になってこくり、と頷く。そして淡あわい桜色の唇くちびるをきゅ、と嚙かみしめた。

　細かな仕草一つ一つにも、視線を奪われる──どうしようもない。

「では逃げるぞ──瑪瑙、後は頼む」

「はい──あ」

　いよいよ白金が瑪瑙に後を任せてこの場を立ち去ろうとすると、瑪瑙が思い出したように振り返って告げてきた。

　真剣で射るような視線だ、思わず白金も見返してしまう。

「王帝、ヒシィを哀かなしませたら、地位とか関係なく本気で殺しにかかりますので」

「ほう……？」

　どういう意味だ。瑪瑙がこうやって他人を気にかけるなんて、今までなかったことゆえ驚きだ。まさか、翡翠が気に入ったのかと疑念が湧わく。

　──今後はしっかり目を光らせて、無駄に翡翠に近寄らせないようにしないといけない。

　しかも告げられたことは、あまりにも当然すぎることなのだ。だから誓ちかうつもりはない。

　まあ必要なら、翡翠ただ一人にすればいいのだし。

「瑪瑙には、後で諸々と確認することはあるが──」

　そのまま翡翠を抱えてその場を離れる。黒玉がちらり、と見てきたのだが追う様子もなく、瑪瑙と剣で闘う方に熱中し続けていた。

　そしてそんな二人の姿は、茂った木々によりすぐに見えなくなる。

（不思議なのは、黒玉が見み逃のがしたことだが──）

　瑪瑙との、剣の闘いの方に興味を持ったからだろうか？　──それとも、瑪瑙と同じ気持ちだったからだろうか。




　確認するつもりは、ないけれども。
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「だ、大丈夫なのかな……っ!?　アゲット……！　じゃなくて瑪瑙めのう……」

「心配はない、まだ子供ではあるが、そこらの兵より強いし優秀だ」

　白しろ金かねに抱きかかえられたまま式典真っ最中の大聖堂を離れ、ようやく翡ひ翠すいが地に足をつけたのは景色けしきが一いち望ぼうできる丘おかだった。

「私、重かったでしょうに……すごい、白金。こんなところまで、全然息を切らせないで走ってくるなんて……」

「翡翠は軽いし、抱き心地ごこちもいいからまったく問題なかったぞ」

「あ、はわわて……っ」

　真顔で答えられるとすごく恥はずかしい。こうして一息ついてしまうと大聖堂を飛び出してからの一連の言動を思い出して、翡翠はどうしようもないほどドキドキしてしまうのだ。

「瑪瑙は、私専属の侍じ従じゆうだ。得意は諜ちよう報ほう活動だな……三年前に、子供の窃せつ盗とう団だんリーダーをしていたのを引き取った。まだ十二歳だがそこらの大人よりもよほど戦い慣れしていて強いから心配しなくていい」

「そ、そうなの……？」

　チョウホウとかセットウダンとか難しい単語はわからないが、瑪瑙は強くて心配ないということはわかったので、頷く。

「王おう帝ていの即位承認式に、反体制派が潜ひそんでいる可能性は〇ゼロではなかった。ゆえに、城内や周辺の街を探さぐらせていたんだが……。申し訳なかった」

「ううん、野や猿えんじゃなかったのかってちょっと驚いただけ」

　ハンタイセーハもわからないが、フルフルと首を横に振って白金の謝罪に答える。

「……それよりも、たくさん驚いたかも」

「だろうな、私も驚いた」

　白金もしみじみ同意をするが、本当に翡翠は心臓が止まるくらいびっくりしたのだ。

　状況を把は握あくするにも時間がかかったし──何より、この状況は許されるのか。わからない。

　とりあえず、戻ったらみんなに謝ろう。

「……言っていたことは、本当？」

「全部本当だ」

　白金の顔をじっと見て尋たずねる。すると、小さく溜ため息いきをついて白金が真剣に答えた。

「……本当に、紅こう玉ぎよくを気に入ったんじゃあ……？」

「勝手に間違え、思い込んだまま話を進めてしまったんだ」

　申し訳ない、とさらに白金は頭を下げた。

「翡翠が侍じ女じよで、紅玉が聖女と思い込んでいたんだ。そもそも、初めて会った時から私と紅玉はあまりいい雰ふん囲い気きではなく、むしろ険けん悪あくだったと思うのだが……」

「そういう関係が、ワクワクして好きなのかと思っていた」

「……それは、ありえない……」

　白金が困こん惑わく顔がおになりぐったり疲れたように項垂うなだれる。

「──初めての想いで、どう接していいか、わからなかったんだ」

　ぼそり、と呟つぶやく白金を見る。

「翡翠に……心を奪われすぎていた」

「え……？」

「強引にいけば嫌きらわれそうだったし、弱気でいれば忘れられてしまう──どうするべきか、どんなふうに接したら気に入ってもらえるかわからなくて──悩んでばかりいた」

「白金……」

　視線が合った。綺き麗れいすぎる双そう眸ぼうにどきり、として翡翠の方から視線を逸そらす──けれど、手を取られて、ぎゅっと握にぎられる。

　冷たい手だけど、気持ちよかった。

「……大聖堂で告げたこと」

「うん……？」

　思い出したように、静かに告げてくる。継ついだ言葉には、力強さがあった。

「本気だ」

「────」

「本気で、翡翠を私だけのものにしたいんだ」

「って……っ」

　困惑してしまう。

　白金が嫌いなわけはないし、むしろそんなふうに告げられて、とても嬉うれしい。

　ただ──どう答えていいのかわからない。

「あ、あの……私、どうしたら……？」

「どうしたら、というのは？」

　白金が、少し顔を寄せてくる。ドキドキしてしまうので、もうちょっと離れてほしいと思ったのだけれど、それを口にするのは惜おしい気もする。とても不思議な感情だ。

「お、男の人と、こんな近くで喋ったの、会ったの初めてだし……っ、私だけのもの、とか……って？　え？　ものにするって、こう、私が人間をやめて、何か、コレクション的な……？」

「────」

　不思議だ。真剣に尋ねたのに、白金は頭を抱かかえてしまった。

「私、変なこと、言ったかな……？」

「──いや。純粋でまったく何も知らないのが証明され、かえって嬉しいくらいだ。……そうだな……」

　しかしすぐに復活をして、翡翠を見つめてくる。苦笑する様子には疲れが見えるのだがなんだろう？

　翡翠を抱えてダッシュしたことが、今になって体に負ふ担たんをかけているのだろうか？

「……とりあえず、一番大切な話をしよう」

　じっと見つめて白金の言葉を待つ。すると、僅かな躊ちゆう躇ちよを見せるも、白金は真しん摯しに翡翠を見つめてくる。そして、口を開いた。

「大聖堂で誓ちかった通りなのだが」

「うん……」

「私の、妻になってくれないか？　翡翠……」

「え……」

　どきり、とした。

「私が愛しているのは翡翠だから──【聖せい乙女おとめ】にこんな告白は、無茶かもしれない。それでも私は、翡翠が欲しい」「白金……」「翡翠だけを、愛してる」

　深く、胸に響ひびくような甘あまい声こわ音ねだ。

　真摯な双眸は恐おそろしいほど澄すんでいて、翡翠の心を捕とらえて放さない。

　──そんなふうに懇こん願がんされると、どうしてよいかわからなくなる。──もちろん、翡翠の答えは、一つに決まっているのだ。

（だって……私も、白金のこと……）

　最初に出会った時から──多分。

　恐ろしいほど綺麗な双眸に、心がとらわれていた。

「もちろん、【聖乙女】を辞やめさせてしまうことになるのは、とても申し訳ないと思っている」

「え？」

　白金が続ける言葉に、翡翠は意識を向けた。

「世界中の聖職者や信者には申し訳ないが、しかしそれでも私は翡翠だけが欲しい」

「──私、【聖乙女】を辞めるの……？」

　キョトンとしてしまった。

「え？」

「ええ？」

　それはどういうことだろうか？　そんな翡翠の疑問に、白金の方も説明を求めるような視線を向けてきた。

「──あの、白金って王帝……よね？」

「ああ。先ほど翡翠が承認してくれたから、まがうかたなき王帝だが？」

　そうだ。まさしく承認式で翡翠が王帝の冠かんむりを白金に被かぶせたのだ。

　その時ドキドキしてしまったことは内緒だけど──綺麗なプラチナの髪に冠がとても似合っていた。

　今は白金の頭上にないので、もしや走っている時に落としたのかもと心配になったが、よくよく見ると翡翠が抱きしめていた。無意識ってすごい。

「ね、白金」

「なんだ？」

　そっと、頭上に冠を載せると、白金が満足そうに微笑んでくれた。

　あまりにも綺麗で見み惚とれてしまう。そのまま、一応の確認を込めて告げた。

「……王帝は、【聖乙女】と結婚できるけど……？」

「え？」

　端整な笑みが怪訝な表情に変わる。

　もしやと思い、さらに続けてみた。

「聖女が唯ゆい一いつ婚こん姻いんができるのは、王帝だけだから」

「は？」

（やっぱり……）

　この反応からして、知らなかったらしい。ならば、と詳しい説明をする。

「あ、もちろん父なる神へ承しよう諾だくをいただくための祈き願がんをしないといけないし、司祭たちにも許可を貰もらわないと駄だ目めだけど。……王帝は人間の中で唯一神に認められた者、と言われているから、特別に【聖乙女】と婚姻ができるの」

「────」

　とうとう白金が黙だまる。あんまり驚きすぎて声が出ない、という表情だ。じっと、翡翠の説明を聞いていた。

「けれど歴代の【聖乙女】は一生独身の人がほとんどなので、王帝と結婚した者はあんまりいないから、聖職者の中でもこの決まりを知らない人は多いみたいだけど……一応」

「──そうなのか？」

　確認をするように、ゆっくりと尋ねてくる。翡翠も、ゆっくり頷いた。

「うん。だから……私」

「──」

　嬉しかった、と言うのも恥ずかしくて翡翠は言葉を飲み込んでしまう。

　すると、しばらく黙って何かを考える素そ振ぶりをしてから──白金は、大きく息を吐はいた。

「……よかった。ならば、なんの問題もないか……本当に、よかった！」

　これは翡翠に向けた言葉というより、独ひとり言ごとのようだ。

「白金……」

　だから翡翠も、琥こ珀はくが大おお騒さわぎするとかきっと大反対をするとか、そんな余計なことは言わないで、横で黙って見つめているだけにする。

　ああ紅玉も、白金のことがあまり好きじゃないという話だから、反対するかなあ、とかぼんやりと思いながら。

「では、安心したので……翡翠、しっかりはっきり、お願いしたい」

「え？」

　白金が、横でじっと様子を窺うかがっているだけだった翡翠へ体ごと向いた。

「改めて──懇願をする」

　冷たく感じるほどの端麗な表情を和やわらげ、翡翠へ尋ねるのだ。

「私と、結婚してください。【聖乙女】」

「────」

　これが、最終確認だ、というように。

「白金……」

　ならば、翡翠も変更不可な断言で誓うしかない。

　口を開いて声を出す時に、ちょっとだけ緊張した。

　──聖女としての誓いを初めて神にした時よりも、ドキドキしている。

「──よろこんで」

　これも、聖なる誓いに変わりはない。

　ちょっと恥ずかしい、けれど嬉しさが勝っている。

「では、今この時より妻としていいか……？」

「……」

　確認する白金へこくり、と頷くと、そっと抱きしめられた。

　多幸感に満たされいると、白金の心音が聞こえる気がする──脈みやくが速い。翡翠と同じように緊張しているのだろうか？

「嬉しいな……。こんなに幸福になれたことはない」

「……うん」

「……一いつ生しよう涯がい添そい遂とげることを、誓う」

「……はい」

　綺麗な顔が寄ってきたので、目を閉じると額ひたいに唇くちびるが触ふれるのがわかる。

　──これは、誓いのキスだ。

　掌てのひらへのキスは、信者からも受けることがあった。先日も、白金から受けている──しかし額は、違う。

「──貴女あなたを愛しずっと護まもる、そういう誓いのキスだ」

「……ありがとう」
















　白金が微笑んで教えてくれた。そしてさらに顔が寄ってきた──のだが。

「あれ？　次は握手じゃないの？」

「え？」

　翡翠が顔を離して訊くと、白金が驚いたようにマジマジと見てくる。なぜだろう？

「……握手？」

「うん。結婚の約束をした者は、額にキスを貰って、その後は『これからずっとよろしくお願いします』っていう意味を込めて右手で握手をするって……教えてもらったんだけど」

「…………」

　白金が真顔で動きを止めた。

　どうしたんだろう、翡翠の知識に何か間違いはあったのだろうか？　右ではなくて左だったか？　いやそれは間違いなく違うと思うし。

　どうしたのか不思議に思ったので、さらに翡翠は自分の知識を重ねながら尋ねることにした。

「え？　だって……結婚の約束は、額にキスと握手。そして、夫婦になっても毎日額にキスをして、握手してハグするって聞いたけど……？」

「──」

「それ以外に、夫婦ってやることあるの……？」

　想像がつかないけれど。

「え？」

「え？」

　白金が心の底から驚いたような声を上げたので、翡翠も疑問を投げかけたのだが。

「？　……他にあるの？　私、何か他にすることを忘れてる？」

「──あー……」

　しばらく見つめ合ってから、忘れているというか……と、呟いた。魂たましいが口から出ていきそうな大おお仰ぎような溜息をついた。

「……なるほど……聖女……なるほど……聖せい域いきでの汚れなき純白な暮らし……ああ、そうだな……」

　ぶつぶつ、何かを呟き始めた。一体何があったというのか。

（後で、教えてくれるかな……？）

　その時までゆっくり待つべきだろうか。結婚したのだから、いつでも訊くことはできるのだし。

　──ただ。

「……両思いになったんだ、今はそれだけで、満足すべき、か……？」

　自分に言い聞かせるような白金の呟きは気になった。

「……ねえ、本当に大丈夫？　私、何か間違っているなら言ってほしいけど」

「いや、別に。……待てるうちは、大丈夫だから」

（待てる？）

　何の話か、疑問を含んでじっと見つめていると、白金が苦笑をする。

　仕方なさそうな、それでいてとても嬉しそうな──複雑そうな表情だった。

「……幸せを嚙かみしめているんだ……これからずっと翡翠をいつも抱きしめていられるなんて、嬉しいから」

　そう言って。

　白金はより強くぎゅっと翡翠を抱きしめると、額へ再び唇を寄せて、当たり前の権利のようにキスをしてきた。




　──二人で歩む、幸福が始まる。
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　この本をお手にとってくださり、ありがとうございました。

　洋風ファンタジーです。

　ヨーロッパの文化や服が昔から大好きです。

　一番好きなのがルネッサンス時代の宗教美術ですが、中世あたりの宗教芸術はアジアのも好きで、真ん中あたり……と思って書かせてもらいました。

　教会や聖堂の、ステンドグラスから日差しが入り込んでいる神こう々ごうしい美しさは息を吞むほどです。ゴスペルも大好きです。




　今回、雲くも屋やゆきお先生にイラストをいただきました。本当に可か愛わいくて綺き麗れいで格好かつこいいし、キャララフや表紙ラフを横に置いて書かせていただきました。素敵すぎるキャラクターたちを本当にありがとうございます。しかしながら迷惑をおかけして申し訳ありませんでした……！

　読んでくださった方も、ご縁がありましたらまたよろしくお願いします。
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「あああああーもう！　心配しましたよ！　翡ひ翠すい様ーっ！」

　白しろ金かねが幼おさな妻づま……いや【聖せい乙女おとめ】たる翡翠とともに大聖堂へ戻った時には、思ったより混乱はしていなかった。

　遠くでは、琥こ珀はくが近きん侍じや城の連中に囲まれた中心で指示を出しているのが見える。なるほど、琥珀が制御したらしい。重度のシスコンさえなければ有能な統率者であると思うのだが。

「ごめんごめん、けど私、この通り元気だから」

「あたり前ですぅ！　【聖乙女】に何かあったら世界が滅亡しますよ！」

　そんな中で、紅こう玉ぎよくは翡翠に抱きついて泣いている。

　そして勢いよく白金を指差した。

「しかも！　本気で意味不明な話も聞きましたよ!?　なんで私が王おう帝ていなんかと結婚して、聖職者ヘリオドールを辞めようとしなきゃいけないんですかぁ！　絶対にないです！　なんで翡翠様よりあんな王帝なんか選ぶなんて思われましたか!?」

（なんか、あんな、ときたか）

　無意識の暴言だからこそ、紅玉の本ほん音ねであり評価だろう。

（それにしても）

　慰なぐさめる翡翠は嬉うれしそうな笑顔だ、目が離せなくなるほど可か愛わいいのは当然として、白金に向けるものとまた少し違うと思う。安心が見えるというか──紅玉との間に、かなりの信頼関係が窺うかがえた。

　と同時に、眉まゆを顰ひそめている自分に気づく。

（同性の侍じ女じよ相手にすら、嫉妬しつとしてしまう……重症は自覚しているが、面おも白しろくないのだから仕方ない）

　翡翠から、無む償しようで微笑ほほえみを貰もらうことが許せないのだから。

　白金に断りもなく翡翠に抱きつくのも不ふ愉ゆ快かいだ。もし、これが男だったら触れる前に牽けん制せい、というか絶対に許さない。

　まあ、翡翠は【聖乙女】として祝福を与える時に相手へ指先が触れることもあるかもしれない、それくらいは我慢すべきだろうとは思った。男相手には、これからも心狭いままでい続けるが。

（本来は冷静沈着だ。翡翠だけが私の心を揺さぶるから、たちが悪い……）

　恋愛感情というものは、本当にどうしようもない。

「ん？」

　翡翠の笑顔に見み惚とれていると、だだだだだ、とおよそ大国の国王らしくない威厳も何もない突つっ走ぱしりっぷりで琥珀が迫ってきた。

「翡翠いいいいいいー！　僕の最愛の妹！　よく無事でいてくれたね！　ありがとう！」

　翡翠へがばっと抱きついてぎゅううう、と締めつけている。

「うん、私は大丈夫。それより、大騒動を起こしてごめんなさい。琥珀」

「いいよいいよ何を言ってるんだよ、翡翠は被害者なんだから謝らないでおくれ！　悪いのは全部、思いつきで極ごく悪あくな犯罪をしでかして地位と権力があるからって何をやっても許されると思い込んでいる男だから！」

（スフェーンの連中は、無礼すぎだろう）

【聖乙女】の侍女がナチュラルに暴言を吐いたルーツを琥珀に見る。

　琥珀は、横の白金がまったく見えていないかのように翡翠を抱きしめ綺き麗れいな髪を撫なでまくっていた。触らないでほしい、翡翠が汚けがれるから。

「ああもう……！　極悪誘拐犯に拉ら致ちされた時は心臓が五回くらい止まったよ！　もうもう、翡翠に掠かすり傷一つでもできることがあれば王帝へ即行で戦争仕かけるしかないって本気で話し合っていたところだったし！」

（そうなのか）

　期せずして。先ほど琥珀が城の連中と輪になって話し合っていた内容がわかった。戦略を練っていたのなら、確かに静かで当たり前だ、覚悟を決めていたのなら。

「言っておくが、いかに最強国であろうとも王帝軍には勝てないぞ。規模が違う」

「忠告ですけど、【聖乙女】に不幸をもたらす者は必ず滅びる。これは必ひつ定じようであり、事実ですので」

　白金が意見しても、しれっと返してくる。琥珀は付け足しのように忠告だと言って親切面を装よそおっているが、明らかに本気の呪のろいの言葉だろう。

「ね、琥珀、ちょっとみんなのところへ行っていいかな」

　翡翠が琥珀のマントをつんつんと指で突く。今まで白金に向けて人殺しをしそうな顔をしていたのが、一瞬で崩れた。

「何でだい？　ん？　何か用事があるなら向こうから来させるといいよ？」

「ううん、違うの。みんなに謝りたいから。──じゃあ」

　紅玉を連れ、翡翠は、ばいばい、と手を振って去る。わずかに白金と視線が合ったが、頰ほおを赤らめてしまっている。気恥ずかしいというか照れているようだ。なんだこの可愛い生き物は。

　翡翠の背が見える間は、ずっと琥珀は手をぶんぶん振っていた──呆あきれたように睨にらんでやるが、白金も手を振っていたのでそっとやめる。

「本気ですか？」

「何が」

　二人きりになった途端に、低い声こわ音ねで琥珀が呟つぶやくように言う。言いたいことはすぐわかったが、とぼけてみる。

　さらに、睨まれた。

「大聖堂から翡翠を略奪、誘拐した時にのたまった妄もう言げんです」

「本気ならどうだと？　ちなみに、ちゃんと翡翠は私の求婚を快かい諾だくしてくれたぞ。今日から私の妻だ、気安く触るなよ」

「思い込みすぎる病気ですよ、それ。たまに、漬つけ物もの石いしやペンペン草から話しかけられたりしませんか？」

「私は正気だ」

　世界の頂点へ、本当に不ふ遜そんすぎるだろうこの男。

　白金の話を微み塵じんも信用していない。いっそ、翡翠自身からちゃんと説明と宣言をしてもらおうかと思ったが、それも無駄だと思い直した。

（私が脅きよう迫はくして言わせているとか断言して絶対に信用しないな……無駄か）

　万が一にも信じた時は、琥珀はショックで心臓を止めるかもしれない。それはそれで面倒がなくていい気はする。

　──それよりも。

「琥珀、貴様に聞きたいことがあるんだが」

「いいメンタルクリニックですか？　いいですよ」

　殴なぐってやろうか。

「スフェーン王国の、婚儀の内容についてだ」

「普通ですけど。【聖乙女】を崇あがめる宗派にのっとってやってますよ」

　何を訊きいているのか、と琥珀は肩を竦すくめる。

　白金としては説明しにくい──が。深刻なので、尋ねることにした。

「……スフェーンでは、握手するのが婚儀の決まりか？」

「なわけないでしょう、そんなんで結婚決定してたら、そこかしこで重婚の嵐あらしですよ」

　そりゃそうだが。

「……。翡翠は、婚儀の約束は握手だと思い込んでいるのだが。琥珀……思い当たることは？　変な教え方しなかっただろうな」

「翡翠が四歳頃の美び幼よう女じよだった頃に、結婚ってどうやるの？　と訊かれたのでそれに答えた覚えはありますけど」

「それだ」

　まさか、今でも信じているとは驚きだが──これも、聖せい域いきで清く純粋に育った証あかしなのだろう──と思う。同じく聖域育ちであろう紅玉は、普通に知っていそうな気がするが。

「にしても……こんな質問が飛び出すということは……なるほど」

　眉を顰めて考える素振りをする。そして、独ひとり言ごとが聞こえた。

「翡翠相手に何かしでかしたから、婚儀の決まりがどうのと言ってたってこと、か……死ねばいいのに」

「……独り言だからと、許される範囲ではない暴言だが」

「え？　僕が誰が、とは一言も言ってませんよぉぉぉぉ」

　この態度、本当に腹立つ。

「結婚の儀式は、【聖乙女】の承諾を得て始めて成立するんですから、【聖乙女】の言う通りが正しいんです。それ以外は間違いです、先に進むのは神に背そむく大犯罪ということで。翡翠の言うこと以上のことはしてはいけませんよ」

「地獄じゃないか」

　目が笑っていないが声は弾はずんでいる、呪いをかけるかのごとき口く調ちようで琥珀が言う。

「ま、当然ですよね。神の化け身しんと婚儀しようとしてるんですから。人間の分際で」

「……。王帝は、神に認められた唯一の人間ゆえ、【聖乙女】と婚儀できる、と聞いたが」

「神が許しても、兄の僕は許しませんので」

　本音だ。

　琥珀は、翡翠のためなら神にも平然と背きそうだ。

（話をしていても埒らちが明かない）

　白金は溜ため息いきをつく。そして、翡翠が去った方を見た──すると、自分よりもかなり下位であろう聖職者らへも謝罪している愛くるしい姿が見える。

　聖女たる心の優しさを持っている少女だと思う。側にいると、白金も優しくなれそうな気がするほどで。

　翡翠のことを考えるだけで、自然と顔がほころんだ。そして、そんな自分に驚く。

（──そういえば、翡翠に会う前の私は、心から笑うことなぞあったか……？）

　白金にとっての幸福で嬉しい象徴は、翡翠だ。

（……まあ、握手でいいか）

　本当の意味での婚儀は、もう少ししてから翡翠に教えてやってもいいと思う。とりあえずは、白金以外と握手しないように気をつけるとして。

　真実は、ゆっくり教えてあげればいい。

（惚ほれた弱みだな……まったく）




　翡翠が白金を見つめてくれる。それだけで十分に幸福なのだから。
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